



























































僕の魔剣が、うるさい件について　３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　霜と炎、鉄の星







　　　　１．




　冷たい夜風に吹ふかれながら五階分の高さの鉄骨上を伝い歩くのは、魔ま剣けんによって身体能力を増強ブーストされていても愉ゆ快かいな体験とは言えなかった。

　ついさっきまで降っていた雨が足あし許もとをまんべんなく濡ぬらしていて、スニーカーの靴くつ底ぞこがずるずる滑すべる。夜のビル工事現場、地上二〇メートル。頼たよりない足場をおそるおそる進む早はや瀬せ吏り玖くは、命いのち綱づなもヘルメットも持ち合わせていない。

「うわっ！」

　風に煽あおられて傾かたむいた身体からだを、手近な支柱を摑つかんで危あやうく立て直す。途と端たんに、頭の中で罵ば声せいが炸さく裂れつした。

〝何やってんのよこのノロマ！　へっぴり腰ごししてないでさっさと進みなさいよ！〟

　声の主は人ではない。吏玖の右手に握にぎられた一本の刀だ。

《夜来たるNightfall》。吏玖を遣つかい手に選んだ知性ある武器────魔剣である。

　深い蒼あお色いろをした刀身は、この世のものとは思えないほど美しく、とっぷりと暮れた夜よ闇やみの中で、ともすれば周囲の夜に溶とけ込んでしまいそうだ。

　吏玖の隣となりでは、その刃じん格かくである少女の姿が、苛いら立だたしげに腰こしに手を当てて、ガンメタルブルーの瞳ひとみを吏玖に向けている。

　星の輝かがやきを放つ長い髪かみと、刀身と同じ色の装しよう束ぞくが風になびく。

　少女の姿は、吏玖にだけ見える幻げん像ぞうである。

　足は宙に浮ういて、はるか下の地面まで支えるものは何もない。

〝ほら早く早く！　そんなとこにしがみついてないで、早く行こう！〟

「うるさいな！　こっちは落ちたら死ぬんだよ！」

〝馬ば鹿かね、死なないわよ。骨が何本折れてたって、私が治してあげるし〟

　あっさりとそう言う《夜来たる》を、吏玖は横目で睨にらみ付ける。

「頭から落ちて脳のう漿しようぶちまけたら治せないだろ！　おまえは実体ないからいいけどな！」

〝この惰だ弱じやく者もの！　甲か斐い性しよなし！　いつになったらそのヘタレ根こん性じようが治るのかしら！　これだから人間は……〟

《夜来たる》はなおも罵ば倒とうを続けるかに見えたが、不意に口を閉とざし、行く手に目を向けた。

〝いや、そんな場合じゃなかったわ。リク、あいつすぐそこよ。待ち構えてる〟

「ああ、わかってる」

〝わかってるなら急ぐ！　駆かけ足！　進め──っ！〟

「テンション高いな、おまえ……」

　げっそりした吏玖の口調に気付いた様子もなく、魔剣はうきうきと答える。

〝そりゃあそうよ。だって久しぶりの獲え物ものなのよ！　リクってば最近、全然狩かりに連れ出してくれないんだもん〟

　吏玖は鉄骨から工事用の足場へと慎しん重ちように体重を移した。スチールパイプを組み合わせた骨組みが足許で軋きしむ。見ないようにしようと思ってはいても、ついつい下に目が行ってしまう。

《夜来たる》に言われなくても、相手の気配は感じていた。

　吏玖と《夜来たる》をこの工事現場へと誘さそい込んだ、魔剣とその遣い手の殺気を。

〝もうひと月も折ってないんだから、欲よつ求きゆう不満なのよう……。ああもう、こんなこと言わせるなんて、リクってばホントにデリカシーないわよね。遣い手なら自分の魔剣の欲求くらい察しなさいよ〟

「何がデリカシーだよ。いっつも発情期みたいなこと言って……」

〝なに、ハツジョーキって？〟

「え？　いや」

〝なに？〟

「いや、その……なんでもないよ」

　口ごもる吏玖だったが、《夜来たる》は興味を失ってくれなかった。

〝ねえ、ハツジョーキって、どういう意味よ？　知りたいな。教えて？〟

「だから、なんでもないってば。人間じゃないおまえには意味のない言葉だよ」

〝なんでもないってことはないでしょ。魔剣には難しい概がい念ねんなのかもしれないけど、教えてよ。リクのことならなんでも知りたいの。たった一人の遣い手だもん〟

　きらきらと鋼はがね色の目を輝かせて、《夜来たる》が吏玖の顔を覗のぞき込む。

〝ねー、どうして教えてくれないのぉ？　ねえってばぁ〟

　頭の中に響ひびく《夜来たる》の声を努めて無視しようとしながら、吏玖は足場に組まれた細い金属製の階段に足をかける。

　敵の気配は上にある。いつ仕し掛かけてきてもおかしくない緊きん迫ぱくしたシチュエーション──なのに、《夜来たる》の追つい及きゆうは止やまなかった。

〝ふうん……教えてくれないんだ。なんで教えたくないの？　ねえなんで教えたくないの？〟

「……うるさいなあ、今そんな話しなくたっていいだろ？」

〝なんか、隠かくしたい理由があるの？　それってもしかして、リクがときどき夜中にこっそりやってるアレに関係する何かなのかな……？〟

「ぶふっ!?」

　思わず変な声が出た。飲み物を口に含ふくんでいたら残らず噴ふいていたところである。

　吏玖の動どう揺ように気付かないのか、《夜来たる》は真面まじ目めな顔で続けた。

〝あの変な行こう為いにどーゆー意味があるのか、私にはいまいちわからないんだけど。リク、真しん剣けんに取り組んでるから、邪じや魔ましちゃいけないのかなーって〟

「あ……う……」

〝なにアウアウ言ってるの？〟

「う、うん……」

〝あっ、ごめん。訊きいたらまずかった？　リクがあれをするときは、必ず私に起きてるかって声をかけてくるもんね。気付かれてないと思ってた？　魔ま剣けんは眠ねむらないって教えたような気がするけど、私の勘かん違ちがいだった？〟

「いや……それは聞いた……」

　吏玖が顔を両手で覆おおって座り込みたい衝しよう動どうに駆られているとも知らず、《夜来たる》はあくまでも無む垢くな口調で続ける。

〝私さ、あれはきっと何かのトレーニングなんだろうと思ってたんだけど、違うの？　私が見てないところで秘密の鍛たん錬れんがしたいときもあるのかもな、やるじゃん、えらいじゃんって、感心してたんだけど……そうじゃないの？〟

「お…………おう…………」

　────死にたい。

　相手は人間ではないとはいえ、このきらきらした美少女にあれやこれやを見られていたかと思うと──今すぐこの足場から飛び降りてしまいたい。

　一六歳の多感な少年の希き死し念ねん慮りよゲージがぐんぐん上じよう昇しようして、限界を突とつ破ぱしようとした、そのときだった。

　すさまじい殺気に打たれて、吏玖と《夜来たる》は同時に階段の上を振り仰あおいだ。

　中天に掛かかる三日月を背負って飛びかかってくる影かげの右手には、三日月そのものを研とぎ澄すましたような半円形の弧こを描えがく剣けんが握られていた。

《夜来たる》の幻像がふっと消えるのと同時に、吏玖も瞬しゆん時じに臨戦態勢に入っていた。

　斬ざん撃げきを受け流そうと、咄とつ嗟さに《夜来たる》を持ち上げる。

　その《夜来たる》を、敵の剣が迂回した。

　──なに!?

　半円の刃やいばは、あり得ない軌き道どうを描いて《夜来たる》と吏玖の腕うでをかいくぐり、切っ先をみぞおちへと突つき込んできた。

　慌あわてて避さけようとして、濡れた鋼板の上で足が滑った。

　手すりを摑む暇ひまもなく、狭せまい階段を転がり落ちる。背中を足場に叩たたきつけられて息が詰つまった。すぐに呼吸は回復する。《夜来たる》がダメージを治ち癒ゆしてくれているのだ。

　足場の上を後方へ転がって距きよ離りを取る。こんな高所でやりたいアクションではないが、魔剣によって増強ブーストされた身体能力があればなんとかなる。

　立ち上がって、階段を下りてきた敵と向かい合う。

「よく今のをかわした」

　相手は男だった。三〇歳くらいか。眼鏡めがねをかけて、落ち着いた声。教師か、学者か、それに類るいする職業を思わせる、諭さとすような話し方だ。

「君が《夜来たる》の遣い手か。噂うわさには聞いてる。《フィアサム・エンジン》を倒たおしたんだって？」

「あんた、〈兵器廠アーセナル〉か？」

「そうだよ。狩り場に誘い込んだ相手が名高い《夜来たる》だったとは、嬉うれしい驚おどろきだ。僕の魔剣は《タンジェント》。君がどんな盾たてを得ようとも、その縁ふちを迂回して心臓に届く」

　男の背後に浮かび上がったヴィジョンは、奇き妙みような図形──グラフだった。数学の教科書に載のっているものなど比ひ較かくにならないほど複雑な、ダイナミックに躍やく動どうする多次元のグラフ。うっすらと輝く軌き跡せきが、ワイヤーフレームで構成されたクラゲのように躍おどっている。

　右手に握られた魔剣はショーテル。元はエチオピアの剣である。極きよく端たんに湾わん曲きよくした刀身は、盾に身を隠した相手を殺すために進化したものだ。

〝「名高い」だって！　うふふ、有名なのは悪い気分じゃないわね、リク〟

　頭の中で《夜来たる》が嬉しそうに呟つぶやくのに、吏玖は憮ぶ然ぜんとして応じる。

（最悪だよ。刃は物もの持った人斬きり集団に名前知られてるとか、勘かん弁べんしてほしい）

〝え？　なんで？　リクだってその「刃物持った人斬り」の一人じゃない〟

（…………！）

　悪意のない《夜来たる》の指し摘てきに動揺した一いつ瞬しゆんの隙すきを突くように、《タンジェント》が襲おそいかかってきた。

　ショーテルは、今まで経験したことのないような武器だった。Ｃ字形に湾曲した刃の切っ先が、斬撃のベクトルと九〇度ずれた方向から突き込まれてくるのだ。受け流そうとする《夜来たる》の周りを《タンジェント》が知ち恵えの輪のようにくるくると廻まわり、吏玖の肉体へとその刃を埋うずめる。

「ぐうっ」

　上じよう腕わん部を深々と切り裂さかれて声が出た。迸ほとばしる血がばたばたと足場を濡ぬらす。夜闇の中で鮮せん血けつは色を失い、ただ黒い。

「噂ほどではないな、《夜来たる》」

　距離を取る吏玖に向かって、《タンジェント》の遣い手がにやりと笑った。

〝リク、大だい丈じよう夫ぶ？〟

（大丈夫だ。戦いにくい相手だけど）

〝しっかりしてよ。すぐ治すから、ガツーンとブチ折ってやって！　噂ほどではないとか、舐なめてんじゃないわよ！〟

　傷が癒いえていくのを感じながら、吏玖は慎重に足場を移動した。ショーテルの斬撃を阻はばもうと、櫓やぐらに組まれたスチールパイプを隔へだてて対たい峙じする。

「ない知恵を絞しぼった結果がこれか？」

　ショーテル遣つかいが嘲あざけるように言った次の瞬しゆん間かん、その手の魔剣が霞かすんだ。

　異様な軌道を描いてスチールパイプの狭はざ間まを縫ぬった《タンジェント》が、吏玖の脇わき腹ばらに深々と突き立った。

「があっ」

　内臓特有の重苦しい痛みに吼ほえながら、吏玖は自分に突き立った《タンジェント》へ《夜来たる》を振り下ろした。的を捉とらえつつなおも致ち命めい的てきな臓器めがけて体内を進もうとしていた《タンジェント》が、折られる危険を察知して素す早ばやく引き戻もどされる。不可思議にも入ったときとは別の出口を通ってショーテルが抜ぬき去られ、吏玖は腹ふく腔こう内から外側へともう一度貫つらぬかれる苦痛に喘あえいだ。

《夜来たる》の切っ先が《タンジェント》を掠かすめて、チュンと火花を散らした。だが魔剣を傷つけるには至らない。踏ふみ込みながら腕を返して斬きり上げる。夜色の鋼がスチールパイプを紙かみ筒づつのように切断していく。その合間を紙一ひと重えで引き戻される《タンジェント》。

　構えを戻して、二人の魔ま剣けん遣つかいは再び対峙する。

　腹の傷に脂あぶら汗あせを滲にじませる吏玖に対して、ショーテル遣いは無傷。

「肉を斬らせて……ってやつか。面おも白しろいね。僕が君の心臓を貫くか、君が僕の魔剣を折るか。もう一度やってみるかい？」

　答える代わりに吏玖は左半身になり、上段に構えた。左ひだり腕うでを犠ぎ牲せいにして《タンジェント》を折るつもりだ。魔剣遣いになって以来、ひとたび戦せん闘とうに入ると、モードが切り替かわるというのか、普ふ段だんは考えもしないようなことを平気でやるようになった。腕の一本や二本、相手を折れるなら安いものだ。

〝治るしね〟

　そうそう、治るし。

　だから、俺はまだ大丈夫。

　おかしくなんてなってない。

　吏玖と同じように楽しそうな笑えみを浮うかべて、ショーテル遣いが低く構えた。

　互たがいの隙をうかがう一瞬の間。

　二人を隔てる足場を支えるスチールパイプが、《夜来たる》によって切断された切り口からゆっくりとずれて、けたたましい金属音と共に落下した。

　足場に付着していた水すい滴てきが衝しよう撃げきで飛び散り、周囲を霧きり雨さめのように煙けむらせた。

　その霧きりが──白くなった。

「!?」

　肌はだを粟あわ立だたせる突とつ然ぜんの冷気。

　霜しもだ。白いのは、霜の色だ。

　空気中に浮かんだ細かな水滴が、一瞬にして氷結したのだ。

「むう!?」

　霜のヴェールの向こうで驚きよう愕がくの声が上がった。

　刃は鳴りが二度起こり、鋼はがねが肉に埋まる音が立て続けに二度。

　苦痛の呻うめきに続いて、人体が倒れ伏ふす衝撃が足場を伝ってきた。

　霜が散ったあとに立っていたのは、吏玖と同じ高校の制服に身を包んだ少女だった。

　長い黒くろ髪かみが吹ふき上げるビル風になびく。

　濡れた輝かがやきを放つ切れ長の目は油断なく細められている。

　ブラウスを押し上げる双ふたつの胸のふくらみは、戦いには邪魔に思えるほどだ。ビル風になびく短いスカートの裾すそからのぞく太ふと腿ももが夜目にも白い。

「……才さい森もり！」

〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の魔剣遣い、才森加か奈な子こがそこにいた。

　手にした刺突剣レイピア、《凍いて月づき》の切っ先は黒く濡れていた。足あし許もとに横たわる男が苦痛の呻きを上げる。右の手首と、背中から胸までを突き通した深い刺さし傷の周囲は凍こおり付き、白く霜で覆われている。《タンジェント》は既すでに男の手にない。流りゆう麗れいな弧を描く魔剣は、才森の背後の鉄骨に深々とその刀身を埋めていた。

〝こいつ……横取りする気!?〟

《夜来たる》が憤ふん慨がいの叫さけびを上げる。頭がかっと熱くなった。目の前の少女に対する怒いかりに目が眩くらむ。考えるより先に、浮かんだ言葉が吏玖の口をついて出た。

「俺の獲物だぞ!!」

　才森が目を上げた。視線が交こう錯さくする。鋭するどい目──自らが遣つかう魔剣と同じ、冷たく厳しい目が、咎とがめるように吏玖を射い貫ぬく。はっとした。頭を覆う熱い霧が、水を浴びたように拭ぬぐい去られる。

　──何言ってんだ、僕は。

　才森は敵ではない。一度は剣を交えたが、少なくとも今は休戦中だ。

　何より彼女は、吏玖と同い年の高校生だ。《夜来たる》を監かん視しするための方便とはいえ、仮にも同級生なのだ。

　それなのに。

　──まただ。

　また、戦せん闘とう衝しよう動どうに支配されていた。

　ひたすらに他ほかの魔ま剣けんを折りたがる《夜来たる》の影えい響きようか、遣い手である吏玖もまた、戦いの邪じや魔まをされて憤ふん怒ぬしていた。

　俺の獲物だぞ、という叫びは心の底から出たものだった。

　我に返らなかったら、どうしていただろうか。

　怒りにまかせて才森に斬りかかっていたのではなかろうか。

　思い返すと背筋が冷たくなった。

「……頭は冷えたか、早瀬？」

　才森が口を開いた。

「あ……ああ」

　吏玖が刀を下ろすと、かんかんに腹を立てた《夜来たる》の幻げん像ぞうがふたたび出現した。

〝ちょっとリク！　何やってんのよ!?　横から出てきてかっさらうとか最低よ！　早く取り返そう！　ううん、サイモリごと……《凍月》ごと一いつ緒しよにブチ折っちゃおう！〟

　髪かみを逆立てて才森を睨にらみ付ける《夜来たる》の幻像は、吏玖にしか見えていない。吏玖は目を閉じてふうっと息を吐はき、落ち着きを取り戻そうとする。

　才森は鉄骨に刺さったショーテルを左手で握にぎって引いた。鋭い刃はほとんど苦もなくずるりと抜ける。足許に横たわる男がそれを見て叫んだ。

「触さわるな！　それは僕のだ！」

　男は立ち上がろうともがき、雨と血に濡れた足場の上で虚むなしく靴くつを滑すべらせる。胸を貫かん通つうした傷のせいか、《凍月》の冷気にやられたのか、身体からだに力が入らないようだ。

　ショーテルを奪うばった才森は男に無感情な視線を注いだまま、腰こしの後ろからナイフの鞘さやに似た革かわのケースを出してホックを開いた。ちらりと見えたケースの内張りには、黒い布地に光る糸で細かな模様がびっしりと縫い取られていた。

　血も拭われていない切っ先が小さなケースの口に近づいた途と端たん、ケースの中が強く輝き、ショーテルの刃を目にも留とまらぬ速さで吸い込んだ。

「や…………やめろおおおおおお────っ!!」

　男が凄すさまじい悲鳴を上げた。

　手のひらに収まる程度のケースの中に、湾曲したショーテルがすっかり吞のみ込まれると、輝きは薄うすれた。ホックを留める音がして、《タンジェント》は消えた。

「うあ……あ……ああああああ────っ」

　ショーテル遣いの顔に浮かんだ絶望と悲ひ嘆たんの色は、ほとんど正視できないくらいだった。

　吏玖はショックのあまり身動きもできずに立ちつくしていた。

〝な、なによ……それ〟

　脳のう裏りに響ひびく《夜来たる》の声も、受けた衝撃の大きさを物語って震ふるえていた。

　──こんなことをしていいのか。

　吏玖の思いは、魔剣遣いなら誰だれもが共有するものであっただろう。

　魔剣を折るなら、わかる。

《夜来たる》が常々主張するように、戦って相手を折るのは、魔剣の第一の存在目的だ。

　だが、遣い手を殺すでもなく、生きたまま魔剣と遣い手を引き離はなすとは。

　魔剣にとって遣い手は、世界に存在するための唯ゆい一いつにして絶対の存在なのに。

　才森の行動は、恐おそろしく残ざん酷こくなものに思えた。

　自身も《凍月》という魔剣の遣い手である才森に、そんなことができるとは──吏玖には信じられなかった。

　魔剣を折ることを避さけ、封印するという〈火神結社〉の魔ま術じゆつ。

　話半分で聞いていたが、実際に目にするのは初めてだった。

〝…………こわい〟

　かぼそい声を出して、《夜来たる》が吏玖にすがりついた。

　さっきまでの怒りが噓うそのように、不安そうな表情だった。

　幻像のはずなのに、胸のふくらみが当たっているような気がした。

　何かがひび割れる鋭い音が鳴って、《夜来たる》の肩かたがびくりと跳はねる。

　才森が《凍月》の柄つかを叩たたいて、刀身に薄く凍り付いた血を払はらい落とした音だった。

　吏玖に目を戻して才森は肩をすくめた。

「《夜来たる》にこれ以上魔剣を折らせたくなかったからな」

「…………」

　吏玖が答えなかったのをどう受け取ったのか、才森は小さな声で付け加えた。

「邪魔して悪かった」

「…………え？」

　──謝った？

　真意を測りかねているうちに、才森は踵きびすを返し、地上二〇メートルの足場を危なげなく踏みながら歩み去った。

　ショーテル遣いの啜すすり泣きが、吹きすさぶ風に消えていく。

「おい、いま謝ったぞあいつ」

〝そんなの知らない。あんなことするなんて、あいつひどい！　敵よ！　敵！〟

　怒りと怯おびえで震える《夜来たる》の声を聞きながら、吏玖は軽かろやかな足取りで下りていく才森を見送っていた。




　　　　２．




　昼休み。吏玖が学校の屋上に上がると、才森の姿が目に入った。

　建設現場での戦闘の翌日である。

　昨日までの肌はだ寒ざむさとはうって変わって、暖かい日差しに恵めぐまれた気持ちのいい天気だった。吏玖と同様、秋晴れの空に誘さそわれてか、昼飯を持って屋上に上がってきたグループがそこかしこに陣じん取どっている。

「あれ、吏玖じゃない。屋上出てくるなんて、めずらしーね」

　才森の隣となりに座った鷹たか野の香か織おりが、目ざとく声をかけてきた。

　スカートの膝ひざにハンカチを広げて、弁当箱を開いている。

　大おお雑ざつ把ぱな性格に似合わず、なんだかかわいらしい盛りつけだ。

「相変わらず一人？　寂さびしいやつだねェ。いい加減友達作れば？」

「うるさいな。余計なお世話だよ」

「まあまあそう拗すねずに。こっち来なよ。一緒に食べよう」

　別に友達がいないわけではないのだが、魔ま剣けん遣つかいになってからというもの、確かに吏玖の人付き合いは悪くなっていた。

　血にまみれた自分の経験をクラスメイトと共有する気にはなれなかったし、できる気もしなかったからだ。

　毎日学校に通いつつ、笑いさざめく制服の群れの中にあって、吏玖はときどき、真っ暗な穴に落ち込んでいくような空そら恐おそろしい気分になるときがあった。

　自分がどういう人生を送っているか、誰も知らないのだ。

　魔剣のことも、〈火神結社〉や〈兵器廠〉のことも、才森を除けば知る者はいない。

　たとえばもし──いま吏玖がここで、平和な日常風景の中で《夜来たる》を抜ぬき放ったら、みんなどうするだろう。

　いったいどんな反応が返ってくるのか、想像するのはなんだか怖こわかった。

「なにぼーっとしてるの？　おいでおいで」

　香織の呼びかけが、吏玖を現実に引き戻もどした。

　かぶりを振って、言われるままに香織と才森の方へと向かう。

　香織と才森は二人きりではなかった。クラスの女子が何人も一緒にいて、才森を囲んでいる。

「なんだよ、女子会じゃん。いいの混ざって？」

「気にしない気にしない。ねー、才森さん」

「あ？　ああ……別に」

　吏玖と目が合うと、才森は心なしか気まずそうに顔を背そむけた。

　昨日のことを気にしているのか──いや、そんな性格ではないか。

　親しい友人同士の賑にぎやかなランチタイム、という情景において、才森は目立っていた。

　周囲と同じ制服に身を包んでいるのに、一人だけ雰ふん囲い気きが違ちがうのだ。

　スタイル抜ばつ群ぐんの美少女というのもあるが、何よりも浮ういているのはその隙すきのなさだ。

　あたりにちらちらと目を配りながら、なんとなく所在なげにパンを囓かじっている様子は、日なたでくつろぐ猫ねこの群れに迷い込んだ軍用犬を思わせた。

　フェンスの下の縁えん石せきに腰こし掛かけた尻しりをずらして、香織が吏玖の座る場所を作る。

「才森もずいぶん馴な染じんだみたいだな」

　香織の隣に腰を下ろしながら吏玖が言うと、才森が心外そうな顔で見返してきた。

「でしょでしょ？」

　割り込むように顔を突つき出して、香織が代わりに答える。

「だいぶ交流が深まったよ！　やっぱり文化祭が大きかったね！　メイド服よく似合ってたしね才森さん！」

　ねー、かわいかったよねー、と女子たちが口々に言い合って、才森の眉み間けんに皺しわが寄る。

　数日前の文化祭では、才森はメイド喫きつ茶さの花形として駆かり出され、その仏ぶつ頂ちよう面づらを衆目に晒さらすことになったのだった。

　吏玖の感想は──珍めずらしいものを見たな、というものだったが、あざといメイド服姿に胸を打ち抜かれた連中も多かったようである。

　そもそも文化祭の前から、才森に対する校内の注目度は上がっていた。

　厨ちゆう二に病びようを患わずらった乳のでかい美少女、という形で才森のキャラクターへの認にん知ちが広まるにつれて、それまでどう接していいのか戸と惑まどって距きよ離りを置いていた男どもが、才森へ色気を見せ始めたのだ。才森の冷たい目つきがよい、踏ふんでほしいというドＭ連中まで出る始末。男ばかりではない、お姉様的な憧あこがれの視線を向ける女子も少なくなかった。

　変人だが、成績は良く、体育でも超ちよう高校生級の運動能力を見せる美少女。

　そこへ来てメイド服姿で駄だ目め押しとなれば、何をか言わんやである。あざとい。人気が出ないわけがない。

「吏玖もかわいいと思ったでしょ？」

「う？　あ……ああ、そうだね」
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　滅めつ多たなことを言うと承知しないぞコラ、という香織の視線を感じて、当たり障さわりない返事をすると、香織は満足したように笑って続けた。

「なーんてね、知ってるよ。ほんとは才森さんの胸ばっかり見てたでしょ、吏玖」

「えーやだー」

「そっかー早瀬君ってそんな人だったんだー」

　きゃいきゃいと笑い声が上がる。

　──しまった。ここは死地だ。

　吏玖は女子の群れの中にうかうかと入り込んだ己おのれの愚おろかさを呪のろいながら、自分の弁当の包みを開ける。

　弁当箱の蓋ふたを取ると、香織が覗のぞき込んできた。

「今日もまたきれいなお弁当だね。例の親しん戚せきの子が作ってくれてるの？」

「うん、まあ」

「へー、たいしたご身分だよね、女子中学生の手作り弁当とか！　熱いね！」

「うるさいなあ、ほっとけよ」

　吏玖の弁当は心花このかの手作りである。芹せり沢ざわ家に同居するようになって、吏玖に心を開いて以来、貫肌ぬかだ心花は毎朝欠かさず吏玖の弁当を作ってくれるのだった。

　それまで吏玖が自分で作っていた適当な弁当とはまったく異なる、ちゃんとした弁当である。香織には随ずい分ぶん驚おどろかれたものだ。最初は根ね掘ほり葉は掘ほり訊きかれたが、親が仕事で引っ越こした親戚の子を預かったということで通した。まさか、天てん涯がい孤こ独どくの身となった魔剣遣いを保護したとは言えない。

　本当のことを話したところで、厨二病が伝染うつったと思われるだけだろうが。

「やっぱりあれ？　家に帰ると、お風ふ呂ろにする？　ご飯にする？　それともあたし？　とか訊かれるの？」

「は？」

　意味がわからず、香織の顔をまじまじと見てしまう。

「お弁当作るときは、セーラー服にエプロン？　割かつ烹ぽう着ぎ？　も、もしかして、は、裸はだかエプロン…………!?」

「何を変な盛り上がり方してるんだよおまえは！　中学生だぞ中学生！」

「いやいや。中学生女子が男子のためにお弁当作るって、これは相当なもんだよ、吏玖」

「ねーよ。そういうおまえだって普ふ通つうに弁当作ってるだろ」

「うっさい。見るな」

　吏玖が香織の弁当を覗き込むと、香織は手元を隠かくした。

「なんでだよ。ちゃんと作ってるじゃんか」

「見るなってば」

　え、だって──と女子の中から声が上がる。

「香織、最近お弁当作るの頑がん張ばってるんだよ」

「そうなんだ？」

「うん、この一ヶ月くらいですごく上達してて──」

「いーじゃんあたしの話はさ」

　顔を赤くして香織が手を振り、強ごう引いんに話題を元に戻そうとする。

「それより才森さんだよ。どう？　メイドさんやってみて楽しかった？」

「……貴重な体験をしたと思っている」

　真面まじ目めくさった才森の返答に吏玖は思わず噴ふき出しそうになったが、危あやうくこらえた。

　香織はにこにこと頷うなずいている。

「そりゃーよかった。評判よかったしね、あたしもほっとしたよ」

「しかし、その……少々、人の目が、落ち着かなかった」

　才森はぎこちない口調で続けた。

「才森さんかわいかったもん、注目されない方がおかしいって」

「あまり注目されたくないんだが……」

　複雑な顔でそう言いかけて、才森は口を閉とざした。

　注目されたくない理由を訊かれると、説明に困ることに気付いたのだろう。

　どっちみち、正直に説明してもいつものことだと流されるだけなのだが。

「せっかくかわいいんだからさ、磨みがかないともったいないよ！　相変わらずお昼も手て抜ぬきだしさー」

「え、才森何食べてるの？」

「ジャムパンばっかり！　才森さんがこんなに甘いもの好きだなんて意外だったけど、毎日これじゃ、いくらなんでも身体からだ壊こわすんじゃない？」

　才森の手元にあるのは、昼休みに購こう買ばい部ぶで売り出されるジャムパンだった。

　イチゴにブルーベリー、梅、マーマレードにアンズ。ピーナツバターもある。ずらりと並んだそれを、片かたっ端ぱしからもっくもっくと食べ続けているのだった。

「食べ物の選び方まで才森らしいな」

　ついそう口走ると、才森は牛乳のストローを口から離はなして、キッと吏玖を睨にらみ付けた。

「何が悪い」

「いや、悪いとは言わないけど……」

「だったら文句をつけられる筋合いはない。甘くて美味うまいんだ。放ほうっておいてもらおう」

「わかったわかった。ごめん」

　才森が魔ま剣けんのこと以外でこんなにいきり立つとは。意外に思いながらも、吏玖は謝った。

　そこに響ひびき渡わたるシャッター音。

　振り向くと、いつの間にか立ち上がった香織が、携けい帯たいのカメラを向けていた。

「なに撮とってんの？」

「吏玖じゃないよ。才森さんだよ」

「ん？」

「才森さん、いい顔するようになったねえ。吏玖は相変わらずアホ面づらだねえ」

　きょとんとしている才森に向かって、香織はもう一度シャッターを切った。

「あー、吏玖、ばか。半はん端ぱにフレームインしないでよー。見切れちゃったじゃん」

「勝手に撮っておいて、なんだよそれ」

「あとで写真送ったげるからね、才森さん」

「そうか？　わかった」

　才森は相変わらずピンと来ていないようである。

〝ふん〟

　不意に聞こえた声に、吏玖が振り仰あおぐと、《夜来たる》がフェンスの上に腰掛けてそっぽを向いていた。

〝まーた魔剣遣つかい同士で馴なれ合って。つまーんない〟

（そうそう殺し合ってたら身が持たないだろ）

〝何言ってんだかぜんぜんわかんない！〟

《夜来たる》は怒おこったようにそう言うと、フェンスの上に立ち上がる。

　人間ではない、ただの幻げん像ぞうだとわかってはいても、ぎょっとする。他ほかに見える者がいなくてよかったと思う。

　体重を感じさせない足取りでフェンスの上を歩きながら、《夜来たる》はぶうたれる。

〝人間ってホントわけわかんない。なんでそうやって群れてるわけ？　一いつ緒しよにいないと死ぬの？〟

（死なないよ）

〝私は死ぬよ〟

《夜来たる》は険しい目つきで吏玖を見下ろした。

〝リクから引き離されたら、私は私じゃなくなっちゃうんだよ。戦って折られる方がまだマシ。折られれば多分何も感じなくなって消えちゃうけど、リクと離ればなれになったら、どうなるんだか想像もつかない。ゆうべのあれ、見たでしょ？　リク怖こわくないの？　あんな酷ひどいことした相手が、すぐそこにいるんだよ！〟

《夜来たる》は眼下の才森に指を突きつけた。

〝リクが人を殺したがらないのはわかったよ！　でもダメ！　こいつ殺そう！　危なすぎる！　殺さないなら、《凍月》だけでも折っちゃおうよ！〟

（才森はいまは敵じゃない。おまえの気持ちはわかるけどな）

〝はん、どうだか〟

《夜来たる》は不信も露あらわに言った。

〝私の気持ちなんて、リクにわかるわけないよ〟

（そんなことないよ）

〝ふうん、じゃあ、この場所で私が一番共感できるのって、どれだかわかる？〟

（どれ？　誰じゃなくて？）

　吏玖は少し考えて答えた。

（《凍月》か？）

〝ぶぶ──!!　違ちがいます──！〟

　思いっきり口を尖とがらせて《夜来たる》は言った。

〝ほーら見ろ！　私のことなんかこれっぽっちもわかってないじゃない！〟

（……じゃあ、なんだよ？）

　うんざり顔の吏玖の手元を、《夜来たる》が指差した。

〝私がこの場で一番羨うらやましいのはね……リクの持ってる、その箸はしよ〟

　そう言い捨てて、ふいと姿を消した。

　自分の箸を持ち上げて、しげしげと見つめて、吏玖は呟つぶやく。

「わかんねーよ…………」




　そこから五〇〇メートルほど離れたマンションの一室。

　細く開けたカーテンの隙すき間まに設置された望遠カメラから顔を上げて、一人の少女が唇くちびるを不満げに歪ゆがめた。

「ふん、何よ、馴れ合っちゃって──才森のやつ」

　気の強そうな目、背中で跳はねるポニーテール。才森と同い年なのに小学生としか思えない身長。

〈火神結社〉の遣つかい手、竜りん胆どうめらである。

「何なのよあいつ。任務忘れてんじゃないの？　すぐそこに魔剣遣いがいるじゃん。なんでさっさと斬きり倒たおして回収して来ないの？」

　才森が結社の上から出た命令に従っているだけだと理解してはいても、腹立ちは収まらない。薄うす暗ぐらい室内でぶつぶつと文句を言いながら、竜胆は撮さつ影えい中の映像をチェックする。

　モニターには五〇〇メートル先の学校の屋上が鮮せん明めいに映し出されている。楽しそうに笑い合う高校生たちに囲まれた才森の顔を見ていると、どんどん腹が立ってくる。

「だいたいあの仏ぶつ頂ちよう面づらはどーゆーつもり？　やる気あんの？　あれで潜せん入にゆう任務のつもりなの？　わたしならもっとうまくやれるのに」

　いまの竜胆の任務は、早瀬吏玖の監かん視しが主なのだが、常々折り合いの悪い才森が目に入ると、どうしてもそちらに注意が逸それてしまう。それも苛いら立だちの原因の一つだった。

「あーもー、やだやだ。あいつがいなければもっと心安らかなのに。ジャムパン喉のどに詰つまらせないかな。ここから念を送ってたら鼻から牛乳噴かないかな」

　ぶつぶつ呟いていると、監視用の機材が並んでいるテーブルの上で携帯が震ふるえた。

「チッ」

　舌打ちして携帯を摑つかみ取り、不ふ機き嫌げんさを隠しきれない口調で電話に出る。

「はい──あっ、師し匠しよう！」

　竜胆の目が丸くなり、背筋がピンと伸のびた。

「あっはい！　はい大だい丈じよう夫ぶです！　問題ないです！　いえ、ほんとに、はい！」

　さっきまでとはうって変わって、はきはきと喋しやべる竜胆である。

　電話の向こうの声に聞き入るうち、その顔が喜びに染まっていく。

「じゃあ、ようやく動けるんですね！　はい！　はい、いつでも！」

　はやり立つ竜胆の手に、遣い手の身長を上回る長さの、炎ほのおのごとく波打つ刃はを持つ大たい剣けんが実体化する。竜胆の魔剣、フランベルジュの《清焰ホーリー・フアイアー》である。

　両りよう刃ばの長大な刀身から立ち昇のぼる熱気をものともせず、竜胆は嬉うれしそうに笑い、電話の向こうに自信に満ちた声で宣言した。

「必ず《夜来たる》を回収します！　お任せください、鍛匠マイスターゾーンターク！」




　　　　３．




「鷹野香織があんなに干かん渉しようしてくるのは君のせいだな、早瀬？」

　学校からの帰り道。

　いつものように一人で帰ろうとした吏玖の後を追ってきた才森が、吏玖と並ぶと、出し抜ぬけにそう言った。

「え？　なんでだよ」

「とぼけるな。私についてあらぬことを吹ふき込んだだろう」

「僕は何も──」

「噓うそをつけ」

　道を並んで歩きながら、才森はぴしゃりと言った。

「私のことを、妄もう想そうに取り憑つかれたかわいそうな奴やつとかなんとか言ったんだろう！」

「言ってないよ！」

　吏玖はそんなことは言っていない。

　ただ、才森が厨ちゆう二に病びようだという香織の誤解を訂てい正せいしなかっただけだ。

　ほんのちょっと肯こう定ていしたかもしれないが。

　傍はたから見た才森の言動は、何かの妄想かごっこ遊びとしか見えないのだから仕方ない。

「だいたい、才森が自重しないから悪いんだよ。学校でやたらと僕に絡からむし、興奮すると状じよう況きようもわきまえずにすぐ魔剣だ結社だって騒さわぐし、変に思われて当然だろ？」

「う……それはだな……」

「ちょっと待った」

「え？」

　才森の言葉を遮さえぎって、吏玖は才森の顔の向こうを睨み付けた。

「うるさいぞ、《夜来たる》」

　吏玖の目には、才森を挟はさんだ位置を歩いている《夜来たる》の幻像の姿が見えていた。

　魔剣の刃じん格かくである少女は、ほとんど才森にくっつきそうなほど顔を近づけ、さっきからしきりに舌打ちをしたり、ぶつぶつ文句を言っているのだった。

〝なんでついてくるのよ、こいつ？　馴れ馴れしくない？　魔剣遣いのくせに私のリクに気安く近づくとか馬鹿なの？　死ぬの？　そうか死にたいのね？　ぶっ殺されたいのね？　じゃあ《凍月》抜いてそこに跪ひざまずきなさいよ。一緒にぶった斬ぎってあげるから。ほら早く。早くってば。ねえ〟

「おい」

〝なによ〟

「うるさい」

《夜来たる》は嫌いやそうな顔で吏玖を見て、痺しびれを切らしたように言った。

〝ねー、リークー。斬ーろーうーよー、こーいーつー〟

「だめ」

〝おーねーがーいー〟

「だーめ。人間同士の話があるんだ。少し静かにしててくれ」

　ぷくー、と頰ほおを膨ふくらませて《夜来たる》は吏玖を睨にらんでいたが、やがてフンと鼻をならしてそっぽを向くと、幻像が消えた。

「……君の魔ま剣けんには、嫌きらわれてるようだな」

「うん。相当怒ってる。昨日のこともショックだったみたいだ」

「そうだろうな」

　納なつ得とくしたように才森は頷うなずいた。

　少し躊躇ためらってから、吏玖は言った。

「正直、僕もショックだった。魔剣に肩かた入いれしてるからだろうけど、目の前で遣い手から生きたまま魔剣が引き離はなされるのを見て、ものすごく……残ざん酷こく、だと思った」

「君も魔剣遣いだ。ごく自然な反応だろう」

　才森は淡たん々たんと答える。

「才森だって魔剣遣いなのに、平気なのか？　なんであんなことができる？」

「必要なことだ」

　間かん髪はつ容いれずに才森は言った。

「〈火神結社〉の徒と弟ていとして、魔剣を回収する。それが私の任務だ」
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「……一度は《夜来たる》も回収しようとしたよな」

「心配か？　《夜来たる》に対する指示は、回収から監視に切り替かわっている。そうでなければこうして君を放置してはいない」

　薄うすく浮うかべた笑えみを消して、才森は呟く。

「──今のところは、な」

「その指示というのは、いつ回収に切り替わるんだ？」

「君が他ほかの魔剣を折らない限り、今の状態が続くと思うがね」

　どこか自信なげに聞こえたのは、吏玖の思い過ごしだろうか。

「今の状態が続くって？　このまま？　ずっと？」

　才森は答えずに目を背そむけた。

　二人はしばらく黙だまったまま、並んで歩いていった。

　先に口を開いたのは、才森の方だった。

「──さっきの話だが」

「ん？」

「少し、反省しないでもない──」

　神しん妙みような口調で才森は言った。

「あんな風に、ＴＰＯをわきまえず魔剣の話をするのではなかった」

「…………ああ！　そっちの話ね」

　このとき吏玖の頭を二つの驚おどろきが駆かけ抜けた。

　一、才森が反省した。

　二、才森が時Ｔと場所Ｐと状況Ｏという概がい念ねんを知っていた。

　吏玖の驚きよう愕がくをよそに、才森は続けた。

「確かに、君の言うとおりだ。私の不適切な行動が原因で、鷹野を誤解させた」

「うん、まあ、そうだね」

　否定しようもないので、吏玖は頷いた。

　才森のことを、若年性妄もう想そう症しようにかかった、周囲とコミュニケーションが取りたいのに絶望的に方法を間ま違ちがっている女の子だと思いこんだ香織は、なんとか彼女を周りに馴な染じませようとしていた。

　気長に継けい続ぞく中の、才森さんと一いつ緒しよにお昼ご飯を食べようキャンペーンもその努力の一いつ環かんであり、文化祭のメイド喫きつ茶さの一件も然しかり。

　香織は才森を売り出そうと、とにかくたいへんな熱意を見せていた。

　はっきり言ってお節せつ介かい極きわまりない行動だったが、吏玖が香織を止めるのを思いとどまったのは、意外なことに、才森がそれほど強く抵てい抗こうしていないように見えたからだった。

「気になってたんだけど、嫌じゃないの？」

「何がだ？」

「香織にああやって世話を焼かれるの」

「…………」

　才森は黙って考え込んでから、不承不承という口調で続けた。

「……まあ、それなりに面おも白しろい経験だと思っているのは確かだ」

　──ほんとに嫌じゃなかったのか。

　うすうす感じていたとはいえ、吏玖は改めて驚きの念に打たれた。

「じゃあ、メイド喫茶も──」

「あれは恥はずかしかった」

　きっぱりとした答えが返ってきた。

「あ、やっぱり」

「当たり前だろう！」

「評判よかったみたいじゃない」

「評判など知らんが、君もじろじろ見ていたな」

「うん、まあ」

「私の胸はそんなに目立つだろうか？」

「なっ…………」

　絶句する吏玖を横目で捉とらえながら、才森は考え深げに続けた。

「確かに戦せん闘とう時には邪じや魔まではあるが──」

「いや、待て待て待て。見てない。誤解だ。そりゃ香織が言ってるだけだ」

　慌あわてて抗こう弁べんする吏玖に、疑いの視線が突つき刺ささる。

「本当か？」

「ほんとだよ！　勘かん弁べんしてくれよ！　言っておくけど、僕は女性の胸のサイズについてはなんのこだわりもないんだ！」

「ほほう？　どういうことか説明してもらおうか」

　才森は眉まゆを寄せて、険しい顔で吏玖を見た。しどろもどろで吏玖は言う。

「つまり、その、胸だけじゃなくて他もすばらしいし、いや、もとい、僕は胸で女性を判断するのはよくないことだという、偉い大だいな先人の教えを守っていてですね…………え？」

　才森の口角がわずかに上がっていることに吏玖は気付いた。

「……もしかして、わざと言ってる？」

　才森は視線を外してそっぽを向いた。

「さんざん笑いものにしてくれたんだ。これくらいのお返しはしてもいいだろう」

「…………！」

　吏玖が何か言おうと口を開いたとき、もう前方に見えている芹沢家の門から、二人の人ひと影かげが現れた。

　眼鏡めがねをかけた背の高い女性は芹沢墨すみ緒お。吏玖の保護者の大学生だ。

　その隣となりの、どこか少年を思わせる顔立ちの女子中学生が、真っ先に吏玖を目に留とめた。

　少女の名は貫肌心花。その右手には、色とりどりの組くみ紐ひもがぎっちりと巻き付いているように見える。生身の右手ではない。肘ひじから先は、セスタス型の魔剣《象られた力ジヤガーノート》によって構成された義手である。

「吏玖さん！」

　駆け寄ってきた心花が、勢いよく吏玖の腕うでにしがみついた。

「えっ？」

　突とつ然ぜんのことに吏玖は戸と惑まどう。芹沢家に同居することになってからだいぶ打ち解けたとはいえ、心花がこんなことをするのは初めてだった。

「もー、遅おそかったじゃないですか！」

「そ、そう？　いつもどおりだと思うけど」

「心配してたんですよ！　だって、ずっと別の魔剣遣いの気配が一緒なんですもん」

　そう言いつつ、キッと才森の方に視線を向ける。

　──ああ、なるほど。

　吏玖と才森の気配を感知して、ずっとやきもきしていたのだろう。

　心花をぶら下げて歩み寄る吏玖に、墨緒が微笑ほほえみかける。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　墨緒は吏玖に頷きかけて、才森に目を移す。

「才森さんだっけ。しばらくぶりね」

　才森は無言のまま、軽く会え釈しやくする。視線は心花から外さない。

「出かけるところ？」

　吏玖が訊きくと、墨緒は頷いた。

「心花ちゃんと、ちょっと買い物にね。一緒に行く？」

「僕はいいや」

「えー、行きましょうよ吏玖さん！」

　心花がそう言って吏玖の腕を引いた。

「いや、帰ってきたばっかりだし」

「カバン置いてきてください、待ってますから！」

「いや、でも……」

「行きましょうよー」

　甘えているようなことを言いながら、声に余よ裕ゆうがない。ちらちらと才森へ挑いどむような視線が飛ぶ。

　ちょっと怖こわい。

　才森はわずかに肩かたをすくめると、吏玖に向かって言った。

「お邪魔なようだ。じゃあな、早瀬。また学校で」

「あ……ああ」

　戸惑う吏玖を残して、才森はくるりと踵きびすを返し、きびきびした足取りで歩み去っていく。

　その後ろ姿へ、心花が舌を出した。

「べーっ！　早く行っちゃえ！」

「ちょっ……」

　小さな声とはいえ、聞こえていてもおかしくない声量だったので、吏玖は焦あせる。

「こらこら、心花ちゃん」

　たしなめる墨緒の声は、面白がっているように聞こえた。

「焼きもちはほどほどにね？　取られたりしないから」

「は!?」

　心花は墨緒の顔を見返すと、吏玖の腕をぱっと放した。突き飛ばすような勢いで解放されて、吏玖は二、三歩たたらを踏ふむ。

「そんなんじゃないですから！　あ、あくまで、ほかの魔ま剣けん遣つかいと一緒にいると、危険があぶないのを心配してただけですから！」

「えー、そう？」

「そう！　そうです！」

　もう吏玖の方には目もくれず、心花は先に立って歩き出した。

「早く行きましょう墨緒さん！　日が暮れちゃいます！」

「えっと、僕も行けばいいの？」

　おずおずと訊いた吏玖には、必要以上の大声が返ってきた。

「さっさと家に入って、おやつでも食べてればいいんじゃないですか吏玖さんは！」

「あ……そう？」

「あの人とは楽しそうだったのに、買い物には来てくれないんですね！　もういいです！」

　吏玖は目をぱちくりさせて、笑いを嚙かみ殺す墨緒と、ずんずん進む心花を見送った。

〝帰れば帰ったで、まーた魔剣遣いと馴なれ合い……〟

　苦々しい顔の《夜来たる》が門柱の上で足をぶらぶらさせていた。

〝どいつも、こいつも……はっきりしない……馬ば鹿かで……決断力のかけらもない……〟

　聞こえよがしの罵ば倒とうを聞き流しながら、吏玖は家に入っていった。




　　　　４．




　玄げん関かんのドアが背後で閉まると、自動で錠じようが下りた。

　薄うす暗ぐらいリビングに入り、才森はソファにカバンを投げ出した。

　〈火神結社〉から提供された、飾かざり気けのないセーフハウス。

　内装は殺風景で、吏玖が見たら驚おどろくだろう。生活感のなさは、住人の出て行った空き部屋と言っても信じられそうなくらいだったが、才森がそれを気にしたことは一度もない。

　ベッドに腰こし掛かけて携けい帯たいを開いた。家に入る直前に、メールの着信が一件あった。送信者は──鷹野香織。




「ごめん忘れてた！　昼休みの写真送るね　吏玖邪魔だけど　笑」




　添てん付ぷされていた画像を開くと、自分が写っていた。

　自分とは思えない、表情のある顔。

　頰ほおを紅潮させて、戸惑ったように目を丸くしてカメラの方を見ている。

　画面の端はしに、顔の半分だけ、吏玖が見切れて写っている。

「確かに邪魔だな」

　才森は呟つぶやいた。

　そのまましばらく写真を眺ながめていた。

　見れば見るほど、自分ではないような気がした。

　この部屋同様、才森の携帯も、結社から貸たい与よされたものだ。任務のために使う端たん末まつに、余計な写真を入れておくべきではないし、その必要もない。

　わざわざ写真を送ってもらったが、自分には不要だ。

　消してしまおう。

　機械的に指が動いて、メニューから画像の削さく除じよを選ぶ。




「削除しますか？　［いいえ］［はい］」




　削除確かく認にんダイアログで、指が止まった。

　──ん？

　才森は目を瞬しばたたいた。

［はい］を押そうとするが──どういうわけか、押せない。

「…………《凍月》」

　才森が呼ぶと、視界の隅すみから、真冬の夜空の気配を纏まとった雪ゆき狼おおかみのヴィジョンが現れた。

「何かが私に攻こう撃げきを仕し掛かけていないか？」

〝いや。そんな臭においは感じられないが〟

「精神攻撃か、感覚擾じよう乱らんでは？」

《凍月》は黒い鼻を持ち上げて空気を嗅かぐようなそぶりをしてから答えた。

〝やはり何も感知できない〟

「そうか」

〝どうした？　敵か？　それなら早く、私を抜ぬけ〟

「わからない」

〝わからない？〟

「消せないんだ──これが」

　手元の携帯を覗のぞき込んでから、《凍月》は碧あおい目で才森の顔を見上げた。

「どうしてか、推測できるか？」

〝消したくないのでは？〟

「え？」

〝え？〟

　魔ま剣けんと遣つかい手は、少しの間顔を見合わせていた。

「消したくない？　私が？」

　才森は不信もあらわに眉まゆをひそめた。

「私が消したがっていないというのか？　この写真を？」

〝違うのか？〟

「私が……？　私を……」

　携帯の画面に映し出された自分を才森は睨にらみ付ける。

〝なんだかよくわからないが、消したくないなら消さなくてもいいのではないのか？〟

　くああ、と大きなあくびをして《凍月》が言った。すでに興味を失った顔である。強い絆きずなで結びつけられた腹心といえど、やはり魔剣は魔剣、人間の心の動きには関心が薄うすい。

　そのとき、チャイムが鳴った。才森と《凍月》は素す早ばやく玄関に顔を向ける。

〝……知っている気配だ〟

《凍月》の言葉が終わらぬうちに才森は立ち上がっていた。気配は二つ、どちらも見知った魔剣遣いのものだ。携帯をテーブルに置き、インターホンへ歩み寄る。

「こら才森！　さっさと開けなさいよ！」

　インターホンのスイッチを入れた途と端たんに響ひびき渡わたる刺とげ々とげしい声は、間ま違ちがいようもない、竜胆めらだ。小さなディスプレイのモノクロ画面でも、身体からだに見合わぬ態度のでかさは見て取れた。

〝またうるさいやつが来たな〟

《凍月》の言葉に内心で同意しながら、才森は訊いた。

「何の用だ？　おまえが私を訪ねてくるとは珍めずらしいな」

　才森をライバル視して、ことあるごとに突つっかかってくる竜胆が、ここに来るのは初めてだ。今まではむしろ才森を避さけて行動していたのに。
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「わたしはおまえに用なんかないわよ」

「じゃあ、なぜ──」

　そう言いかけて、才森の目はインターホンの映像に吸い寄せられた。マンション入り口を映した映像の中、竜胆の後ろに立っている長身の男の姿を確認する。

「急な訪問ですまないが、才森」

　落ち着いた声がインターホンから流れ出した。

　冷ややかで厳いかめしい、聞き慣れた声だった。

「君の監かん視し対象のことで話がある。入れてくれるかね？」

「……鍛匠マイスターゾーンターク」




　ホルスト・ゾーンターク。

〈火神結社〉の剣けん士しにして、鍛匠マイスター。才森と竜胆、二人の直属の師に当たる。

　長身瘦そう軀くをスーツに包んだこの銀ぎん髪ぱつのドイツ人は、才森の部屋に通されると、いつもの厳しい表情で、室内に目を走らせて、端たん的てきな感想を一言述べた。

「君らしい部屋だ」

「どうぞ、お座りください」

　才森は言ってから、付け加えた。

「竜胆も」

「ふん」

　竜胆は殺風景な部屋を批判的な目つきでじろじろと眺めまわしていたが、師し匠しようの手前、口を慎つつしんだつもりか、結局何も言わずにゾーンタークの隣となりにちょこんと腰こしを下ろした。

「早さつ速そくだが用件に入ろう」

　ゾーンタークが切り出した。

「報告書は見たが、現状を改めて聞きたい」

「はい。一ヶ月前、早瀬吏玖は〈兵器廠〉を名乗る帯剣賊徒ローグハンドラーの〝組織〟と接せつ触しよくしました。この際、戦せん闘とうが行なわれ、結社でいう心しん魂こん神じん供くの儀ぎか、それに類るいする行こう為いの主体となったと推測されます」

　心花を助けに〈兵器廠〉のアジトに突とつ入にゆうした吏玖は、才森と竜胆によって監視されていた。心花を伴ともなってアジトから出てきた吏玖は、以前とは異なる存在であった。才森の報告をもとに、〈火神結社〉はそう判断した。

「判断の理由は、〈兵器廠〉のアジトから出てきた早瀬吏玖の服装には激しい戦闘の痕こん跡せきが見られたこと、そして何より、彼の魔剣《夜来たる》の潜せん在ざい能力がより強くなっているのを《凍月》が感知したことでした」

「根こん拠きよとしては薄いと思うけど？」

　口を挟はさんだ竜胆に、才森はいささかの動どう揺ようも見せずに答えた。

「おまえがあのときの早瀬を目まの当たりにして、何も感じられなかったのだとしたら、それはおまえの能力が不足しているのだろう」

「なにい……？」

「座れ、徒と弟ていよ」

　ゾーンタークにぴしゃりと言われて、腰を上げかけた竜胆は動きを止め、不承不承の体ていで座り直した。

「続けてくれ」

「はい。《夜来たる》は貫肌心花救出時の戦闘で満足したのか、《フィアサム・エンジン》との戦闘で受けた損傷を回復するためか、しばらく動きを見せませんでした。早瀬を伴って魔ま剣けん狩がりを再開したのは、一週間ほど前からです。《夜来たる》の呼び声に引かれて接近した複数の魔剣は、これ以上《夜来たる》に魔剣を折らせないよう、すべて私が処理しました。それぞれの件の詳しよう細さいは報告書を参照していただければと思いますが」

「それで結構。〈兵器廠〉の動きはどうだ？」

「はい！」

　竜胆が勇んで手を挙げる。

「わたしが実行部隊を組織して〈兵器廠〉のアジトに強きよう襲しゆうをかけたとき、既すでに中はもぬけの殻からでした。魔剣遣つかいも魔剣もなし──見つかったのは鍵かぎの掛かかった部屋に見捨てられた奴僕ヘンチマンが数人だけ。全員正気を失っていたため、情報を得ることはできませんでした」

「それはつまり、何も収しゆう穫かくがなかったということか？」

　才森がそう言うと、自信満々だった竜胆の顔がかっと赤くなった。

「わたしはちゃんと仕事をした！　現場にいなかったおまえにケチをつけられる筋合いはない！」

「しかし──」

「才森」

　わずかに苛いら立だちを含ふくんだ声で、ゾーンタークが遮さえぎった。

「控ひかえろ。徒弟同士のつまらぬ口論を聞くためにここに来たのではない」

「すみません」

　才森は頭を下げる。

　竜胆は態度が大きい分、隙すきも大きいので、つい冷静に口を挟んでうろたえさせてやりたくなってしまう。突っかかってくるのは向こうなので、ささやかな仕返しというところではあるが、少し楽しんでいるのは否定できない。

　ゾーンタークは続けた。

「どのみち、いがみ合っている場合ではない。竜胆、才森、今回君たちには協力して事に当たってもらう」

「え!?」

　竜胆が弾はじかれたように立ち上がった。

「し、師匠！　そんな任務、わたしだけで充じゆう分ぶんです！」

　ゾーンタークの言葉は、才森にとっても意外だった。

　才森と竜胆の折り合いが悪いことは、ゾーンタークもよく知っているはずだ。

「私たちが協力、ですか？　なぜ……？」

「《夜来たる》の破は片へんの分ぶん析せき結果が出たのだ」

　貫肌心花の自宅前で《夜来たる》が《フィアサム・エンジン》と戦った際、《夜来たる》の刀身が削けずられて散った、その破片のことである。

　才森が現場を訪おとずれ、破片を見つけて回収し、結社に提出したのだ。

「やはり、旧ふるい世代の魔剣だったのですか」

「第一世代だ」

　才森は驚おどろきに身を強こわばらせる。

「まさか」

「間違いない。《夜来たる》は第一世代の魔剣だ。刕り蠱こ開始時に鍛うたれた剣けんの一本だ」

「旧い剣だと思ってはいましたが、それほどとは──」

　才森の知る限り、魔剣は創つくられた時代によって大きく七つの世代に分類される。

　第一世代は文字通り、魔剣という種族の祖となった「最初の魔剣」たちだ。

　長い歴史の中で、その多くは失われた。

〈火神結社〉で確保しているのも、わずか数本と聞く。それらは厳重に封ふう印いんされ、才森たち一いつ介かいの徒弟には知らされていない、どこか安全な場所に保管されているのだ。

「事態は急を要する。才森、竜胆、君たち二人は《夜来たる》をただちに回収し、遣い手ハンドラー早瀬吏玖の身み柄がらを確保せよ」

「えっ……」

　思わず声が出てしまった。

　ゾーンタークの不ふ審しんげな目が才森の視線を捉とらえた。

「どうした？」

　訊かれた瞬しゆん間かん、異議を表明するもっと大きな声が上がった。

「納なつ得とくできません、師匠！」

　露ろ骨こつに不満そうな声で竜胆が言った。

「協力とか馬ば鹿からしいです、かえって足手まといです。一人でやらせてください」

「そうですね、私も同意見です鍛匠マイスター。竜胆が自分で認めているように、彼女は足手まといになると思います」

「なっ!?　ちがう、そういう意味で言ったんじゃないわよ馬鹿じゃないの!?」

「──第一世代の魔ま剣けんを甘く見るな」

　ゾーンタークの口調に、二人は思わず口を閉とざした。

「《清焰》も、《凍月》も、確かに第二世代の強力な魔剣だ。君たちにはそれを使いこなす素質がある。しかし、忘れるな。すべての魔剣は第一世代、人ならぬ者の手によって鍛たれた一群の剣から始まったのだ。それよりあとに創られた第二世代以降は、いくら強力だろうと、第一世代に比べればまがい物にすぎない。《夜来たる》がどれほどのポテンシャルを秘ひめているのか、我々には何一つわかっていない。二人でかかれというのは、何も親しん睦ぼくを深めよと言っているのではない。一人では危険だからだ。慢まん心しんもほどほどにするがいい」

　師の叱しつ責せきに二人は頭こうべを垂れた。ゾーンタークは冷ややかに続ける。

「だが、《夜来たる》が記き憶おくを失っている今ならまだ対処のしようがあるだろう。第一世代としての記憶と能力を取り戻もどす前に、協きよう心しん戮りく力りよくして各おの々おの任務を遂すい行こうしろ」

「は、はい……」

　竜胆が悄しよう然ぜんと答える。

　いつもそういうしおらしい顔をしているとかわいいのに、と思いつつ、才森も、何も言わずに頷うなずいた。

「〈兵器廠〉が同様に《夜来たる》に目をつけているとしたら、一刻の猶ゆう予よもないぞ」

　ゾーンタークはそう言って立ち上がり、玄げん関かんへと向かう。

「あっ、師匠！　待ってください！」

　竜胆が慌あわてて、師の後を追った。

　玄関のドアが閉まると、殺風景な部屋の中、才森は無言で立ち尽つくした。

　テーブルの上に置きっぱなしの携けい帯たいが、窓から差し込む西日に照らされている。

　このときの才森の表情を、吏玖が、あるいは香織が見たとしたら、どのような感想を抱いだいただろうか。

《凍月》のひんやりとした頭が太ふと腿ももに擦こすりつけられるのを感じて、才森は無意識にその霜しもの毛皮を撫なでた。

〝何か心残りがあるのか、カナコ？〟

「…………いや」

　才森は呟つぶやいた。

「何もない。心残りなど、何も」

〝そうか？〟

　雪ゆき狼おおかみの碧あおい目が、じっと才森を見る。

「ああ。《夜来たる》の回収は、もともと私の任務だった。しばらく監かん視しを任されていたが、また元に戻っただけのことだ。問題はない。ただ…………」

〝ただ？〟

「ただ、少し、早かったな、と──そう思っただけだ」

　見上げる《凍月》と目を合わせて、才森は微笑ほほえんだ。

　その顔は、ふたたび剣けん士しの顔になっていた。
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「師し匠しよう！　師匠、待ってください、速いですよー！」

　才森の家を出た竜胆は、日の沈しずむ街を大おお股またで行くゾーンタークを追いかける。

　息を切らしながら追いつくと、師の隣となりに並んで歩き出した。

「どうした？　才森と話さなくていいのか」

「ひどいですよ、師匠。そんなにわたし、信用ないですか？」

　コートの襟えりを立て、風を切って決然と歩を進めるゾーンタークに遅おくれないよう、めいっぱいの早足である。師匠を真似まねて上着の襟を立てると、竜胆は言葉を継ついだ。

「師匠もご覧になったでしょう、さっきのあいつ？」

「才森のことか？」

「そうです！　腑ふ抜ぬけちゃって、なんなんですかアレ。あんなの頼たよりになりませんよ」

「そうか？」

「ええ！　早瀬吏玖のそばで監視するとか言って、同じ学校に通ってましたけどね、おおかた情が移ったに違ちがいないですよ。ずっと見てましたから、わたし」

「おまえの欠点は、すぐに相手を見下すことだな」

　ゾーンタークにじろりと睨にらまれて、竜胆は首をすくめた。

「で、でも！　師匠に知ってほしいんです。あいつよりわたしの方が有能だって。証明させてください！　チャンスをください！　一人でやりたいんです！」

「だめだ」

「師匠～～」

　泣き声になる竜胆。

　ゾーンタークは眉み間けんに皺しわを寄せて、小さくため息をついた。

「竜胆、おまえが自分の有用性を示したがっていることは知っている」

「はい！」

「第二世代魔剣の遣つかい手という地位を得て、それではまだ足りないのか？　私には充分に恵めぐまれた才能に思えるが」

「それじゃダメなんです」

　師の冷厳な視線を、竜胆は正面から受け止める。幼い顔に決然たる表情を浮うかべて、竜胆は言った。

「ただ第二世代の遣い手というなら、才森と同じ。でも、わたしはあいつよりもっともっと、頑がん張ばらないといけないんです。……わたし、少しでも師匠のお役に立ちたいんです。お願い、師匠。《夜来たる》はわたしに任せてください」

　必死の訴うつたえだったが、ゾーンタークは首を横に振る。

「だめだ。徒と弟ていの個人的な感情を優先することはない」

「師匠……」

「だが、もっとわかりやすい形でおまえの有用性を知らしめることはできるぞ」

「え？」

　いつしか二人は、ひと気のない高こう架か下したの道にいた。

　街灯もわずかな暗い道を、前方からぶらぶらと近づいてくる人ひと影かげがあった。気配でわかる──魔ま剣けん遣つかいだ。振り返ると、後方の道にも一人立っていた。挟はさまれている。

「裏切り者の娘よ」

　ゾーンタークの呼びかけに竜胆はぎくりと背筋を伸のばした。

「ちょうど手て頃ごろな奴やつらが来た。自分が役に立つところを証明してみろ」

「──はい！」




　二人の魔剣遣いの目には、まだ理性の光があった。

　つまり──粗そ悪あくな魔剣の遣い手の場合よく見られるように、魔剣によって行動をコントロールされているわけではなかった。この時点で、相手がある程度の実力を持った剣士であることがわかる。

　前方の男は手にごてごてした指輪を光らせた派手なスーツの男。後方から接近しつつあるのはオイルの染しみついた作業服を着た、見上げるような体たい軀くの髭ひげ面づら。

「〈兵器廠〉か？」

　ゾーンタークの呼びかけに、スーツの男がにやりと口くち許もとを歪ゆがめた。

「俺はそうだ。そっちのおっさんは知らないが」

　もう一人がぼうぼうに伸びた髭ひげの間から唸うなり声を上げた。

「何の話だ？　面おも白しろそうな気配がしたから来たまでだ。三人もいるとは思わなかったが、どのみち全員叩たたき潰つぶしてやる」

「そいつはどうかな。俺も、三人ともいただくつもりだぜ」

「へえ、たいした自信じゃない」

　竜胆は胸を張って前に出た。

「いいわ、さっさと抜ぬきなさい。あんたらのお粗そ末まつな得物にお別れを告げるときよ！」

「よく回る口だぜ、〈火神結社〉のガキが」

　スーツの男の手から赤くきらめく光が伸びて刃やいばを形成した。ジャマダハル。Ｈ字形をした握にぎりから肉厚の刃を生やした短たん剣けんだ。遣い手はＨ字の横棒を握るので、刃は拳こぶしから突つき出しているように見える。西洋にはカタールの名で間ま違ちがって紹しよう介かいされた、インドの武器である。

「俺の魔剣、《エルトダウンの炎ほのお》──おまえみたいなお子様には、ちっと熱いと思うぜ」

　刃には金銀で東洋風の彫ちよう金きん細工が施ほどこされ、その模様の上を火で描えがかれた山椒魚サラマンダーが這はい回っている。遣い手の背後には禍まが々まがしく輝かがやきながらゆっくりと回転する、赤い宝石のヴィジョン。石の中には胎たい児じのような影かげが眠ねむっている。

「俺のは──《クラッシュ》だ」

　髭面が空中に手を伸ばすと、長大な棒状の物体が現れた。金かな砕さい棒ぼう──堅かたい木にびっしりと鋲びようを打った三メートルもある棍こん棒ぼうで、いわゆる「鬼おにの金棒」として知られるものによく似ている。大きすぎる釘くぎバットめいて凶きよう悪あくに飛び出した鋲は、よく見ればすべて、ぐりぐりと回転し続けている六角ボルトではないか。

　背後に浮かぶヴィジョンは、鋼鉄の猪いのしし。オイルの汗あせにまみれ、あちこちから排はい気きガスの煙けむりを噴ふき上げるそのボディは、車のスクラップから取った部品で組み立てられている。

　愛棒が両手に収まると、髭面は満足げな鼻息を洩もらして、念を押すように言った。

「叩き潰してやる」

「いやはや。昔話の鬼オニのようだな。どこの山から下りてきたのか」

　ゾーンタークが呆あきれたようにかぶりを振った。

「見ててください、師匠。二人ともわたしがやります！」

「その侮あなどりがいかんと言っている」

　はやり立つ竜胆をたしなめつつ、ゾーンタークは振り返り、弟で子しと背中合わせになった。

「ジャマダハルを任せよう。おまえと気が合いそうだ」

「やめてくださいよ、こんなチンピラヤクザ」

「私はこの金砕棒を引き受ける。打だ撃げき武器同士、通じるものがありそうだ」

「おまえも鈍どん器きか。ほう、ほう。いいぞ、早く見せてくれ。殴なぐりっこをしよう」

「いいとも」

　ゾーンタークの右側の空中に光が生じた。

　強きよう烈れつな輝きを伴ともなって現れたソフトボールほどの球体──燃えたぎる鉄でできたミニチュアの惑わく星せいのようで、プロミネンスが全方向へ飛沫しぶきを上げている。色はモノクロで、黒々と対流する金属の核かくから白く光が放射される様は、皆かい既き日食のときに見る太陽にも似ていた。

　形をなした球体が重力に捉とらえられ落下すると、澄すんだ音がシャンと耳を打った。鎖くさりの音、だが、なんと美しい鎖だろうか。ゾーンタークの右手が握る長さ五〇センチほどの銀色の棒と、燃える星球との間をつなぐのは、燦きらめく星で編まれた鎖であった。

　モーニングスター。棘とげの生えた球状の打撃部位を持つヨーロッパの棍棒。その中でも柄えと星球を鎖で繫つないだ、ボール・アンド・チェインと呼ばれる種類のものだった。

　背後に浮かぶヴィジョンは、繊せん細さいな光環コロナに彩いろどられた幾き何か学がく模様──二重同心円の中に、折れ曲がった一二本の放射線が描かれた黒い太陽ブラツクサンの象徴シンボルである。

「私の魔ま剣けん──《鉄暁アイアン・サンライズ》という」

　ゾーンタークの冷静な声に隠かくしきれぬ喜びが滲にじんだ。強く、愛いとしく、美しい己おのれの魔剣を振るえる喜び、魔剣遣いだけが感じられる喜き悦えつだった。

　その場の全員が彼の高こう揚ようを感じた。伝染うつった。全員が我知らず笑えみを浮かべていた。

　魔剣遣いであれば、わかるのだ。

　強力な魔剣と遣い手がそこにいることが。

　ああ──こいつを折れば、どれほどの快感を味わえることだろう。

　もう四人とも、戻もどれない場所にいた。

　師の高揚に引きずり込まれるように、竜胆も抜いた。

　竜胆の背せ丈たけを軽く超こえる両手持ちの大たい剣けん。波打つ炎を模した刃を持つフランベルジュ。

「《清焰》！」

　竜胆は叫さけぶように銘な乗のり、熱気に揺ゆらめく刃を垂直に立てて構えた。

　雲間から大地に突き立つ白い光の柱のヴィジョンが背後にそびえ立つ。

「来い、《エルトダウンの炎》！　本当の焰ほのおを見せてやる！」

「おおっ」

　ジャマダハル遣つかいは一いつ瞬しゆんたりとも躊躇ためらわずに地を蹴けった。自分の得物よりはるかに長いフランベルジュを前にして怯ひるむ気配もない。

　低い姿勢で飛び込んできた男の右手が、抉えぐるように突き出される。彫金細工を施された両りよう刃ばの短剣が、素す早ばやく身を捻ひねった竜胆の脇わき腹ばらをかすめる。

　かすめたその刃から、火の山椒魚が抜け出して、竜胆の肌はだへと滑すべり込んだ。

「うっ!?」

　傷口周辺の服が発火し、あっという間に焦こげ落ちた。露あらわになった竜胆の皮ひ膚ふの上を、生きている刺青いれずみのように四本足の蜥蜴とかげが這い回り、身の内から炎を発していた。

「うあああ──っ！」

「はは！　は！　クソガキが！　本当の焰がなんだって？」

　苦痛に叫ぶ竜胆を前に、ジャマダハル遣いが哄こう笑しようする。

「ナマ言ってるとこうしてバチが当たるんだよ、な？」




　背後ではゾーンタークと金砕棒遣いの戦いが始まっていた。

「ぬううん」

　髭面が気合声を発して《クラッシュ》を振るうと、空気そのものを引きちぎるような風鳴りが起こった。わずかに身を引いてかわしたゾーンタークの足あし許もとのアスファルトが打撃を受けてひび割れる。ゾーンタークが軽く手首を捻ると、燦めく鎖の尾おを引いて、煮にえたぎる鉄の星球が相手目がけて飛んだ。

　星球が鈍にぶい音を立てて分厚い胸むな板いたにめり込んだ。

「ごうっ」

　髭面が吼ほえ、《クラッシュ》の握りをわずかに捻った。

　路面に先せん端たんをなかば埋うめた金砕棒の、びっしりと植えられたボルトのすべてが、硬かたい音を立てて引っ込んだ次の瞬しゆん間かん、《クラッシュ》を中心に爆ばく発はつが起こった。

　熱も炎もない純じゆん粋すいな衝しよう撃げき波はの炸さく裂れつ。無む惨ざんにひび割れたアスファルトの破は片へんと砂利じやりが宙に浮き、高こう架かの支柱を叩きつけた。

　爆ばく心しんはゾーンタークの足許である。いかな達人であろうと無事では済まない爆発だった。

　しかし──ゾーンタークは生きていた。

　無傷であった。

「脚あしを持っていかれるところだったな」

「ぬう……う」

　金砕棒遣つかいが呻うめく。

　引き戻された《鉄暁》には無数の衛星ができていた。

　黒こく白びやくに燃える星球の周囲を、爆発で飛び散った破片が取り巻き、さまざまな角度の楕だ円えん軌き道どうを描いて回転しているのだ。

　爆発の一瞬、《鉄暁》の重力がゾーンタークを襲おそったすべての破片と衝しよう撃げきを吸収したのだった。

　破片は重力に引かれて次々と星球の中へ没ぼつしていく。

　胸板に穿うがたれた大きな円形の打だ撃げき痕こんを煩わずらわしげにはたいて、金砕棒遣いは髭面を笑いに歪めた。

「いいぞ、いいぞ、それくらいでなければつまらん」

「私はつまらなくても結構だが」

　ふたたび鎖がシャンと鳴った。

　衛星を引き連れて迫せまる《鉄暁》を叩き落とそうと、《クラッシュ》が振ふりかぶられた。




「熱いか？　痛いか？」

《エルトダウンの炎》に灼やかれる竜胆にジャマダハル遣いは微笑ほほえみかける。

「だったら、悪い知らせだ。この程度じゃ熱いうちに入らねえ。俺のカワイイ火ひ蜥蜴とかげは、まだまだたくさん──おまえみたいなガキの中に潜もぐり込みたくてうずうずしてる」

「…………っ」

「はらわたの中からグリルにしてやる。抵てい抗こうすると長引くぜ、ちびっ子」

「……ふっ。くふっ」

「あ？」

　俯うつむいて苦痛に耐たえているかに見えた竜胆が顔を上げた。

　脂あぶら汗あせを垂らしながら──笑っていた。

「あんたの……言うとおりよ」

「何がだ？」

「この程度じゃ……熱いうちに……入らない！」

　言うや、竜胆はくるりと握りを持ち替かえて、逆手に持った《清焰》で自らの胴どうを横よこ薙なぎに斬きり払はらった。

「なんだと!?」

　魔剣は完全に竜胆の細い身体からだを両断したかに見えた。

　しかし、そうではない。

　魔剣は遣い手を傷つけない。

　体内の異物──《エルトダウンの炎ほのお》の放った火の山椒魚だけを斬って、《清焰》の刃はは竜胆の身体を離はなれた。あとには毛ほどの傷きずも残されていない。

「ぷッ」

　竜胆が何かを吐はき捨てた。落ちた路面に、山椒魚の形をした焦げ目が残った。

「人のことをちびっ子だのお子様だの、好き勝手言ってくれたわね」

　竜胆はもう一度《清焰》を持ち替え、高々と振りかざした。

「いいわよ、もう一度やっても。そのかわいい火蜥蜴さんたちに、グリルでもローストでもさせてみなさいよ」

「舐なめてんじゃねえぞクソガキがあッ」

　ジャマダハル遣いはおめいて、腰こしだめにした《エルトダウンの炎》を容よう赦しやなく突つき込んできた。前の一いち撃げきよりも殺気の籠こもった刺し突とつ。竜胆はこれをかわしたが、ジャマダハルの刃の上を火の山椒魚サラマンダーの群れが走ったかと思うと、刃の外に飛び出し、身をくねらせて、竜胆と《エルトダウンの炎》を隔へだてる空間を渡わたった。何匹びきもの火蜥蜴が皮膚の下に潜り込んで、内臓を焼き尽つくそうと発熱を始める。

「かわして済むと思ったか？　馬ば鹿かが！」

　勝利を確信したジャマダハル遣いが叫ぶ。

「馬鹿はあんた」

　竜胆がそう言った途と端たん、《清焰》の刀身が白く光り輝かがやいた。

　金属そのものが焰と化したかのごとく、フランベルジュが揺らめき、夜空に熱気が立ち昇のぼる。

　遣い手さえも飲み込んで膨ふくれ上がるその熱気の中で、竜胆の肌の上で蠢うごめいていた山椒魚の影かげは、身み悶もだえ、痙けい攣れんし、一いつ匹ぴき残らず燃もえ尽きた。

「お……俺の火蜥蜴を燃やすだと!?」

　驚きよう愕がくに一歩後じさるジャマダハル遣いに蔑さげすむような目を向けて、竜胆は言った。

「ほんとに熱いってのは──こういうことだあっ！」

　大上段から振り下ろされる《清焰》の燃える刃から身を庇かばおうとしてか、おそらくは無意識にかざされた左手を、竜胆は容赦なく切断した。ばらばらと落ちた指は、煙草たばこの吸い殻がらのごとく断面から燃え尽き、灰になり、空中で消えた。指に嵌はまっていた趣しゆ味みの悪い指輪だけが路面に跳はねて金属音を響ひびかせたが、それすらも高熱で溶とけて醜みにくくねじれていた。

《清焰》の刃は止まらずに、肩かた口ぐちから斬り込み、熱したナイフがバターを切るよりもやすやすと、ジャマダハル遣いの身体からだを腰こし骨ぼねに達するまで両断した。

「があああ──ッ」

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようを噴ふき上げて、男は仰あお向むけに倒たおれた。常人なら間ま違ちがいなく即そく死しの一撃。魔ま剣けん遣つかいでも、これを再生できる者はそうそういまい。

「おっと、まだ逝いかないで」

「ぐ……!?」

　竜胆の足が心臓の真上に振り下ろされて、死にかけた男は一瞬だけ意識を取り戻す。

「はいがまーん。遣い手に先に逝かれると、魔剣の形がなくなって面めん倒どうなんだよね」

　竜胆は男の手から《エルトダウンの炎》を奪うばい取ると、腰の革かわケースのホックを開けて無造作に突っ込んだ。魔ま術じゆつ的な処置の施ほどこされた鞘さやが魔剣を吞のみ込み、量子状態を固定して自動的に封ふう印いんする。ホックを閉じて、竜胆は男の胸から足をどけた。

「はい、楽になっていいよ」

　言い終わらぬうちに、ジャマダハル遣いの肉体から最後の力が抜ぬけた。

　男の半身は《清焰》の高熱で灰も残さず燃え尽きつつあったが、その延えん焼しようと競きそうように、残った半身が無数の山椒魚の群れにばらけて、一いつ匹ぴき一いつ匹ぴきが炎を上げながらちりぢりに消えていった。

　魔剣遣いの避さけ得ない、異様な最さい期ごであった。

「ふう……師し匠しよう、そっちはどう──」

　振り返った竜胆の口の中で、語ご尾びが曖あい昧まいに途と切ぎれた。

　竜胆が見たのは、仁に王おう立ちで死んでいる金砕棒遣いの巨きよ体たいと、その前に立ち尽くすゾーンタークの姿だった。

《クラッシュ》は真っ二つにへし折られた状態で宙に浮うかんでおり、見ているうちにも《鉄暁》の重力に引き裂さかれてばらばらになっていった。無数のボルトが自転しながら楕だ円えん軌道に乗って星球の周りを回っている。

　金砕棒遣いの頭部は凄すさまじい力で叩たたき潰つぶされて胸部にめり込んでいた。上半身には槍やりの雨が降ったかのような深い刺さし傷がいくつも穿うがたれて、見るも無惨な有様だ。

《クラッシュ》から吸収した力の余よ韻いんに、ゾーンタークが恍こう惚こつの呻きを上げる。

「し……師匠！　お、折ってしまわれたんですか!?」

「む…………」

　ゆっくりと首を回してゾーンタークが竜胆を見る。

　その眼がん窩かから、《鉄暁》の放つのと同じ光が漏もれ出て、夜の闇やみに尾を引いた。

《清焰》の柄つかを、我知らず強く握にぎりしめる。

　目の前に立っているのは、竜胆の敬愛し、憧あこがれる師であったが、今このときは、人ならぬものに変じているように思われた。

「師匠…………？」

「…………ああ」

　ゾーンタークが目を瞬しばたたくと、怪かい物ぶつめいた印象は拭ぬぐい去られた。

《クラッシュ》の破片が、その魔ま剣けんとしての力もろとも《鉄暁》に吸い尽くされると、遣い手の巨体の周囲に、スクラップ工場のプレス機のようなものが出現した。

　プレス機は騒そう々ぞうしい蒸気シリンダーの音を立てながら、上下左右から金砕棒遣いを圧縮し、どんどん小さくしていった。やがて男はめちゃめちゃに折りたたまれた一辺三〇センチほどの立方体と化し、プレス機もろともこの世から消え去った。

　師し弟ていは黙だまってこの恐おそろしい死に様を見つめていたが、やがて師の方が口を開いた。

「久方ぶりであったせいか──つい、耽たん溺できしてしまった」

　声もなく立ち尽くしながら、竜胆は、背筋にうそ寒いものを感じていた。

　鍛匠マイスターホルスト・ゾーンタークは、竜胆が敬愛し、その強さと峻しゆん厳げんさに憧れている唯ゆい一いつ無二の師である。

　だが、ときおり──竜胆は彼女の師に、畏い敬けいの念とは異なる、得体の知れない怖こわさを感じることがあるのだった。







　第二章　狙われた墨緒







　　　　１．




　大学図書館の地下にある書庫に芹せり沢ざわ墨すみ緒おが腰こしを据すえて、既すでに五時間が経過していた。

　壁かべ際ぎわに設置されたシンプルな書見机の上には、棚たなから抜ぬき出してきた文ぶん献けんやファイルが今にも崩くずれそうな山を作っている。

「ちゅん！」

　墨緒は今日何度目かのくしゃみをした。眼鏡をかけ直し、肩かたを抱だいて身み震ぶるいする。

　天てん井じようまで届くスチールの本ほん棚だなに埋うめ尽つくされたこの書庫は、地上の閲えつ覧らん室とはうって変わって薄うす暗ぐらい。蔵書の劣れつ化かを防ぐために照明は最低限だし、火気は厳禁、電気ヒーター一つ置かれていない。

「うう、風邪かぜひきそ」

　ぼやきながらも、机を離はなれようとはしない。墨緒の目は机き上じように広げられた何冊もの文献とノートに釘くぎ付づけだった。膝ひざ掛かけと肩かた掛かけを身体からだに引き寄せつつ、墨緒は魔ま剣けんの来歴を指し示す手がかりの山へと入り込んでいく。

　図書館には、万ばん人にんに公開されている開かい架かの閲覧室の他ほかに、より専門性の高い文献や、本の形にまとめられていない資料など、あまり参照されない本を納めておく閉へい架かの書庫がある。魔剣の謎なぞを追い求めるうちに墨緒が辿たどり着いたのが、彼女の通う大学の図書館の地下にある、閉架書庫だった。吏り玖くの祖父にして墨緒の恩師、早はや瀬せ俊とし男おの蔵書の一部が、この大学の図書館に寄き贈ぞうされていることがわかったのである。

　学生であれば、閉架書庫の利用を申しん請せいするのは簡単だ。墨緒が追いかける知識の小道は、「早瀬蔵書」の寄贈印が捺おされた一群の資料の中へと続いていた。

　黄色く変色したノートや、紐ひもで綴つづられた紙束に記されているのは、歴史の中で綿々と受け継つがれてきた呪じゆ術じゆつの系けい譜ふ、それに古代の金属加工技術と原始信しん仰こうに関する早瀬自身の覚え書きだった。

　魔剣の創つくられた目的を、今の墨緒はほとんど確信を持って推察できた。

　──蠱こ毒どく。

　最初に魔剣についての話を吏玖に聞かされたときから、その単語は頭の片かた隅すみにあった。

　蠱毒とは、古い古い呪術のひとつだ。

　呪術にもいろいろあるが、この場合、文字通りの呪のろい──呪じゆ詛そである。

　皿に盛ったたくさんの虫、という「蠱」の字が、端たん的てきにこの呪術の方法を表わしていた。

　まず一つの容器に、多数の毒虫を入れる。

　蜘蛛くも、百足むかで、蝦蟇がま、蛇へび──毒を持たない、蟷螂かまきりなどの強い生物も使われた。それらに餌えさを与あたえず放置し、互たがいを喰くらわせ合う。最後に残った一匹ぴきは、贄にえとなったすべての生命力と怨おん念ねんを一身に宿した最さい凶きようの一匹だ。この一匹を用いて対象を呪殺する。これが蠱毒である。

（そして、この呪術は、古代中国が起源とされる）

　恩師の手書きの文字を追いながら、墨緒は考える。

　蠱毒のはっきりした記録は隋ずい代のころから残されているが、それよりはるかに昔、殷いんの時代から痕こん跡せきがあると言われている。未整理のまま遺のこされた研究ノートを苦労して読解していくと、早瀬は、蠱毒の起源が殷よりさらに前にあると考えていたようだ。

（つまり、それは──夏かだ）

　殷代の前には、中国最古にしてなかば伝説の王朝、夏王朝があるのみ。

　蠱毒の起源が殷代より前にあり、しかも当時使われていたのは虫ではなかった──。

　明言を避さけながらも、早瀬はそう仄ほのめかしている。

　では、虫の代わりに何を使っていたのか。

（人間だ）

　人間同士を殺し合わせて、最後に残った者を贄としたのだ。

（同じだ、やり口が）

　墨緒の念頭にあるのは、互いを折り合うことを最優先の使命としてインプットされている、魔剣たちの行動理念である。

（虫に共食いさせて最凶の呪殺用触しよく媒ばいを作る蠱毒。それと同じことを、魔剣を持った人間にやらせようと考えた奴やつがいるんだ）

　どんな邪じや悪あくな思考が、そんなことを思いつくのか。

　あるいは──どんな深い怨念が？

　足あし許もとをひんやりした風が流れてきて、墨緒はぶるっと身を震ふるわせる。

（早瀬先生は、あの剣けんをどこで手に入れたんだろう？）

　冷たい空気の流れを避けようと足を持ち上げ、椅い子すの上で膝ひざを抱かかえて思いを馳はせる。

　魔剣は古代中国で創られた。才さい森もり加か奈な子この言葉が正しいとするなら、だが。

　しかし、それではおかしいのだ。

　才森によれば、創られた魔剣は二〇〇本程度だというが、あまりに少なすぎる。

　夏王朝が存在したのは紀元前一六〇〇年ごろまでとされているから、少なくとも三六〇〇年間、魔剣たちは戦い続けていることになる。そんなに長い年月を、二〇〇本程度の魔剣でバトルロイヤルが続けられるとは思えない。

　考えられる可能性としては──

（本当は、二〇〇本よりもっと多く創られた？）

　そうだとすると、数の問題になる。三六〇〇年間戦い続けるために、いったいどれだけの魔剣が必要だろうか？

　仮の数字を算出するのは難しくないだろうが、どうもあまり現実的ではない気がする。

　魔剣を手にした吏玖の周りに、次々と魔剣遣つかいが現れたところからして、戦いは結構なハイペースで進んできたように思えるからだ。

（もうひとつの可能性は──減った魔剣の代わりが、どこからか補ほ充じゆうされてる？）

　確かにそれなら戦いは延々と続くだろう。

　しかし、誰だれが何のためにそんなことを？

（理り屈くつに合わない……）

　そのときふと、違い和わ感かんを覚えて墨緒は顔を上げた。

（ん？）

　椅子の上で身体を捻ひねって振ふり返る。

　背後に見えるのは、本棚の間の狭せまくて暗い通路だけ。

　控ひかえめな空調の音だけがかすかに聞こえている。

（んん……？）

　さっき足首を撫なでた、冷たい風。

　密閉されたこの書庫に、どこから風が吹ふくのか？

　空気が大きく動くのは、入り口のドアが開いたときだけだ。

　閉館を告げに来た司書だろうか？

　それにしては足音も聞こえない。

「…………」

　無む性しように嫌いやな予感がした。

　墨緒は椅子から足を下ろして、そろそろと立ち上がった。

　床ゆかにブーツの底が擦こすれて鳴った。

　静かな書庫の中、その音がぎょっとするほど大きく響ひびき渡わたった。

　その途と端たん、立ち並ぶ書しよ棚だなのどこか向こうで気配が動いた。

　──誰かいる！

　ショルダーバッグを摑つかみ取ると、椅子を蹴けって机を離れた。

　書棚の向こうの何者かも、靴くつを鳴らして足早に動き始める。

（一人じゃない!?）

　本棚の間に反はん響きようする靴くつ音おとは、複数あった。

「…………勘かん弁べんしてよ！」

　パニックに陥おちいりそうな自分に活を入れて、目の前の通路に飛び込んだ。

　背後の通路に足音が響いた。

　振り返ろうとする衝しよう動どうと戦いながら必死で走り、本棚の端はしに達した。勢いを殺しきれず壁かべにぶつかる。

　来た道を振り向くと、狭い通路を男の影かげが走ってくるのが見えた。

「や……っ」

　悲鳴を上げそうになりながらふたたび駆かけ出した。

　出口に辿り着き、重い扉とびらを渾こん身しんの力で押し開けた。

　薄暗い蛍けい光こう灯とうに照らされた階段を一気に上の階へ駆け上がると、体当たりするような勢いで閲覧室へのドアを開けた。

「すみません！　誰か…………」

　言いかけて絶句した。

　見み渡わたす限り、閲覧室には誰もいなかった。書庫への階段に続くドアは受付カウンターのすぐ隣となりだが、カウンターの中にも人がいない。

　時計を見ると午後十一時。無人のはずだ。閉館時間を過ぎている。

　携けい帯たいが鳴って、墨緒はびくりと跳はねた。

　小走りに図書館出入り口へ向かいながら携帯を取り出す。吏玖からだ。

「もしもし！」

「あ、墨緒さん！　よかった、ようやく繫つながった。何回もかけたのに全然電波が──」

「吏玖！　助けて！」

「え？」

「学校にいるの！　図書館！」

　話しながら出入り口に辿り着く。手を掛かけるが、施せ錠じようされている。

「誰だか知らないけど、追いかけてきてる！　助けて！」

「わ、わかった！　すぐ行く！　心花このかちゃんが──」

　吏玖の言葉を最後まで聞くことはできなかった。

　背後から伸のびた腕うでが、鍵かぎを外そうと焦あせる墨緒の手から携帯を奪うばい取り、通話を切った。




「もしもし？　くそっ！」

　吏玖は通話の切れた携帯をポケットに突つっ込むと、上着に袖そでを通しながら部屋を飛び出し、階段を駆け下りた。

　玄げん関かんを走り出て、軒のき先さきに駐とめた自転車に飛び乗ると、勢いよく夜道に漕こぎ出した。

〝敵？　敵？　敵だよね？　わーい！〟

　自転車の荷台にちょこんと座った《夜来たるNightfall》の幻げん像ぞうが、これ以上ないほど場にそぐわない弾はずんだ声を上げた。

「わーいじゃないよ！　墨緒さんが危ないんだ！」

　全力で立ち漕ぎしながら吏玖は叫さけんだ。

〝だって嬉うれしいんだもーん。リクも喜びなさいよ！　また魔剣をブチ折れるのよ？〟

「魔剣かどうか知らないよ？」

〝魔剣遣い以外の誰がリクにちょっかい出してくるっての？〟

「僕じゃなくて、墨緒さんだよ！」

〝同じ同じ。リクにちょっかい出すために、スミオを狙ねらったんでしょ〟

「う……」

　恐おそれていた可能性をずばりと口にされて、吏玖は二の句が継つげなくなる。

〝リクと私を倒たおす自信がないから、スミオを盾たてにしようとかいう魂こん胆たんでしょ。そんな卑ひ劣れつな遣つかい手、たいした奴じゃないわね。魔ま剣けんも弱そうなのがちょっぴり不安だけど〟

「心配するのそこかよ!?」

〝だって強い魔剣の方が折ったとき気持ちいいじゃない〟

　そう言ってから、《夜来たる》は何かに気付いたように両手を打ち鳴らした。

〝あ！　でもこれって、とってもいい感じじゃない？〟

「なにがだよ！」

〝スミオみたいにリクが大事にしてる人間がいればさ、いろんな魔剣が釣つられてくるじゃない！　そしたら、のこのこ近づいてきた奴をどんどんブチ折るの！　私は満足、リクも安心、スミオも役に立つ。すごくない、これ？〟

「……おまえ、もう黙だまってろ」

〝なによう〟

　それでも吏玖の怒いかりを察したのか、不承不承の体ていで《夜来たる》は黙った。

　──無事でいてくれ、墨緒さん……！

　祈いのりながら、吏玖はペダルを踏ふみ込んだ。

〝……スミオがいやなら、カオリでもいいのよ？〟

「うるさい!!」




　見知らぬ男たちに囲まれて、墨緒は怯おびえきっていたが、それを表に出すまいと努力することで、なんとか足の震えを止めていた。

　墨緒を捕とらえた男たちは、手早く墨緒を後ろ手に拘こう束そくし、腕を摑んで図書館の外へと連れ出した。

「逃にげようとは考えるな。おとなしくしていれば手て荒あらな真似まねはしない」

　不必要に言葉を荒あらげることこそなかったが、有う無むを言わさぬ口調だった。

　人ひと気けのない大学構内を為なすすべなく歩かされながら、横目で様子を窺うかがう。

　吏玖の言っていたあの組織、なんと言ったか──

「あ、あなたたち、〈兵器廠アーセナル〉とかいう……？」

　震える声で絞しぼり出した質問に答えは返ってこなかった。

　唐とう突とつに、男たちは歩みを止めた。

　前から近づいてくるのは、見覚えのある人ひと影かげだった。

　背筋を伸ばした長い黒くろ髪かみの美少女──才森加奈子。

「才森さん！」

　安あん堵どが胸に広がるのを感じながら、墨緒は叫んだ。

「助けて！　この人たち、私を──」

　──いや。

　何かがおかしかった。

　男たちは才森に会え釈しやくをして、ふたたび歩き出した。

　才森は立ち止まったまま、無表情に見送るだけだ。

「才森さん……!?」

　信じられない思いで墨緒は呟つぶやいた。

　そして、悟さとった。

　墨緒を捕らえたのは〈兵器廠〉ではない。

〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉なのだ。

　才森の隣に、墨緒が見たことのない、生意気そうな顔をした小学生くらいのポニーテールの少女が並んだ。

「早瀬吏玖の保護者って、あれ？」

　ポニーテールが墨緒を見ながら懐かい疑ぎ的な口ぶりで言った。

「ふーん……。あんなの必要……？」

「《夜来たる》を確実に手に入れるためだ」

　才森が淡たん々たんと答えるのが聞こえた。

「ね、ねえ」

　墨緒は首を捻って、自分を囲む男たちの一人に訊たずねた。

「どこに連れて行く気？」

「知る必要はない」

　にべもない返事。時間稼かせぎにもならない。

　さっきの電話からせいぜい五分かそこら。吏玖は来てくれるだろうが、家からは自転車を飛ばしても二〇分はかかる。

（やばいなあ、これ）

〈火神結社〉が味方ではないことを、吏玖はまだ知らない。

　構内の中心にある広場にさしかかった。

　もう少し歩けば道路に出る。車に押し込められれば、あとはもう拉ら致ちされるだけだ。

　かといって、逃げようにも多勢に無勢である。

　何かの奇き跡せきが起きて、吏玖が超ちよう特急で現れてくれることを祈るくらいしかできない。

　と、横合いからぱたぱたと軽い足音が近づいてきた。

　振ふり向こうとした男の一人が──鈍にぶい音と共に、次の瞬しゆん間かん、消えた。

　くの字形に曲がった人影が宙を舞まい、墨緒の視線の先で、空き缶かんを入れるスチールのゴミ入れに激げき突とつしてものすごい音を立てた。

　男に至近距きよ離りで交通事故みたいな一いち撃げきを加えたのは、光り輝かがやく組くみ紐ひもでできた右手を持つ小こ柄がらな少女だった。

「──心花ちゃん！」

「お待たせしました！」

　息を切らしながら心花は言って、たじろぐ残りの男たちを睨にらみ付けた。

「墨緒さんを離はなせ！　離さないと──」

　言いつつ、心花は足を踏み出した。

　握にぎりしめた右の拳こぶし──魔剣《象られた力ジヤガーノート》が、凄すさまじい打だ撃げき力りよくを秘ひめてぶんぶんと唸うなりを上げる。

　地じ獄ごくの怪かい物ぶつじみた巨きよ大だい八輪ダンプトラックのヴィジョンが背後で咆ほう哮こうする。

「──私が、この手で、全員、跡あと形かたもなくしてやる!!」




　　　　２．




「心花ちゃん、なんでここに!?」

「話はあとで！」

　心花はきっぱりとそう言って、右手を振った。

「げえっ」

　セスタス型の魔剣に殴なぐられた男がもう一人、踏みつぶされた蛙かえるみたいな音を発して吹ふき飛んだ。

「あれ!?」

　心花が意外そうな顔になる。

「こいつら、魔ま剣けん遣つかいじゃない？」

「弱い者いじめしてんじゃないわよ。そいつらはただの奴僕ヘンチマンよ」

　墨緒の後ろから声がかかった。

　振り返ると、才森と一いつ緒しよにいたもう一人の少女が広場に入ってくるのが見えた。

「その右手──《象られた力》ね」

「え？　きみ、誰だれ？」

　子供に呼びかけるような口調に、少女の額に青筋がびしりと走った。

「年上に対する口の利きき方じゃないわね……」

「としうえ？」

「そうよ！　わたしは竜りん胆どうめら！　〈火神結社〉の遣い手よ！」

「ふーん……？　つまり、墨緒さんを攫さらおうとしてる人の仲間ってことだよね？」

　心花はきゅっと唇くちびるを引き締しめて前に出た。

「子供を殴るのは気が進まないけど……」

「子供じゃないっつってんでしょ！　あったま来た。もうあんた、燃やす」

　竜胆と名乗った少女は、両の拳を胸の前で重ねて叫んだ。

「《清焰ホーリー・フアイアー》！」

　竜胆の手の中に熱気を纏まとった両手持ちの大たい剣けんが現れるのを、墨緒は驚きよう愕がくの目で見守った。

「貫肌ぬかだ心花……なぜここに？」

　竜胆に続いて広場に現れたのは、才森加奈子だった。

「才森さん──でしたよね。それはこっちの台詞せりふです」

　心花は厳しい目で才森を睨み付けた。

「吏玖さんとべたべたしてたくせに──敵、だったんですね」

「君から見ればそうだろう」

「すっきりしました」

　そう言う心花は、なんだか喜んでいるように見えた。

「あなたが敵なら、心おきなくぶっ飛ばせますから」

　才森の目がすうと細くなり、その手に冷気を纏った白いレイピアが出現した。

　墨緒も見たことがある魔剣──《凍いて月づき》だ。

「ここに君がいるのは予想外だったが、こうなっては是ぜ非ひもない。芹沢墨緒と一緒に、君も来てもらう」

「行きませんよ。墨緒さんも渡わたしません」

「ちょっと才森、手ェ出すんじゃないわよ」

　竜胆がじろりと隣となりの才森を見上げた。

「足手まといだから引っ込んでて。もともと魔剣の相あい性しようも悪いんだから」

「私は全然気にしないが」

「わたしは嫌いやなの！」

　しれっと答える才森に苛いら立だったように、竜胆が嚙かみついた。

「どうするんですか。なんなら二人一緒でもいいですよ」

　複数の魔剣遣いを前にして、心花はまったく臆おくした様子を見せない。

　この度ど胸きようはいったいどこから来るのかと、墨緒は呆あつ気けにとられる思いだった。

「墨緒さん」

「え、はい!?」

「危ないんで、下がっててください。この人たち、すぐ片付けますから」

「で、でも、心花ちゃん」

「大だい丈じよう夫ぶです。墨緒さんと吏玖さんの敵は、みーんな私がぶっ飛ばします！」

《象られた力》の組紐がひときわ強く輝いた。

　光の中で、歯車が組み換かわるような騒そう々ぞうしい音がして、そのシルエットが変形していく。

　輝きが収まったとき、《象られた力》は、より戦せん闘とう的なフォルムになっていた。

　肩かたの下から始まって、腕うでの表側の面を覆おおうように分厚い金属プレートが連なり、蹄てい鉄てつ形の刃はが拳を保護している。セスタスを装そう甲こう化したその姿は、板金甲かつ冑ちゆうの籠手ガントレツトにも似ていた。

「そ、それは？」

「私の意思で、少し形が変えられるみたいなんです。今は私の手ですからね」

　その口ぶりが得意げに聞こえるのは気のせいだろうか。

「形質変化が可能なのか」

　意外なものを見たように才森が呟いた。

「そうか……生身の右手が代だい償しようになって、魔ま剣けんの能力が解放されたんだな」

「野良のくせに、生意気なやつ……！」

　憤ふん慨がいした口調で竜胆が言った。

「どっちが生意気だか──」

「あんたよ！」

　怒いかりも露あらわに、竜胆が斬きりかかった。

　降りかかる焰の刃を、心花は上じよう腕わんで受けた。

　火がまるで水しぶきのように飛び散り、あたりを明るく照らし出した。

「ええいっ」

　心花が気合をかけて、《象られた力》で《清焰》を撥はね上げた。
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「くっ」

　刃を戻もどして間合いを取る竜胆。

　心花が《清焰》との接せつ触しよく部位に目を落とした。装甲に一いち条じようの赫あかい筋が走っている。溶とけた鉄の色をしていた。しかし、浅い──かすり傷にすぎない。

「チッ……〈愚鈍鋼グドニウム〉か」

　竜胆が舌打ちして言った。《象られた力》の装甲を指してのことらしい。

「なんだ、思ってたより熱くないんだね」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような心花の言葉に、竜胆の顔つきが変わった。

「そっか。そうまで言われたら、手加減できないよ」

「竜胆」

　才森が口を挟はさむ。

「──折るなよ」

「うるさい。黙だまってろ」

　敵の雰ふん囲い気きが変わったことに気付いたのか、心花も顔を引き締めて拳を構えなおした。

「──やあッ！」

　今度は心花が仕し掛かけた。

　右手を盾たてに、体当たりするように距離を詰つめ、顎あごの下から拳を突つき上げる。

　大剣の懐ふところに入り込んだ心花に向けて、竜胆はフランベルジュの柄つか頭がしらを振り下ろした。

　柄頭は心花のこめかみにめり込み、帽ぼう子しを吹っ飛ばした。

　同時に突き上げられた拳が竜胆の顎先をかすめる。

　心花は横ざまに地面に叩たたきつけられ、竜胆はのけぞってよろよろと後退した。

「ぐ……」

　こめかみを押さえた心花の手の下から血が流れ出し、ぱたぱたと滴したたり落ちた。

　先に立ち直ったのは竜胆の方だった。

　ふらつきながら顎の擦すり傷をさすっている。

「うあ、顎がもげたかと思った……バカげたパワーね」

　脳を揺ゆさぶられたせいか、まだ視線が定まりきらない目をぎゅっとつむって、竜胆は大剣を握り直した。

「そのまま寝ねてなさい！　終わりにしてやる！」

　目を開けた竜胆の腕が軽々と持ち上がり、跪ひざまずいた罪人の首を刎はねようとするかのごとく《清焰》が振り下ろされた。

「くうっ」

　心花は膝ひざ立ちに起き上がりながら、ふたたび《象られた力》で斬ざん撃げきを受け止める。

「しぶといやつ！」

　竜胆が叫さけぶ。

「そこで──燃えてろ!!」

　がっきと受けられた《清焰》の刃が、直視できないほどに白熱した。

　爆ばく発はつ的な熱風が吹き寄せて、奴僕たちがたじろいだ。

　たまらず墨緒は顔を背そむける。

「う……ぐ……！」

　苦痛を嚙み殺すような呻うめき声は心花のものだ。

　耐たえ難がたい熱の中から竜胆が高らかに笑う声が聞こえた。

「装甲に守られてるくらいでいい気になってんじゃないわよ！」

「くう…………っ」

「熱くないって言ったよね？　これはどう？　ねえ、ほら！　どうだって訊きいてるのよ！」

「ぐ、あ、ああっ」

「我が慢まん強いのね。それとも、こんなんじゃ足りない？　もっと熱くしてほしいの？　遠えん慮りよしなくていいのよ──ゆっくり暖まっていってね！」

「う、うああああああ────っ!!」

「やめて！　心花ちゃんを離はなして、お願い！」

　熱源を直視できないまま、墨緒は叫んだ。後ろ手に拘こう束そくされたままなので、腕で顔をかばうこともできない。今にも髪かみが煙けむりを上げそうだ。

「もう充じゆう分ぶんでしょ!?　私は抵てい抗こうしないから、心花ちゃんを離して!!」

「うるさい！　こいつに思い知らせてやる！」

「そこまでにしておけ、竜胆！」

　制止する声は才森のものだ。

　同時に、ひんやりとした空気が足あし許もとに触ふれた。

「なによ、邪じや魔まする気!?」

「火事でも起こす気か？　周りも燃えるぞ」

「知らないわよ！」

　冷気は徐じよ々じよに這はい上がり、《清焰》の熱を拭ぬぐい去っていく。

「熱くなるな。少し頭を冷やせ」

「は？　なにそれ？　うまいこと言ったつもり？」

「え？　いや、別に……」

「あ……そう」

《清焰》の発していた光が弱まると同時に、熱は急速に弱まった。

「ふん……命拾いしたわね！」

　勝ち誇ほこったように吐はき捨てる竜胆の足許に、心花がうずくまっていた。

　着ていた服はあちこち焦こげて破れ、素す肌はだが露わになっている。

　右手の装甲には深い傷が刻まれ、その縁ふちはまだ赤熱していた。

　熱に曝さらされて赤くなった肌はだの上にうっすらと霜しもが降りているのは、《凍月》の冷気によるものだろう。

「心花ちゃん！　大丈夫、心花ちゃん!?」

　駆かけ寄ってそばに膝をつく。

「う……墨緒、さん……」

　熱でかさかさになった唇くちびるから呻き声が漏もれた。

「ご……ごめん……なさい、私……」

「どいて」

　竜胆の声が降ってきた。

「邪魔よ。そこ、どいて」

　竜胆を見上げて、墨緒はかぶりを振ふった。

「あなたの勝ちよ。もういいでしょう、これ以上何する気？」

「その腕をもらう」

「なんですって？」

「《象られた力》を回収する。どきなさい」

　墨緒はまじまじと竜胆の顔を見上げる。

　脅おどしや嫌いやがらせで言っているのではない。ただ、事実を述べているだけだ。

「…………だめ」

「なに？」

「この子の腕は渡わたさない。私が一いつ緒しよに行けば済むことでしょう」

「手間取らせないで」

「だめ」

　墨緒は精せい一いつ杯ぱいの勇気を奮い起こして竜胆の目を見返し、ふるふると首を振った。

　心花の腕は、吏玖が命いのち懸がけで守ったものだ。

　得体の知れない魔剣ではあるが、心花にとっては唯ゆい一いつ無二の、身体からだの一部だ。

　それをむざむざと奪うばわせるわけにはいかない。

　心花は墨緒を助けに来てくれた。

　今の心花を護まもれるのは、墨緒しかいないのだ。

　少しでも時間稼かせぎをしようと、墨緒は必死で心花に覆おおい被かぶさる。

　降りかかった霜が、火ほ照てった肌に冷たい。

「チッ」

　竜胆が舌打ちして、声を張り上げる。

「奴僕ヘンチマン！　さっさとこいつをどかして！」

　魔ま剣けん遣つかいの戦いを恐おそれて遠巻きにしていた奴僕たちが寄ってくる。

「墨緒さん、ごめんなさい」

　心花が耳元で呻いた。

「心花ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ？　動ける？」

「少しなら動けます。時間稼ぐから、その間に逃にげてください」

　墨緒は早口で囁ささやき返す。

「だめよ、そんなの。心花ちゃんが逃げて」

「そんなこと──」

「聞いて。相手は何人もいる。私の足じゃ逃げ切れない。代わりに吏玖に伝えて」

「え？」

「私は大丈夫。二人で助けに来て。待ってる」

「…………！」

　肩かたに手を掛かけて荒あらっぽく引き起こされる。

　抵抗できずに立ち上がる墨緒と、倒たおれた心花の目が合った。

　墨緒が頷うなずくと、心花は悔くやしさに満ちた目ではあったが、小さく頷き返した。

「さあ、覚かく悟ごして──」

　竜胆が身をかがめた瞬しゆん間かん、心花の右みぎ腕うでが持ち上がったかと思うと、地面を叩きつけた。

　ものすごい衝しよう撃げきが足から突き上げて、墨緒は奴僕もろとも後ろにひっくり返った。

「きゃっ!?」

　意外とかわいい悲鳴を上げて竜胆も転てん倒とうし、尻しり餅もちをつく。

　心花の身体は空中にあった。

　右腕の一いち撃げきだけで跳ちよう躍やくしたのだ。

　心花はそのまま、街灯の光の届かない暗くら闇やみの中に消えた。

　地面から吹ふっ飛んだコンクリートの破は片へんがばらばらと落ちる。

《象られた力》が叩いた路面は、同心円状にひび割れていた。

「あいつ、まだあんな力が……！　とどめ刺さしてやる！」

　心花の後を追って飛び出そうとした竜胆を、才森の鋭するどい声が制止した。

「待て」

「ああもう、今度は何よ？」

「感じないか？」

「だから何を──」

　竜胆は言葉を切った。

　訝いぶかしげな顔が、次し第だいに渋じゆう面めんに変わっていく。

「……多いわね」

「ああ」

「どうしました？」

　異変を察した奴僕の一人が訊たずねた。

「大人数の魔剣遣いがここに近づいている」

　才森が言って、《凍月》を納めた。

　──大人数？

　墨緒はわけがわからなくなる。

　吏玖たちではないのか？

「私と竜胆、二人なら対処は不可能ではないが──」

　竜胆に視線を向けて、才森は言葉を切った。

　竜胆はうんざりしたように才森を見返す。

「わかってるわよ。任務が優先。わたしを馬ば鹿かだとでも思ってるの？」

「…………」

「…………ほんっとムカつく、あんた」

　憎にく々にくしげにそう言って、竜胆は《清焰》を納めた。

「離り脱だつするわよ！　負傷者を回収して！」

　声を張り上げて、墨緒をじろりと睨にらむ。

「捕ほ虜りよから目を離さないでね、こいつまで逃げたら目も当てられないから」

　不意に頭上から、強い風が吹き付けてきた。

　真っ黒に塗ぬられたタンデムローターの大型ヘリが、広場目がけて降下してきた。
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「聞こえたか!?」

〝もちろん！　あのうるさい魔剣やつね！〟

　全力でペダルを漕こぎながら、吏玖は《夜来たる》と言葉を交わす。

「心花ちゃんだ。暴れてる。ほかの魔ま剣けんと戦ってるんだ」

〝急がなきゃ！　リク、もっと速く！〟

「わかってるよ！　墨緒さんが──」

〝早く行かないと、私たちの分なくなっちゃう！〟

「……そういう理由かよ！」

　墨緒の大学へ向けて自転車を飛ばしてはや一五分、肌はだ寒ざむい秋の夜にもかかわらず汗あせだくだ。下り坂を流して幹線道路の交差点に突つっ込み、大型の車両がびゅんびゅんとすぐ脇わきを通り過ぎていくのに肝きもを冷やしながら、車道の端はしを立ち漕ぎで走り続ける。

　そこから一本折れると、車通りが急になくなった。大学前の通りは、この時間にはぱったりと人ひと気けが失うせるようだ。左手にキャンパスを囲む木立を見ながら正門目指してペダルを踏ふみ込む。

「もうすぐだ！」

〝？　なにあれ？〟

「えっ？」

《夜来たる》の訝しげな声に釣つられて見上げた目に映ったのは、木立を掠かすめるような超ちよう低空で現れた、真っ黒なヘリコプターだった。

「うわ!?」

　思わず急停車して、呆ぼう然ぜんと振り仰あおぐ。

　ローターの吹き下ろしダウンウオツシユが強きよう烈れつに地面を叩たたきつける。すぐそこに浮うかんでいるのに、ローター音が異様に小さい。消音処理でもされているのだろうか。艶消し黒マツトブラツクに塗られた機体が頭上を通過し、高度を上げながら遠ざかっていく。

「な、なんだ……？」

「吏玖さん！」

　聞き慣れた声がしたかと思うと、背後で木立をかき分ける音。

　振り向いた吏玖の目の前で、ズタボロになった心花が道路に倒れ込んだ。

「心花ちゃん!?」

　吏玖は自転車を放ほうり出して駆け寄り、心花を抱だき起こした。

「心花ちゃん、大丈夫か!?」

「り、吏玖さん──ごめんなさい！　ごめんなさい……！」

　心花が吏玖の胸にしがみついて泣きそうな声で言った。

「わ、私……護れなかった！　墨緒さん、連れて行かれちゃった！」

　心花の右腕──《象られた力》は、焼け焦こげ、深い傷を負った無む惨ざんな姿だった。

　吏玖の服を摑つかんだその手からは、まだ余熱が伝わってくる。

〝この傷──あいつね。《清焰》〟

《夜来たる》が肩かた越ごしに覗のぞき込んだ。

〝どこ？　あいつどこ？　ねえ、早くブチ折ってやろうよ、リク！〟

「心花ちゃん、これやったの、竜胆とかいうやつか？　ちびっこい女の子」

「は、はい。その人だと思います」

「まだその辺か？」

「もういません。さっきのヘリに、墨緒さんを連れて──」

「あれか！」

　吏玖は歯は嚙がみして、遠ざかるヘリを見上げた。

　あれに墨緒さんが乗っているのか。

「竜胆──ってことは、墨緒さんを攫さらったのは〈火神結社〉なんだな」

「そ、そうです！　それから──あの人、才森加奈子が」

「才森？　あいつがどうしたんだ？」

「あの人も一いつ緒しよです！　竜胆と二人で、墨緒さんを拉ら致ちしていきました」

「え!?」

　予想外のことを聞かされて、吏玖は思考が止まる。

　──才森が？

　まさか、そんな。

〝なにびっくりした顔してんのよ〟

《夜来たる》が呆あきれ顔で言った。

〝わかってたことでしょ。またそのうち決着をつけることになるって〟

「で、でも……」

「でもじゃないです！　才森は敵ですよ、吏玖さん！」

　心花が叫さけび、《夜来たる》はため息をつく。

〝だいたいね、魔剣遣い同士が戦いもせず一緒にいること自体、どっかおかしいのよ〟

　路上に座り込んだ心花の右手を指差して、さばさばした口調で続ける。

〝さ、物わかりの悪いリクにもこれで納なつ得とくできたでしょ。《象られた力》も折って、次行こうよ、次〟

（ええ!?　なんでそうなるんだ）

〝《象られた力》とも、どうせいつかまた敵対することになるって。だったら今やっちゃおうよ。相手は傷ついてるし──あ、リクは万ばん全ぜんの状態の魔剣と戦いたいのかな？　それなら理解できるけど、でも、こいつ二回もブチ折り損そこねてるし、そろそろ──〟

　吏玖は眉み間けんに手を当てて、ぎゅっと目を瞑つぶる。

（……ちょっと、静かにしててくれ。考えたい）

〝考えることなんかあるの？　まあ、どうぞお好きに〟

《夜来たる》の言うことは、癪しやくに障さわるが、いちいちもっともだった。

　才森は味方ではない。最初から、そうだ。

　一度は刃はを納めたものの、休戦状態にすぎなかった。

〈火神結社〉の任務で、吏玖と《夜来たる》の監かん視しを続けていただけなのだ。

　自分の身を犠ぎ牲せいにして、《虎よ、虎よTiger-Tiger》の穂ほ先さきから吏玖を護まもったときでさえ、そうだ。

　理解していたはずなのに、動どう揺ようしている自分が不思議だった。

　──いや。

　不思議ではない。それは自分をごまかしているだけだ。

　吏玖は期待していたのだ。

　このまま何事も起こらず、日々が過ぎていくのではないかと。

　才森加奈子──同じ魔ま剣けん遣つかいにして、吏玖の知らないことを知っている少女。

　吏玖は彼女を、頼たよりにしていたのだ。

　次々に現れる未知の魔剣たちとの戦いの中で、なにか縋すがるものが欲しかったのだ。

〝ねえリク、思し索さくにお耽ふけりのところ悪いんだけど〟

《夜来たる》が吏玖の顔を覗き込んだ。

〝どっちにしても、早く行こうよ〟

「……そうだな」

「助けに行くんですよね？　私も行きます」

「その傷じゃ無理だよ」

「いえ。行きます……あっ」

　心花が立ち上がろうとして、ふらついた。

　倒たおれそうなところを抱き留とめる。布地越ごしの肌はだが火ほ照てって熱い。

「ご、ごめんなさい」

「ほら、無理だろ。顔も赤いし。火傷やけどで熱が出てるんじゃないか？」

「ち、違ちがいます！」

　心花は焦あせったように身体からだをもぎ離はなした。しかし、その足はまだふらつき、目に浮かぶ苦痛の色は隠かくしようもない。肉体的な傷はほぼ治ち癒ゆしているように見えるが、問題は《象られた力》だ。魔剣が受けた傷は、そうすぐに修復しない。それは吏玖も《フィアサム・エンジン》との戦いで経験済みだ。

　心花がまだ何らかの苦痛を感じているとしたら、彼女の魔剣が生身の右みぎ腕うでの代わりになっているからかもしれない。そう思って改めて見ると、セスタスの装そう甲こうを深々と切り裂さいていまだに熱を残している傷は、なおさら痛々しく目に映った。

「心花ちゃん、どう見ても戦える状態じゃないよ。痛いんだろ。そんな酷ひどい傷──」

「平気ですってば。じゃあ、いいです。吏玖さんが行かないなら、一人で行きます」

「行かないなんて言ってないだろ！　ああ、もう……！」

　吏玖は苛いら々いらとため息を漏もらす。

「心花ちゃんのことはさておくとしても、〈火神結社〉が墨緒さんをどこに連れて行くのかわからないと動けないよ。あいつら、何か言ってた？」

「いえ、特には……」

「そうか。じゃあ調べないとな」

　人通りがないことを確かく認にんしてから、吏玖は《夜来たる》を抜ばつ刀とうした。

〝あ、戦やる気になった!?〟

（何聞いてたんだよ。いいから墨緒さん探してくれ）

〝ええ？　人間を探せっての？　私そんなのできないし〟

（あ、そうか。じゃあ《凍月》と《清焰》を探してくれ。それなら大だい丈じよう夫ぶだろ？）

〝当たり前よ、そんなの〟

　つんと顔を上向かせて《夜来たる》は答え、目を瞑った。

　お馴な染じみになったあの感覚、五感を超こえて遥はるか遠くまで届くレーダーのような知覚が吏玖の中に生じた。《夜来たる》と吏玖、魔剣と遣つかい手は、ヘリの飛び去った方向へと注意を向ける。家並みや木立を飛び越こえて、魔剣から放たれる隠しきれない剣けん気きを探して。

　ところが──

〝……あれ？〟

《夜来たる》の戸と惑まどった声。

　感じない。

　どういうわけか、《凍月》の冷たい殺気も、《清焰》の焼けつく感覚も一向に感じない。

　ヘリは夜空に消えてもう肉眼では見えないが、《夜来たる》ならどこへ向かったかぐらいは捕ほ捉そくできていいはずだった。

（おい、どうした？）

〝あれ？　あれ？　うーん、おかしいな〟

《夜来たる》は腕うで組ぐみをして首を捻ひねっている。

〝なんか、見失っちゃったみたい？〟

（ええ？）

〝てへ？〟

「てへじゃねーよ！」

「ど、どうしたんですか、吏玖さん？」

　いきなり大声を出した吏玖に驚おどろいたのか、心花が目を丸くした。

「見つからないんだ」

〝見つからないっていうか、隠されてる？　何かが邪じや魔ましてるような……〟

「方向が違うのかな。別の方角も見てみよう」

　ヘリの去った方角に絞しぼり込んでいた知覚を緩ゆるめて、ぐるりと周囲をサーチしかけたところで、ようやく気付いた。

「ちょ……なんだこれ」

〝わ、いっぱい〟

　すぐ近くに、複数の魔ま剣けんがいる。

　一ヶ所に固まった魔剣の群れが、高速で近づいてくる。

「心花ちゃん、気をつけて」

「え？」

「何か、来るぞ」

　ヘッドライトが路上の二人を照らし出した。

　漆しつ黒こくの車体を艶つややかに光らせて滑すべるように近づいてきた大型の高級車が、吏玖と心花を少し通り過ぎたところでぴたりと停とまった。

　ロールスロイス・シルバーレイス。

　シルバーレイスの後ろには、およそ不釣つり合いな外見の、無骨な大型車が続いていた。

　ソビエト製ＧＡＺ66軍用トラック。ごつごつした箱形の車体は六輪に改造され、荷台には幌ほろがかかった兵員輸送仕様である。

　シルバーレイスの窓が降り、少女が顔を出した。

「こんばんは、吏玖」

「……鋳いる流る！」

〝《虚きよ数すう》！〟

　可か憐れんな笑え顔がおは、〈兵器廠アーセナル〉の盟主リングリーダーにして、魔剣《虚数》の遣い手、鋳流のものであった。

「吏玖さん、下がってください！」

　心花が鋭するどく叫び、吏玖の前に身体を割り込ませた。

　右手を身体の前に立てて腰こしを落とした、完全な戦せん闘とう態勢である。

「あら、いたの」

　今気付いたように鋳流が言った。

「あなたに用はないわ、心花ちゃん。引っ込んでてくれない？」

　拳こぶしの届く距きよ離りで殺気をまともに浴びているにもかかわらず、態度は変わらない。

「ふッ」

　止める暇ひまもなかった。

　心花は一いつ切さいの無む駄だ口を叩たたかず、ただ、鋳流目がけて《象られた力》を叩き込んだ。

　分厚い鋼板が衝しよう突とつする轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

「……あっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げた心花の拳は、鋳流に到とう達たつする前に止まっていた。

　内側から車のドアが開かれると同時に、分厚いガラスの覗のぞき窓がついたタワーシールドが忽こつ然ぜんと現れて、《象られた力》を受け止めたのだ。

　車内にいた鋳流の護衛が抜ぬいた盾たて型の魔剣である。

「くぅっ」

　心花が拳を引いて体勢を立て直そうとする。傷ついた状態で盾をまともに殴なぐった《象られた力》が泣き叫さけぶ。心花の顔にもはっきりと苦痛の色が浮うかんでいる。タワーシールドの遣い手である見上げるような体たい軀くの黒人が車外に踏ふみ出し、心花を叩き潰つぶそうと盾を構える。吏玖は心花を助けるべく、《夜来たる》を持ち上げて、前に一歩──

「やめろ！」

　鋳流の叱しつ咤たが全員を凍こおり付かせた。

「……はあ。ちょっと、吏玖。この子飼うなら、ちゃんと躾しつけておきなさいよね」

　呆あきれ顔で鋳流がかぶりを振ふった。

「この前はあなたもいきなり刺さしてきたしねえ。手て癖くせが悪いんじゃない、二人とも？」

「……何の用だよ」

「それを話そうとしてたところなんだけど」

　ざわつく人声と視線を感じて振り向くと、後続の軍用トラックの荷台から何人もの男女が降りてきて、興味深げに吏玖たちを眺ながめていた。

「──早瀬吏玖だ」

「ああ、《夜来たる》の……」

「《フィアサム・エンジン》を折ったって」

　耳に入る会話から敵意や悪意は感じられなかった。

　むしろ好意的と言ってもいいほどのぎらぎらした視線を注がれて、吏玖は落ち着かない気分になる。

〝あれ、全員魔剣遣いよ、リク。わかってるわね〟

（ああ）

《夜来たる》のはやり立つ声に、吏玖は短く返した。

　こんなにたくさんの魔剣遣いに囲まれるのは、あのとき──《虎よ、虎よ》の遣い手、円えん藤どうを殺してしまったとき以来だ。

　見み渡わたす限り魔剣だらけという状じよう況きように《夜来たる》は興奮しきっており、気を抜くと吏玖の精神も持っていかれそうだ。

　剣けん士したちから視線を引き剝はがして、鋳流に向かって訊たずねる。

「何の集まり、これ？」

「殴り込みよ、な・ぐ・り・こ・み」

「えっ？」

「これから〈火神結社〉の拠きよ点てんに特ぶっ攻こみに行くの」

　さらりと言われて、吏玖は目を白黒させる。

「もしよかったら、夜のデートにお誘さそいしようと思うのだけど、いかが？」

　白い花弁はなびらを開くように、鋳流は微笑ほほえんだ。
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　亡霊レイスの名に相応ふさわしく、シルバーレイスは滑すべるように夜の中を駆かける。

　ツーリングリムジン仕様の車体は巨きよ大だいで、広かった。向かい合わせになった後部座席は、鋳いる流ると護衛二人に加えて吏り玖くが乗っても、まだ空間に余よ裕ゆうがある。

　そこに心花このかを加えても余裕だった。

　白人と黒人の巨きよ漢かん二人に挟はさまれて向かいの座席に悠ゆう然ぜんと座る鋳流は、おおむね満足そうな顔をしていたが、心花が吏玖と一いつ緒しよに乗ってきたことだけはお気に召めさないようだった。

　しかし、吏玖があの場に心花を残していくという選せん択たく肢しはなかった。あれ以上揉もめて時間を空費することは鋳流も望んでいなかったらしく、結局、吏玖と心花は二人とも、ロールスロイスの豪ごう華かなシートに腰こしを下ろして鋳流と顔をつきあわせることになっていた。

「飲み物はいかが？　なんでもどうぞ、お酒もあるし」

「未成年だよ、僕も心花ちゃんも」

「つまんない子ねえ」

「吏玖さん、油断しちゃだめですよ。毒を盛られるかも」

「殺すつもりならとっくに殺せてるのよ、心花ちゃん」

「そういうことは、殺してから言ったらどうですか。かっこわるいですよ」

「ふーん……上等じゃない……！」

「やめてくれ、頼たのむから」

　気色ばんで腰を浮うかす鋳流に手のひらを向けて制止し、吏玖は隣となりで唸うなる手負いの妹分をたしなめる。

「心花ちゃん、心配はもっともだけど、話がしたいんだ。僕は大だい丈じよう夫ぶだから、心花ちゃんは体力の回復に専念してくれ」

「……わかりました」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんで、心花はようやくおとなしくなった。

「まったく……なんでデートに保護者がついてくるのよ」

「あんただって護衛二人も連れてるじゃないか」

「指導者には体面ってものがあるからね。紹しよう介かいしたっけ？　ディーとダムよ」

　適当に紹介された護衛二人と、吏玖は目を見み交かわした。鋳流が指差した順番からすると、白人の方がディー、黒人がダムだろうか。芹せり沢ざわ家の前で最初に遭あったときは、ディーが大きな円形のスパルタンシールド、ダムはさっきも見たとおりタワーシールドを遣つかっていた。

「それより──」

　鋳流は上うわ目め遣づかいで吏玖を見て言った。

「あんた呼ばわりはないんじゃない？　名前で呼んでよ、いるるって」

「そんなに親しくないだろ」

「今まではね」

　すぐ隣で睨にらみ付けている心花を完全に無視して、鋳流は甘い声で続ける。

「ねえ、吏玖。いるる、あなたのことがもっと知りたいの」

「なんで？」

「あなたには、他ほかの人にないものを感じるから」

「僕じゃなくて、《夜来たるNightfall》に関心があるんじゃないの？」

「そうかもしれない」

　意外にも鋳流は素す直なおに頷うなずいた。

「いるるにもわからないの。あのときのことを憶おぼえてる？　《虚きよ数すう》と《夜来たる》が触ふれ合った、あのとき」

「僕に円えん藤どうを殺させたときのことか？」

「あなたが円藤を殺したときのことよ」

　相手を揺ゆさぶろうとした言葉の刃やいばは、何の効果も上げずに跳はね返ってきた。

「ねえ、吏玖。あなたはあのとき、何も感じなかった？」

　ずい、と鋳流が前に出て、膝ひざと膝が触れ合う距きよ離りで顔を近づけてくる。

「あなたはいるるのこと、どう思ってる？」

「敵だと思ってるんだけど」

　にべもない返答に、いるるは小さく笑みを洩もらして身を引いた。

「嫌きらわれてるのね。この前うちのビルに来たときは、歓かん待たいしたつもりなんだけどなあ」

「歓待？　あれが？」

《虚数》によって意思をコントロールされた心花と闘技場ピツトで戦わされたのは、吏玖の基準ではどう考えても歓待ではない。

「そうよ。だって、楽しかったでしょう？　そのはずよ？　だってあなた、楽しそうな顔してたもの」

「──そんなこと」

「いるる見てたもん」

〝ああ……確かにあれ、楽しかったよね〟

　吏玖を挟んで心花と反対側に腰こし掛かけた《夜来たる》の幻げん像ぞうが、反はん芻すうするように言った。

「あのあとも、あなたにいろいろお花を贈おくったんだけど……届かなかったみたいね」

「お花？」

　意味がわからず、吏玖は眉まゆを寄せる。

「《夜来たる》と戦いたがってる子が何人もいたから、あなたに贈ってあげたのよ。きっと喜んでくれると思って」

「え……？」

〝は!?　なにそれ!?　知らない！〟

《夜来たる》が跳とび上がった。

「でも、みんな横取りされちゃった。〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の女にね。奴やつら、どうしてもあなたにこれ以上戦わせたくなかったみたい」

〝私が折るはずだった魔ま剣けんを、みんな!?　なんて酷ひどい！　許せない……!!〟

　憤ふん慨がいのあまり《夜来たる》は半泣きだった。

　吏玖は《タンジェント》を取られた夜のことを思い出す。では才さい森もりは、自分の知らないところで、あれと同じようなことを繰くり返していたのか。そう思うと──腹が立った。

「でもね、安心して。もう邪じや魔まさせないから」

　にっこり笑って鋳流が言った。

「いるるとあなたの間に二度と割り込んでこないように、今夜、奴らを教育してあげる」

「今夜って？」

「この襲しゆう撃げきよ。これもあなたのためにやってること。少しは喜んでくれる、吏玖？」

「え!?　僕のためって……」

　吏玖は絶句する。

「あ、あのさ……僕はそんなこと、してほしくないんだけど」

「ううん、遠えん慮りよしないで。みんなの顔、見たでしょう？」

　後続のトラックに乗っている〈兵器廠アーセナル〉の剣けん士したちのことである。

「みんな喜んでるのよ。魔ま剣けん遣つかいが何よりも求めるのは、魔剣との戦い。その機会をもたらしてくれたあなたに感謝こそすれ、恨うらむ者はいない。あなたが気にする必要はないわ」

「……いや、だけど……」

「ふふ、冗じよう談だんよ」

　吏玖の動どう揺ようが面おも白しろかったのか、鋳流は口くち許もとに手を当てて肩かたを震ふるわせた。

「でも、半分は本当」

「半分？」

「〈火神結社〉の存在はもちろん前から知ってたけど、表立って抗こう争そうしてたわけじゃないの。こっちは単騎ソロの魔剣遣いが自然に集まってできた寄り合い所帯、向こうは歴史の古い組織らしいけど、動きの鈍にぶいロートル集団。双そう方ほうのメンバーが戦うことはあったけど、魔剣と魔剣が戦うのは当たり前。別に騒さわぐようなことじゃないでしょ？」

〝まったくもって、その通りね〟

　吏玖にしか聞こえない声で《夜来たる》が同意する。

「今までは、それでよかった。でも奴らがいるるの邪魔をするなら話が違ちがってくるわ」

「邪魔って、あんたが──」

「い・る・る」

「……君が」

「まあ、とりあえずいいわよ、その呼び方でも」

「君が僕に、その……花を贈るのを邪魔するのをやめさせたいってこと？」

「それが第一の理由。もう一つは、もっと直接的に、いるるにケンカを売ってきたから」

「ケンカ？」

「あなたが来て、心花ちゃんを連れて行ってから数日後のことだけど、あのビルに〈火神結社〉が襲撃をかけてきたの」

「戦ったのか？」

「いいえ。事前に情報は入っていたから、奴僕ヘンチマンだけ何人か残して、ビルを空っぽにしておいたのよ。うちの子たちはみんな戦いたがってたけど、ちょっとだけおあずけしたの。相手がどれくらい本気で来ているのか見み極きわめたかったからね」

　うっすらと微笑ほほえみながら鋳流は続ける。

「あなたも知ってる《清焰ホーリー・フアイアー》の小こ娘むすめが、襲撃チームを率いて大張り切りで突つっ込んできたわ。別の場所から監かん視しカメラで見物してたんだけど、派手に戦うつもりがもぬけの殻からで、だいぶがっかりしてたわね。腹いせにあちこち壊こわしたあげく、おみやげ用に残しておいた奴僕を連れて、ふんぞり返って帰っていった」

　目に見えるようである。

「賊ぞくが立ち去ったあと、めちゃめちゃになったロビーに立って、いるるは考えたの。ほうほう、そうですか、そういうつもりなら、これはきっちり、おかえしを差し上げなくちゃってね」

「それで、殴なぐり込み？」

「そう」

「……やっぱりここで降ろしてくれない？」

〝ちょっとリク、馬ば鹿か言ってんじゃないわよ！〟

「いるるはいいんだけど、あなたの墨すみ緒おお姉さんを〈火神結社〉から取り返すには、一いつ緒しよに行くのが一番早いと思うわよ」

「……気になってたんですけど」

　心花が低い声で言った。うるさいな、という鋳流の目つきに負けずに言葉を継つぐ。

「なんで私たちのところに、あんなに都合良く現れたんですか」

「あのねえ……そもそもやかましいのよ、心花ちゃんの魔剣は」

「うっ、それはそうですけど」

　もっともな指し摘てきを受けて心花がたじろぐ。

「《象られた力ジヤガーノート》が吼ほえてたら、近くにきっと吏玖がいる。そう推測するのは簡単よね。探査サーチしてみたら、案の定《夜来たる》が近づいてきてたし。都合良くもなにも、どのみち吏玖を誘さそっていくつもりだったのよ──というか、いるるが拾いたかったのは吏玖だけで、心花ちゃんはどうでもよかったんだけどな」

「でも、目的地が一緒だってどうしてわかる？」

　心花がむっとした顔になったので、これ以上話をこじらせないよう、吏玖は急いで口を挟はさんだ。

「いるるにもそれなりに情じよう報ほう網もうがあるの」

「情報網？」

「いろんな魔剣がいれば、いろんな能力があるのよ」

「ああ……なるほど」

　情報収集に秀ひいでた特とく殊しゆ能力を持つ魔剣もきっとあるのだろう。どういう代しろ物ものか見当も付かないが。

「……わかった。一緒に行くよ」

「よかった。ただし、条件があるわ」

「条件？」

「ええ」

〝嫌いやな予感がしてきたわ〟

《夜来たる》が呟つぶやく。吏玖も同感である。

「自分で誘っておいて、いまさら条件出すのはおかしいと思う」

「細かい男ね。そんな了りよう見けん狭せまいとモテないわよ」

「え？　僕が悪いの？」

「当たり前でしょ」

　さも当然のように言われて吏玖は首を傾かしげる。

「なに不思議そうな顔してるの？」

「いや……まあいいや。で、その条件って？」

「吏玖に、触れさせて」

「僕に……え？」

　吏玖はまじまじと鋳流の顔を見返した。

　鋳流の眼まな差ざしは真しん剣けんだった。

〈兵器廠〉の盟主リングリーダーは、思わず怯ひるむほどまっすぐに、吏玖を見ていた。

　からかっているわけではなさそうだった。

　その指がゆっくりと上がり、吏玖の顎あごをツイと持ち上げた。

　隣となりの心花が、はっと身を強こわばらせる。

《夜来たる》の凄すさまじい緊きん張ちよう感かんが伝わってくる。

〝リク〟

《夜来たる》の幻像は既すでに姿を消していた。戦せん闘とう態勢──不用意に遣つかい手に触ふれた魔剣遣いを、いつでも斬きる、という意思表示である。

　今まで吏玖と鋳流の会話には一いつ切さいの関心を示していなかった二人の護衛が、シートの上でわずかに重心を変える。

　疾しつ走そうする車内の空気が最大限に張り詰つめたとき、鋳流の口から、切なげなため息がこぼれた。

「ああ────じれったい」

「…………？」

「あなたを見ていると、何かを想おもい出しそうになる。だけど、それが何かわからない」

「どういう……」

「手を出して」

「？」

「《虚数》と《夜来たる》を交えて、話がしたいの」

　鋳流は指を引っ込めて、シートの上をにじり寄ってきた。

「魔剣遣い同士は、相手の身体からだを通じて、相手の魔剣とも会話ができる。知ってる？」

　──才森との最初の戦闘後、《凍いて月づき》と話したあれのことか。

「知ってる。やったことある」

「えっ」

　心花がショックを受けた顔で吏玖を見た。

「だ、誰だれとしたんですか吏玖さん」

「才森と──」

「あの女ひとと!?」

「ちょっと、うるさい」

　心花をひと睨にらみして、鋳流は続ける。

「だったら話は早いわ。それをやりたいの」

〝嫌いやよ、リク。私は嫌！　戦うならまだしも、そんな変なやり方で《虚数》に遭あうなんてまっぴらよ！　あいつ気持ち悪いんだもん！〟

「どうしたの？」

　吏玖が躊躇ためらっているのを察したのか、鋳流が訊たずねた。

「《夜来たる》が嫌がってる。《虚数》と接せつ触しよくしたくないって」

「そうです！　だめですよ、吏玖さん！　あのときの私と同じようにされちゃいます！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。刃はを交えれば《夜来たる》を制圧するのは簡単だけど、手を触れるだけ。心配しないで」

〝嫌！　嫌！　ぜ──ったい、嫌！〟

「嫌だって」

「そう……。じゃあ、聞きなさい、《夜来たる》」

　鋳流は姿の見えない《夜来たる》に向かって話し始めた。

「知りたいとは思わない？　自分の中にあるものを」

〝なに？　リク、こいつ、私に話してるの？〟

「あなたの中には、あなたも知らない、何かがある」

〝知った風なことを……〟

「それを確かめたいとは思わない？」

〝…………〟

「何もかもが明らかになるとは言わないわ。いるるも手て探さぐりだから、確証はない。でも、《虚数》もあなたに興味を持ってる。話したいのよ。強ごう引いんなことはしないと約束するわ。あなたをやっつけるときは、ちゃんと正面から戦うから。あなたも魔ま剣けんなら、いるるも《虚数》もそうしたがるはずだって、わかるでしょう？」

《夜来たる》は黙だまり込んだ。

（……どうする、《夜来たる》？）

〝……………………わかった〟

　ぽつりと答えが返ってきた。

〝いいよ、リク。やって。でも……お願い、そばにいてね〟

（ああ）

〝何が出てきても……ひとりに、しないでね〟

（……ああ、そばにいる。大丈夫だ）

　吏玖が鋳流に向かって頷うなずくと、鋳流は手のひらを持ち上げた。

　心花が何か言おうと口を開いたが、気け圧おされたようにそのまま動きを止めた。

　吏玖は右手を持ち上げ、鋳流の差し出した手のひらに、そっと重ねた。

　何かがつながった感覚に打たれて、吏玖と鋳流の身体がびくりと跳はねた。




　顔を上げると、向かいのシートの上、鋳流の隣に、おぼろげな人ひと影かげが見えた気がした。しかと見定めようとするとするりと逃にげる幻まぼろしのような影かげではあったが。蜉蝣かげろうの羽にも似た半はん透とう明めいの少年のヴィジョンが脳のう裏りに浮うかんだ。以前目にした《虚数》の刀身を連想させる、優美な薄うす緑みどり色をしていた。

〝やあ、《夜来たる》〟

　人間ではあり得ない、ひどく繊せん細さいな、優やさしげな声が言った。

〝……《虚数》〟

〝ああ──やはり、そうだ〟

　そう言う《虚数》の声にはある種の感かん慨がいがあった。

〝おまえには、我と通じるものがある……わかるか？〟

〝…………わかる〟

《夜来たる》が慎しん重ちように言った。

〝《虚数》、あなたは……旧ふるい。とても旧い……私と……同じくらい……？〟

（いるるにもわかる。やっぱりそうなのね）

　吏玖の目を見たまま、鋳流は唇くちびるを動かさずに言葉を紡つむぐ。

（いるるとあなたの間には、余人にはないつながりがある──）

（そう……なのか？）

　ピンと来ていないのは、吏玖だけのようだった。

（わからないの？）

　吏玖を見つめる鋳流の目は、なぜか寂さびしそうだった。

（ごめん）

（そう……）

　鋳流が目を伏ふせた。吏玖は不可解な罪悪感を覚える。

〝《虚数》、あなたは何か知ってるの？〟

〝何も知らぬ。我は、おまえを探りたい。おまえの中にある秘密……物語……あるいは…………歴史〟

（《凍月》も同じようなことを言ってた。《夜来たる》の失われた記き憶おくの中にあるのは、魔剣という種族の歴史じゃないかって）

　吏玖が口を挟むと、《虚数》は考え込んだ。

〝なるほど……何か想い出したことはあるか？〟

〝断だん片ぺん的な情景だけ〟

〝見せろ〟

〝これよ〟

　人間にはよくわからない方法で、魔剣から魔剣へと記憶が受け渡わたされた。

　二ふた振ふりの魔剣と二人の遣い手の眼前で、折りたたまれた記憶が花を開く。

　黄おう褐かつ色しよくの大地、燃える集落。

　大勢の兵士が、集落の中心にある巨きよ大だいな建物に突とつ入にゆうし、鎖くさりをかけた怪かい物ぶつを引きずり出してくる。

　大型の熊くまか類るい人じん猿えんを思わせる逞たくましい巨きよ体たいに、腕うでが六本。二つに割れた蹄ひづめのついた足。

　頭部から伸のびる鹿しかの枝角。

　煙けむりのかかった顔の中で、燃える炉ろの色をした四つの目が光る。

（何これ？　化け物……？）

　鋳流が不ふ審しんげに言う。

〝鋳流、我は、これに──憶おぼえがあるぞ〟

《虚数》の声には驚きよう愕がくの色があった。

〝想い出せないが、確かに知っている。この──これが──我を創つくったのだ〟

〝創った？〟

（魔剣を生み出したのが、この怪物だっていうのか？）

（確かなの、《虚数》？）

〝確かなものなどない。《夜来たる》の言葉で初めて気付いたが、我にも鋳流と出で逢あう以前の記憶などない。魔剣とは、そういうものだ。そう思っていた。だが、これは何だ。忘れていることすら忘れていた、この感覚は。我は、この存在を、知っている〟

（大丈夫、《虚数》？）

　吏玖が初めて聞く、心配そうな声で鋳流が訊ねる。

〝大丈夫だ、鋳流。だが──我が望んだこととはいえ、《夜来たる》よ、おまえはなんということをしてくれたのだ〟

《虚数》が喜んでいるのか、恐おそれているのか、怒おこっているのか、絶望しているのか、あるいはそのすべてであるのか──吏玖にはまったく判断がつかなかった。

〝我は何者だ？　我々とは、魔剣とは、何なのだ？　今までこんなことを考えたことはなかった。おまえは我に、我の存在そのものへの疑問を植え付けたのだ！〟




　　　　２．




　そうだ。疑問を持ったことは、一度もなかった。

　魔剣を授さずけられ、〈火神結社〉の遣い手として、社会の裏側で繰くり広げられる闘とう争そうに身を投じるのは、疑問を差し挟はさむ余地のない当たり前の生き方だった。

　それなのに──

　尋じん問もん室の隅すみに立った才森加か奈な子こは、目め隠かくしのまま椅い子すに座らされた芹沢墨緒を見張りながら、いつのころからか己おのれの中に生じた慣れない思考に悩なやまされていた。

〈火神結社〉は才森のすべてである。

　結社の子として生まれ、結社の中で育った。

　六つのときに《凍月》と出逢った。

　忘れもしない。結社が長い歴史の中で蒐しゆう集しゆうした、多数の魔剣が眠ねむる大だい霊れい廟びようでのことだ。

　ひどく寒い日だった。石造りの大霊廟の冷え切った空気が、息を白く曇くもらせ、手足の先の感覚を失わせていた。かじかんで真っ赤になった才森の幼い手に吸い付くようにおさまったのが、刀身を雪の結けつ晶しように似た刃は紋もんに彩いろどられた白いレイピア、《凍月》だった。

　美しく、呵か責しやくなく、雪ゆき狼おおかみの思し慮りよ深さと獰どう猛もうさを併あわせ持つこの第二世代魔剣が、それ以降、才森が命を預ける唯ゆい一いつ無二のパートナーとなったのだ。

　何度も戦い、何度も死にかけた。

　そのたびに《凍月》に治ち癒ゆされ、死の淵ふちから帰き還かんした。

　そのたびに《凍月》との絆きずなは強くなった。

　顔も名前も知らない産みの親よりも強い絆が。

《凍月》さえいればいい。

　この頼たのもしい魔剣さえそばにいてくれれば、才森の世界は満ち足りる。

　魔剣を回収する任務に何度も携たずさわり、着々と実績を積み重ねた才森は、何人もの徒と弟ていの中でも群を抜ぬいて腕うで利ききの、忠実なエージェントになっていった。

　同期の竜りん胆どうと共に、鍛匠マイスターに直接指令を受けて行動するという、飛び抜けて優ゆう秀しゆうな立場になった才森は、このまま行けば何の問題もなく〈火神結社〉の階かい梯ていを上っていくはずだった。

　それなのに──

〝カナコ、気がかりがあるのか？〟

　才森の心の波立ちを感じ取ったのか、隣となりに座った《凍月》が低い声で訊たずねた。

（なんでもない。考え事をしていただけ）

〝それならいい。最近のカナコは考え事が多いな〟

《凍月》の一言に才森は揺ゆれる。

　そうなのだ。

　きっちりと整せい頓とんされていたはずの才森の世界は、最近になって大きく乱された。

　原因はわかっている。

　わかりすぎるほどわかっている。

　──早はや瀬せ吏玖。

《夜来たる》の遣つかい手となった、あのうすらぼんやりした奴やつがすべての原因だ。

　何も知らないくせに、差し伸べた手は断る強ごう情じような男。

　魔ま剣けんの恐ろしさを説いても耳を貸さず、《夜来たる》に引きずられてさまよっている。

　愚おろか者だ。

　だが──

　──あいつは……、今まで戦ってきた魔ま剣けん遣つかいとは、どこか違ちがう。

　才森が狩かってきた魔剣遣いたちは、突とつ然ぜん手に入れた力に酔よいしれた戦闘狂バトルホリツクばかりだった。初めは理性的だった者も、戦いの興奮に魅みせられ、魔剣を折る快感に中毒アデイクトし、ひたすらに次の戦せん闘とうを求めるようになる。適切に調教されていない魔剣は麻ま薬やくに等しい。偶ぐう然ぜん手に入れた人間が制せい御ぎよできるようなものではないのだ。

　早瀬吏玖も、そういう連中の一人にすぎないと思っていた。

　実際、そばで見ていれば、彼がどんどん修しゆ羅らの道を進んでいくのがわかる。

　他ほかの連中と違うと思ったのは、あのときだ。

　──あいつは、折れたはずなのに、《凍月》を折らなかった。

　最初に《夜来たる》の回収を命じられたときは、すぐ終わる仕事だと思った。

　新たに出現した魔剣を追い、回収し、結社の拠きよ点てんに持ち帰る。

　聞き分けが悪いようなら──たいていの場合、そうなのだが──ちょっと刺さして、凍こごえさせて、強ごう引いんに奪うばうだけだ。

　何度もこなした、珍めずらしくもない仕事。

　しかし、不覚を取って──予想外に長引いた。

　挙げ句の果てに、ただの偽装カバーアツプでしかなかったはずの高校生の身分のまま、早瀬吏玖のそばで何ヶ月も過ごすことになった。

　──もしかすると、結社の上層部は最初からこの可能性を視野に入れていたのか？

〈火神結社〉の持つ力からすれば、ターゲットの通う学校にエージェント一人を身分証付きで送り込むくらい簡単なことだ。だから才森も、すぐ終わる仕事なのに大げさな、と思いながらも、特に気にはしなかったのだが……。

　──いや、そこに何らかの意図があったとしても、関係ない。

　上層部が末まつ端たんには思いも寄らないことを考えていたとしても、それは末端が考える必要がないことだ。一いつ介かいの徒弟である才森に求められるのは、ただ結社の意のままに動き、任務を黙もく々もくとこなすこと。それだけだ。

　──それなのに。

　鍛匠マイスターゾーンタークが監かん視し任務の終しゆう了りようを告げたあのとき。

　安あん堵どしてもいいはずだった。

　猥わい雑ざつな一いつ般ぱん社会に送り込まれて、何を考えているのかまったく理解できない同年代の男女の中で一人、至近距きよ離りからターゲットの監視を継けい続ぞくするのは、控ひかえめに言っても面めん倒どう極きわまる仕事だったからだ。

　だが、代わりに才森が感じたのは、寂さびしさだった。

　もう少しあの場所にいたかった、と──そう思ったのだ。

　未練である。

　だが、いったい、それは何に対する未練か。

　高校生としての生せい活かつか。

　あのお節せつ介かいな鷹たか野の香か織おりか。

　香織の顔を思い浮うかべて、おかしくなる。

　なんという見けん当とう違ちがいの努力をしていたことだろう、あの娘こは。

　──私がいなくなったら、どんな顔をするんだろうな。

　考えると、なぜか胸のあたりが変な感じになった。

　それに、早瀬吏玖。

　──彼はもう、私が芹沢墨緒を拉ら致ちしたことを知っているはずだ。

　次に遭あうとき、早瀬吏玖はどんな顔で自分を見るだろうか。

　彼が《凍月》を折るチャンスは二度あった。

　最初に戦ったときは、才森もろとも《凍月》を一刀両断にできたはずだった。

　才森が《虎よ、虎よTiger-Tiger》に刺されて意識を失ったときも、彼は無防備な《凍月》を折らなかった。

　──三度目は、ないだろう。

　外の通路を足音が近づいてきて、扉とびらが開いた。

　尋問室に入ってきたのは、ホルスト・ゾーンタークと竜胆めらだ。

　扉が重い音を立てて閉まり、椅子に座った芹沢墨緒がびくりとした。




　目隠しを解かれた墨緒の目に眩まぶしい光が射さし込んだ。

　しばらく暗くら闇やみの中にいたので、明るさに順応するまで時間がかかる。

　慎しん重ちように薄うす目めを開けて様子を窺うかがう。

　慣れてくると、それほど強い光ではないことがわかった。
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　墨緒がいるのは、コンクリート打ちっぱなしの殺風景な部屋だった。

「強引に連れてきて悪かったわね」

　墨緒の座らされた椅子の正面に立っているのは、竜胆とか名乗っていた、あの背の低いポニーテールの少女だ。

　今はその手に魔剣はない。生意気そうな声は相変わらずだが、口調は落ち着いている。

「用が済んだら、ちゃんと帰してあげるから、心配しないで」

「……それは、ちょっと難しいかな」

　自分の声が震ふるえているのがわかった。

「難しい？」

「心配するなって言われても、この状じよう況きようじゃ……」

　墨緒はおそるおそる首を巡めぐらせた。

　部屋の出口はひとつだけだった。重そうな扉は金属製で、ドアというよりハッチとでも言った方が適切な造りだ。扉の脇わきには才森加奈子が立っていて、墨緒と目が合うとふっと視線を逸そらせた。

　室内にはもう一人、背の高い白人男性がいた。峻しゆん厳げんな風ふう貌ぼうは猛もう禽きんにも似て、仕立ての良さそうなスーツの上にコートを着た立ち姿には一分の隙すきもない。男は墨緒を見ても何も言わなかったが、その注意が常に自分を捉とらえていることを墨緒は疑わなかった。

　部屋の床ゆかに溝みぞが切られて、片かた隅すみの大きな排はい水すい口こうにつながっているのを目にして、墨緒は恐きよう怖ふに目が眩くらむ思いがした。

（うわー！　うわー！　か、勘かん弁べんしてよ。洒落しやれになんないよう）

　水で床を洗い流せるように造られた部屋。

　流れた血を洗うのが簡単な部屋。

　映画でこういう感じの場面は何度も見たことがあるが、いざ自分が当事者になってみると、悪夢以外の何物でもない。

（うう、吏玖、ごめん。私痛いの弱いから、何訊きかれても喋しやべっちゃうよ）

「えーと、芹沢墨緒。聞いてる？」

「ひゃいっ!?」

　竜胆の声に墨緒は跳とび上がった。

「な、な、なに？」

「落ち着いたら、話がしたいんだけど？」

「やめて！」

「え」

「私を拷ごう問もんする気でしょう！　バイオレンス映画みたいに！」

「え？　ちょ……」

「『ホステル』みたいに！　『レザボア・ドッグス』みたいに！　あるいは『勇ゆう午ご』みたいに！　あんなの無理だから！　ほんと無理だから！」

「いや、ちょっと待ってよ。訊きたいことがあるだけだから」

「ううっ、何よう。私たいして知ってることないのにいい」

「泣かないでよ。うざったいな」

「泣いてないわよう。うええええ」

「あーもー。ちょっと脅おどそうとは思ってたけど……」

「びええええ」

　泣いてしまった。

　少しすると手が伸のびてきて、涙なみだと鼻水を拭ふいていった。

　すんすん言いながら目を開けると、才森だった。

　相変わらず目は合わせなかったが。

「私から話そう」

　銀ぎん髪ぱつの男が口を開いた。

「怖こわがらせてしまってすまない。乱暴をはたらく気はないから、その点は安心してほしい」

「ぐすっ、ほんとに？」

「本当だ。あなたからむりやり聞き出したいことがあるわけではない」

「じゃあ、なんで私を攫さらったのよう」

「我々が求めるのは、早瀬吏玖の持つ魔剣だ」

　男は忍にん耐たい強く言葉を重ねた。

「〈火神結社〉は平和裡りに《夜来たる》を確保したい。そのために、あなたから早瀬吏玖を説得してほしいのだ」
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　ホルスト・ゾーンタークと名乗った銀髪の男は、怯おびえる墨緒の拘こう束そくを外して立たせると、意外に丁てい重ちような態度で尋じん問もん室から連れ出した。

　外の通路は暗く、狭せまかった。壁かべや天てん井じようには太さも色もさまざまなパイプやケーブルが張り巡らされている。目に映るのは生活感のない無機質な空間だったが、空気は汗あせばむほどに暖かい。足あし許もとからは、大型の機械のものとおぼしい低い震しん動どうが絶え間なく伝わってくる。

「ここは──工場か何か？」

「我々の基地のひとつだ」

　隣となりを歩くゾーンタークが答える。

「我々というのは、〈火神結社〉？」

「そうだ。〈火神結社〉がどのような組織であるかは、才森を通して伝わっているかと思うが」

「魔ま剣けんを回収して封ふう印いんする、古い秘密結社だと……」

　後ろについている才森を肩かた越ごしに振ふり返る。才森は無言のままゾーンタークと墨緒に付き従っていたが、隣を歩いている竜胆との間には距離を置いていた。

　相あい性しようが悪い──大学で、確か竜胆はそう言っていた。二人の態度を見ると、それは明らかだった。

「……でも、それくらいしか聞いてないんだけど」

「それだけ知っていれば充じゆう分ぶんだ」

「なぜ魔剣を回収するの？」

「あなたは学究の徒とのようだ。どう思う？」

「学部四年で学究の徒とか言われると怯ひるんじゃうな」

「いろいろ調べているんだろう？　あなたの推測を聞かせてほしい」

　どうやら今すぐにどうこうされるわけではないらしい。ようやく少し落ち着いてきて、墨緒は考えをまとめるために黙だまり込んだ。

「…………蠱こ毒どく？」

「お見事」

　ゾーンタークは薄うすく笑った。

「正解だ。よくわかったな」

「最初から、そこは見当が付いてたから」

「刕り蠱こ、という」

「りこ？」

「リは刀を三つ重ねた字だ。隋代の甲こう骨こつ文字にその表記があった」

「刕蠱…………」

　墨緒はその語を心に刻む。

「この言葉は、文字が形容するとおりの意味と思っていいの？」

「そうだ。似たような語は他ほかにもいくつかあったようだが。たとえば戈ほこの字を使った戈か蠱こという表記も見つかっている。意味するところは同じ、武器を用いた人間同士による蠱毒だ」

「魔剣は、その刕蠱のために創つくられたものだと？」

「察しが早い。あなたは実に聡そう明めいな女性だ」

　馬ば鹿かにされているような気がして、墨緒はむっとする。

「それはどうも。蠱毒の場合、最後に残った虫が呪じゆ殺さつに使われるけど、この場合はどうなるの？　最後に残った一本の魔剣は？」

「人類に仇あだなすものとなる」

「人類に……って」

「魔剣を創ったのは人類ではないのだよ」

「じゃあ、何？」

「ある種の神──一神教のそれではない、神格デイテイーと言ってわかるだろうか。我々はそれを、蚩し尤ゆうと呼んでいる」

「古代中国の鍛冶かじ神ね。確か、すべての武器を創ったという」

　ゾーンタークの話は、それまで墨緒が調べてきた断だん片ぺん的な情報に、一筋の糸を通すものだった。到とう底てい信じられないような内容ではあったが、真しん偽ぎの判断を先送りにして、墨緒は与あたえられた情報を頭の中の棚たなに突つっ込んでいく。話が本当であるかどうかは二の次だ。重要なのは、彼らが魔剣をどのように捉え、どのように考え、どのように行動するかである。

「その蚩尤が、人類を呪のろうために魔剣を創った？」

「そうだ。この呪いが成じよう就じゆしたら──つまり魔剣が最後の一本になるまで刕蠱が進行したら、人類は呪じゆ詛そによって滅めつ亡ぼうする。それが我々の考えだ。〈火神結社〉は、刕蠱の進行を停止するか、少なくとも遅おくらせるためにさまざまな手段を講じている。そのひとつが、既き存そんの魔剣の回収だ」

「回収というのは、つまり、魔剣を所有している人を襲しゆう撃げきして、強ごう奪だつすること？」

「残念ながら、とても高い確率で、そうなる」

　ゾーンタークの口調には淀よどみがなく、特に残念そうでもなかった。

「死の刃ヴオーパル、と──魔剣のことをそう呼ぶ者もいる」

「…………？」

「あなたはまだよく理解していないのかもしれないが──魔剣は本来、人類の敵なのだ。魔剣は遣い手ハンドラーに寄生して、行動を操作し、魔剣同士の戦いへと駆かり立てる。そうするように創られているからだ。その目的のために、遣い手は戦いの中で使い潰つぶされていく。遣い手は犠ぎ牲せい者しやであり、回収は救済だ」

「だからって…………」

「麻ま薬やく中毒者から麻薬を取り上げるのは悪だろうか？　遣い手にとって、魔剣は麻薬そのものだ。使えば快感が得られ、さらなる快感を求めて、果てしなく自分を犠ぎ牲せいにしていくことになる。それを断たち切ることを、あなたは悪だと思うか？」

「お、思わないけど」

　気け圧おされながら、墨緒は答えた。ゾーンタークは厳しい目を墨緒に向ける。

「あなたは早瀬吏玖の保護者だ。にもかかわらず、彼が魔剣を持って徘はい徊かいすることを許している──いや、放置している。監かん督とく責任のある未成年に、極きわめて大きな殺傷力のある日本刀を持たせたまま、殺し合いをさせている。これを育児放棄ネグレクトと呼ばない理由があったら、是ぜ非ひ教えてもらいたいが」

　最も痛いところを突かれて、墨緒は黙り込む。

　事実、その通りだと思う。

　自分のやっているのは、そういうことだ。

　いや、やっているというより、やっていないことと言った方が正しいか。

　正直なところ──墨緒は途と方ほうに暮れている。吏玖が気を失った才森を担かつぎ込んできたあの夜から、ずっとだ。理解を超こえる出来事に巻き込まれて、誰だれかに相談することもできず、どうしたらいいかわからないまま、途方に暮れ続けている。

　最初に話を聞かされたときには、吏玖の前でパニックに陥おちいらないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。どうするのが一番いいのか──吏玖にもあのとき言ったように、結論は先送りにしたままだ。その結果、吏玖は今も傷だらけで戦い続けている。そして墨緒はといえば、魔剣の謎なぞの調査を言い訳に、研究に没ぼつ頭とうしているのだ。

　逃にげていると言われればまったくその通り。

　だが、しかし。

（人の都合も知らずに好き勝手言ってくれちゃって）

　胸の内で墨緒は呟つぶやく。

（そりゃそうかもしれませんけどね、こっちだって精一杯やってんのよ！）

　しかし、そんなことを言っても通じまい。

　理はあちらにある。墨緒にあるのは情だけだ。

　それぐらいはわかっていたから、墨緒は言葉をぐっと吞のみ込んだ。

「反論はないのか」

「……………………」

「理解してもらえたようで幸いだ」

（納なつ得とくはしてないけどね）

　じわっと視界が滲にじんだ。

（あーくそ。また泣いてやろうか）

　すん、と鼻を啜すすって目を擦こする。

　ゾーンタークの言うことは、確かに筋が通っている。

　たとえ刕蠱や蚩尤の話が全部でたらめだったとしても、少なくとも吏玖に《夜来たる》を持たせたままにするのは──常識的に考えて、よくないのだろう。

「……私に、何をさせたいの？」

「説得だ」

「吏玖の？」

「そうだ。《夜来たる》を手放すように、と説得してほしい」

　墨緒は眉まゆを寄せる。

「今になって説得？　どうして他の魔剣のように戦って奪うばわないの？　才森さんも最初はそうしようとしたんでしょう？」

「他の魔剣とはわけが違ちがうからだ。《夜来たる》には、もう一本たりとも魔剣を折らせたくない。こうしてあなたを拉ら致ちしたのも、可能な限り速すみやかに《夜来たる》を回収するための緊きん急きゆう措そ置ちだった」

「よくわからない。《夜来たる》は他の魔剣と何が違うの？」

「《夜来たる》は、第一世代と呼ばれる、極めて旧ふるい魔剣だということが明らかになった。それは蚩尤の手で直じかに鍛うたれた、最初の魔剣の一本だということだ。つまり、《夜来たる》の存亡は、刕蠱の進行に密接に関係している。《夜来たる》が他の魔剣を折るか、あるいは敗北して折られるか──どちらにしても破滅の時計ドウームズデイ・クロツクの針は進む」

「…………？　最初に創られた魔剣だと、問題なの？」

「刕蠱の進行度を最も強く左右するのは第一世代の魔剣だと、我々は考えている。その後の世代の魔剣は、刕蠱そのものには無関係という説もある。ことによると、第一世代の魔剣が最後の一本になった瞬しゆん間かん、刕蠱が成就するのかもしれない。数千年を経へて、第一世代の数は非常に少なくなっている。そして、第一世代の魔剣が何本現存しているか、誰も知らない」

「ということは……吏玖が折った相手の魔剣がたまたま第一世代だったり、逆に吏玖が折られたりしたら、その時点で刕蠱が成就する可能性がある……？」

「その通りだ。これでわかってもらえたかね？　人類は今にも切れそうなタイトロープの上にいて、ロープがいつまで保もつのか知る者はいないのだ」

〈火神結社〉が慌あわてている理由を、墨緒はようやく理解した。

（神様に呪われて人類滅亡……ねえ）

　今ひとつ実感に乏とぼしい話ではあったが、それでも漠ばく然ぜんとした不安に襲おそわれる。

（夏かの人たち、いったい何やらかしてそんな恨うらみ買ったのよ）

「あなたの話が全部本当だと仮定して──」

「偽いつわりは一いつ切さいない」

「──協力するにしても、それで吏玖を説得できるの？　口で言って魔ま剣けんを捨てさせられたら苦労しないでしょ」

「だからこそ、あなたに交こう渉しよう役を頼たのむのだ。唯ゆい一いつの身内であるあなたが理を説けば、早瀬吏玖も心が動くだろう。監かん視し報告から、それくらいの理性はまだ残されていると推測している。彼にとっても、これが最後のチャンスになるだろう」

　話しながら基地の中を歩くうちに、壁かべに窓がある場所にさしかかった。外には明るく照らされたヘリポートがあり、墨緒の拉致に使われた黒いヘリコプターが駐ちゆう機きしている。整備員らしい作業服の男たちが何人も、機体の周りを行き来していた。

（〈火神結社〉……大きい組織だ。とても大きい）

　ふと、墨緒の頭に疑念がよぎる。

（この基地。ヘリコプター。維い持じするだけでも相当な数の人間と資金が必要なはず）

　まるで私設軍隊か、大規模な民間軍事会社だ。

　墨緒を躊躇ためらいなく拉致した手て際ぎわといい、魔剣を持ったエージェントを複数抱かかえていることといい、〈火神結社〉が暴力の行使に慣れていることは明らかだった。

（それに、さっきの拷ごう問もん部屋）

　想おもい出して墨緒はぞっとする。

　今のところ、〈火神結社〉は理性を保っているように見えるが、まともな組織と言うにはあまりにも暴力のタガがゆるすぎる。

（こいつらを信じて吏玖の魔剣を渡わたして、ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？　やばいんじゃない……？）

　墨緒は横目でゾーンタークの顔を窺うかがったが、そこにはただ己おのれの職分への確信に満ちた、冷たく厳しい表情が張りついているだけだった。
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　手のひらを合わせたまま動きを止めた吏り玖くと鋳いる流るを、心花このかはじっと見つめていた。

　どちらも目はぼんやりと半開きで、何も映していないように思えたが、二人の間には邪じや魔まをするのが躊躇ためらわれるほどの緊きん張ちよう感がみなぎっていた。

（似てる）

　ふと、そう思った。

　向かい合っている吏玖と鋳流は、どこか似通った雰ふん囲い気きを持っていた。

　どこが、と言われてもわからないのだが。

　だんだん哀かなしくなってきた。

（変だな。なんで苦しいんだろ）

　鋳流が吏玖の顎あごに指で触ふれたときには、思わず拳こぶしが出そうなくらいの怒いかりに襲おそわれたのに、今はただ……つらい。

　自分でもおかしいと思う。

　しばらく息を詰つめて見ていたが、動きがないので、そっとため息をついてシートに身を沈しずめた。

　右手がずきずきと痛む。

《清焰ホーリー・フアイアー》に傷つけられてからずっと、頭の中で《象られた力ジヤガーノート》が泣いていた。

　聞いた限りでは、《夜来たるNightfall》をはじめ、他ほかの魔ま剣けんはたいてい遣つかい手と話ができる知性を持っているらしいのに、心花の右手に取って代わったこのセスタス型の魔剣が言葉らしい言葉を喋しやべったことは一度もない。

　獣けもののように吼ほえ、呻うめき、泣き叫さけぶだけだ。

　ときおりその声は爆ばく発はつ的に高まり、心花だけではなく他の魔剣にまで聞こえるほどになる。幸い今はそうではない──ただ痛みにぐずって、啜すすり泣いている。それを一人で聞かされ続けている心花も疲ひ労ろうしていた。

（黙だまれって言って、黙ってくれれば楽なんだけど）

　そんなに聞き分けのいい魔剣ではないのである。

（これ、どのくらいで治るのかな）

　右手に斬きり込まれた深い傷を見ながら、心花は顔をしかめる。

　装そう甲こう部分に痛覚はないが、斬られた部分が熱でめくれ上がり、焼しよう灼しやくされた金属の断面は溶とけてケロイド状になっている。分厚い装甲を貫つらぬいた《清焰》の一いち撃げきは、組くみ紐ひもで編まれた義手の部分にまで達していた。血こそ出ないが、生身の手と同様に、切り傷と火傷やけどの痛みが伝わってくる。

　ふと、視線を感じて顔を上げた。

　正面に座った護衛の片割れ──確かディーとかいう白人の方が、心花に目を向けていた。

（なに？）

　心花が警けい戒かいの目で見上げると、ディーはわずかに口を開いた。

「手を……当てておくといい」

「え？」

　岩から削けずりだしたような顔からは、表情がまったく読めない。

　鋳流を挟はさんで反対側に座っているもう一人、ダムが、眉まゆを上げてディーに目をやった。

　物好きな──とでも言いたそうな顔だった。

　ディーは低い声で繰くり返した。

「手を、当てておくといい」

「……手を？」

　ディーがのっそりと動いた。野球のグローブみたいに分厚い左手を、自分の右手に重ねてみせる。《象られた力》が傷を受けたのと同じ箇か所しよだ。

「安心するし……治りも早い」

　戸と惑まどいながらも、自分の左手を《象られた力》の傷口に当ててみた。

　そのままにしておくと、《象られた力》の泣き声が、次し第だいに小さくなっていく。

（本当だ。痛みが……引いてきた）

　心花の表情の変化を見て取ったのか、ディーは頷うなずいて、ふたたびもとの姿勢に戻もどった。

　装甲の上から傷口をそっと撫なでてやると、温かい感覚が広がっていく。

（安心……してるの？）

　車に揺ゆられるまま撫で続けるうちに、やがて心花の意識もゆっくりと遠のいていった。




「……ちゃん」

　誰だれかの手に揺さぶられている。

「もうすぐ着くよ、起きて」

「ん～」

　ぼうっとしたまま返事をする。

「お兄ちゃん……？　帰ってたの？」

　腕うでにかかった手が、動きを止める。

　──どうしたんだろう？

　ぼんやりと考えているうちに──唐とう突とつに意識が覚かく醒せいした。

「…………!!」

　飛び起きた心花の目に、吏玖の困ったような表情が飛び込んできた。

　身体からだの上にかけられていた何かがシートの下にずり落ちる。

　いつの間にか、横よこ倒だおしになって眠ねむっていたようだ。

「ごめんなさい！　私……」

「シートに涎よだれ垂らしたりしないでよ？」

　意地の悪い笑えみを浮うかべる鋳流をひと睨にらみしてから、足あし許もとに落ちた上着を拾って吏玖に返す。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気です。すみません」

「もうすぐ着くみたいだから、一応起こした」

「今どの辺なんですか？」

　そう訊たずねると、吏玖は曖あい昧まいに首を振ふって鋳流に目をやった。代わって鋳流が答える。

「さっき県けん境ざかいを越こえたわ。奴やつらの拠きよ点てんはすぐそこ」

「ずいぶん遠いんだな。ヘリが必要なわけだ」

　目覚めてからずっと、車は勾こう配ばいのある山道を登り続けている。何度も急なカーブを曲がり、折り返すので、そのたびに心花は倒たおれないようにシートの上で踏ふん張らなければならなかった。スモークのかかったサイドウインドウから見えるのは流れゆくガードレール、その向こうには黒々とした木々の梢こずえ。暈かさのかかった月が車をずっと追いかけている。

（あ）

《象られた力》の傷口がひりつくような感覚をおぼえて心花は顔を上げた。

（ほんとだ。あいつが……近くにいるのがわかる）

《清焰》である。

《象られた力》に深い傷を刻んだ魔剣のもとへ、車は急速に近づきつつあった。
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　運転席と後部座席を隔へだてる壁かべの向こうから、車しや載さい無線のやりとりがかすかに聞こえていた。何を言っているかはまったくわからない。ただ、割れた声とノイズの中から醸かもし出される緊張感だけは伝わってくる。

（さっきから静かだな、《夜来たる》）

　先ほどの四者会談を終えてから、《夜来たる》は一言も喋っていなかった。

〝リク……〟

（どうした？）

〝私、怖こわい〟

《夜来たる》は震ふるえる声でそう言った。

〝何か──私の中の知らない何かが、じっとこっちを見つめてる〟

（見つめてるって？）

〝そんな気がするの〟

　シートの上で両りよう膝ひざを抱かかえて、《夜来たる》の幻げん像ぞうは途と方ほうに暮れたような目をしていた。

（あの怪かい物ぶつのヴィジョンが気になるのか？）

〝そんなんじゃない。変なの。私の中に、知らない誰かがいるみたいな──〟

　もちろん、吏玖には思い当たる節がある。

　これまで三度顕あらわれた、《夜来たる》のもうひとつの刃じん格かく。

　普ふ段だんの《夜来たる》とは異なる性格、古めかしい雰囲気。不ふ吉きつな予感を身に纏まとったこの第二の刃格は、《夜来たる》自身にも認にん識しきされていないようだった。

（その知らない誰かは、何か言ってるのか？）

〝何も。何も言わない。でも、わかるの。前からなんとなく変だとは思ってた。魔剣に眠りはないはずなのに、ときどき記き憶おくがぽっかりなくなるときがあったから。でも、確証はなかった。今はわかる。私の中に、誰かいる〟

　車窓に映る車内の光景に、《夜来たる》の幻像の姿はない。鏡に映らぬ少女の向こうには、黒々とした夜がどこまでも広がるばかりだ。

〝ねえリク、リクは、もう一人の私に、逢あったことあるの？〟

　どう答えようか躊躇う吏玖を遮さえぎって、《夜来たる》は言葉を継ついだ。

〝いい。やっぱり言わないで。怖い。聞きたくない〟

　そして、縋すがるような目で吏玖を見上げた。

〝言わなくていいから、お願い──ひとりに、しないで〟

（……ああ）

〝お願い〟

（わかってるよ）

　顔を上げて鋳流を見た。

　鋳流もまた眉をひそめて、何事かを考えているように見えた。

《虚きよ数すう》との間でどんな会話が行なわれているのか、吏玖には推測すらできない。

　この少女のことを自分は何も知らないのだと、いまさらながら吏玖は気付いた。

　吏玖に見られていることに気付いてか、鋳流は眉を上げた。

　鋳流の手元の携けい帯たいが鳴った。

　電話に出た鋳流は、相手の言うことをしばらく聞いてから、きっぱりと言った。

「ＯＫ。手て筈はずどおりよ──やりなさい」

　後ろにつけていた軍用トラック、ＧＡＺ66が猛もう然ぜんとエンジンを吹ふかしたかと思うと、みるみる車間距きよ離りを詰めてきた。リアに触れそうなほどに近づいたヘッドライトが横に流れ、加速してシルバーレイスの脇わきを抜ぬけていく。

　携帯を耳に当てた鋳流はにやりと笑って言った。

「ぶちかませ」

　前方から金属が激しく衝しよう突とつするけたたましい音が聞こえた。

　シルバーレイスのタイヤが何かを乗り越えて、尻しりからショックが突つき上げる。

　車体を上下に揺らしながら高速で走り抜けたシルバーレイスは、タイヤを横よこ滑すべりさせて急停車した。

　すかさず後部座席両側のドアを二人の護衛が押し開け、それぞれの盾たて型魔ま剣けんを出現させながら車外に踏み出す。

　開いたドアから流れ込んでくる空気は、熱した金属の匂においだ。

「さあ、出入りよ、出入り」

　鋳流がうきうきと言って、パーカーのポケットに両手を突っ込んだまま、車からぴょんと飛び降りた。

　振り返って車内を覗のぞき込むその顔には既すでに、最初に遭あったときのようなふてぶてしい笑みが戻っている。

「ほら、早く降りなさい。遅おくれちゃうわよ」

「別にいいのに……」

　そう言いつつも車を降りた吏玖が目にしたのは、広大な敷しき地ちにぎっしりと立ち並ぶ工場じみた建物の群れだった。夜空を背景に仏塔パゴダを思わせる背の高い建造物が林立し、曲がりくねったパイプや剝むき出しの足場で装そう飾しよくされている。あちこちで赤や黄色のライトが点てん滅めつし、いくつかの構造物は頂点から炎ほのおを噴ふき出していた。

　敷地は背の高いフェンスでぐるりと囲まれているようだった。フェンスの上にはコイル状に巻いた剃刀鉄線レイザーワイヤーが張り巡めぐらされている。来た方を振り返れば、トラックのバンパーを破城鎚つい代わりに突とつ破ぱされたフェンスゲートが地面に横たわっていた。

　重量のある機械が動くごろごろという震しん動どうと、足あし下もと深くを流れる大量の水の音。一発で非常警報とわかる不吉なサイレンが山間に響ひびき渡わたり、敷地のあちこちでサーチライトが点灯される。上空で交こう錯さくする光条ビームが、夜空の星をあっという間にかき消した。

　シルバーレイスの前に停とまったトラックの幌ほろがはね除のけられ、荷台から〈兵器廠アーセナル〉の遣つかい手たちが続々と降りてきた。

「何が始まるんですか？」

　あとから車を降りてきた心花が、きょろきょろ周りを見回しながら呟つぶやいた。

「出入りだって」

「ヤクザみたい……」

「似たようなもんかも」

　囁ささやき交かわす吏玖と心花が見ている前で、鋳流が小こ柄がらな身体に見合わぬ大だい音おん声じようを発した。

「〈兵器廠〉の諸君！」

　その声はあらゆる騒そう音おんを圧して鉄のパゴダの谷間に響き渡った。

「我々は〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉の拠点に突とつ入にゆうした！　身みの程ほど知らずにも〈兵器廠〉にケンカを売った報むくいは受けてもらおう！　殺すも折るも自由、略りやく奪だつも許す──楽しんでくるがいい！」

　おおっ、と歓かん声せいが上がる。

〈兵器廠〉の剣けん士したちがそれぞれの魔剣を抜いていた。

　ヨーロッパのポピュラーな金属製の棍こん棒ぼう、メイス。

　同じく中世ヨーロッパの、片かた刃ばの戦斧バトルアクス。

　クランク状に湾わん曲きよくした古代エジプトの片手剣けん、コピシュ。

　鉤かぎ爪づめの付いた筒つつに柄えを通した日本の槍やり、管くだ槍。

　ペルシアの鎧よろい通どおし、ジラハ・ボック。

「カラスの嘴くちばし」を意味するインドの戦せん闘とう用ピック、ザグナル。

　幅はばの広い穂ほ先さきがついたフランスの三みつ又また槍、ショーヴ・スーリ。

　古代ローマの剣けん闘とう士しが遣っていた戦闘用の投網ネツト。

　総勢八名。八本の魔剣。

　年ねん齢れい、性別、背格好に加えて得物もばらばらな八人は、およそまとまりがあるようには見えなかったが、ひとつの共通点があった。

　みんな笑っていた。

　斬きって斬られる白兵戦の地じ獄ごくへ赴おもむこうというのに、悲ひ壮そうな覚かく悟ごは微み塵じんもない。

　あるのは、己おのれの魔剣と共に戦場に立つ幸せ。剣士としての純じゆん粋すいな歓よろこびだ。

　あたりを包む高こう揚ようした空気を、吏玖は好ましく感じていた。

「嬉うれしそうですね」

「うん」

「吏玖さんも」

「うん…………え？」

　心花を見ると、その顔も紅潮している。体温が上がっているのか首筋は汗あせばみ、心なしか目も潤うるんでいた。わずかに開いた唇くちびるを、舌がぺろりと湿しめらせる。

　──こ、これは。

　両手で顔を覆おおった。緩ゆるもうとする頰ほおをごしごしと擦こする。

　──これはやばいぞ。持っていかれる。

「どうしたんですか？」

　おそらく無意識なのだろう、深く傷つけられたはずの右手をわきわきと動かしながら、心花が不思議そうに言った。吏玖の方を向いてはいるが、視線が遠い。とろりと紗しやのかかった目に浮うかんでいるのは、来たるべき新たな魔剣との戦いへの期待に違いない。

「──心花ちゃん！」

「は……はい！」

　吏玖の大声に、心花が目を瞬しばたたいた。

「気をしっかり持つんだ。ぼうっとしてると、雰ふん囲い気きに吞のまれる」

「吞まれる？」

「近くに魔剣が多すぎるんだ。みんな他ほかの魔剣を折りたがって、ものすごく興奮してる。遣い手の方もそれに引っ張られる。気をつけないとやばい。特に心花ちゃんは今まともに戦える状態じゃない」

「そ……そうでした！」

　心花はぶるぶるとかぶりを振ふって、両手でパンパンと自分の頰を叩たたいた。

　目を開くと、いくらかしゃっきりした顔になっている。

「心花ちゃんはここにいて。僕が墨すみ緒おさんを捜さがしてくる」
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「いえ！　私も行きます！」

「だめだよ、その手じゃ」

「大だい丈じよう夫ぶです！　痛みは引きましたから！」

「傷は治ってないだろ……」

「残されてる方がつらいです。一いつ緒しよに行かせてください！」

　涙なみだを浮かべて心花は言った。

「私を助けに来てくれたとき、吏玖さんの魔剣もズタボロでしたよね。それでも来てくれた。私もそうしたいんです。吏玖さんの力になりたいんです！」

　──ああもう、この子は。

「わかったよ」

　吏玖は折れた。

「ただし、そばを離はなれないでくれ。墨緒さんだけじゃなく心花ちゃんも助けなきゃいけない、なんてことにならないように」

「足手まといにはなりません」

　きっぱりと言って、心花は唇を引き結んだ。

　大丈夫かな、と思いつつも、吏玖はもう一方の心配の種に呼びかける。

（なあ、《夜来たる》）

〝うん、リク〟

（興奮してるんだろ？）

〝わかる？　わかるよね？〟

　うわついた声で《夜来たる》が言った。シルバーレイスの屋根の上に立った《夜来たる》の幻げん像ぞうは、食い入るように剣士たちを──いや、その手の魔剣たちを見つめていた。

（見りゃあわかるよ）

〝おかしいよね。さっきまであんなに心細かったのに〟

　吏玖が指し摘てきする前に、《夜来たる》が自分でそう言った。

〝でも、だめなの。刃はの届くところに、こんなにおいしそうなのを並べられたら、もう〟

　舌なめずりせんばかりの《夜来たる》である。

〝だから、心配しなくてもいいよ、リク。私は大丈夫だから〟

（どうしてかな、まったく安心できない……）

　吏玖はかぶりを振って、諦あきらめた。

（いいか、墨緒さんを助けるのが先だ。それまであんまり他の魔剣にちょっかい出すなよ）

〝うーん、リクがどうしてもって言うなら我が慢まんしなくもないけど……〟

（どうしてもだ）

〝わかったってば〟

　ぷくっと頰を膨ふくらませて《夜来たる》が言った。

〝その代わり、リクの用が済んだら、やることやるからね！　そのつもりでいてね！〟

〈兵器廠〉の剣士たちはもう、思い思いの方向へ散り始めている。ばかでかい盾を持った二人の護衛を引き連れて、鋳流が悠ゆう揚よう迫せまらぬ足取りでその後に続く。

「行こう」

　吏玖は手のひらから《夜来たる》を抜ばつ刀とうし、心花をすぐ後ろに伴ともなって歩き出した。
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　怪け鳥ちようのような甲かん高だかい雄お叫たけびと共に、赤黒いヌンチャク型の魔剣を持った男が高所から跳とんだかと思うと、見事な宙返りを決めて着地した。

　魔剣の身体能力増強ブーストを考こう慮りよに入れても、驚きよう異い的な業わざ前まえである。

　立ち上がり、顔を上げると、白はく濁だくした片かた眼めが憎ぞう悪おを込めて燃えた。

　背後にそびえ立つヴィジョンは、燃え上がる超ちよう高こう層そうビルの墓標めいた姿だ。

　魔剣《忍殺ニンジヤスレイヤー》。

　迎むかえ撃うつのは、戦闘用ネットの遣い手の少女である。

　終始眠ねむそうな表情をしたこの少女は、オーバーサイズのワイシャツをしどけなく着き崩くずし、ベッドから這はい出てきたばかりのようなぼさぼさの髪かみで、ネットを地面に引きずっていた。

　少女は目の前に突とつ如じよ現れたヌンチャク遣つかいに驚おどろいた様子もなく、ぼんやりと微笑ほほえんだ。

「どーも……」

　そう言う声も眠そうである。

　ヌンチャク遣いは怒いかりに目を細めた。

「何がどうもだ。目を覚ましてやる──構えろ！」

「いつでもいいですよー……はふ」

　舐なめられている──そうヌンチャク遣いが感じたとしても無理からぬことであったろう。

　次の瞬しゆん間かん、裂れつ帛ぱくの気合と共に、《忍殺》が稲いな妻ずまのごとくネット遣いを襲おそった。

　そこへ優やさしい波のようにふわりと、ネットがヌンチャクと遣い手をもろともに覆い隠かくす。

「なに!?」

　地面に力なく垂れ下がっていた状態から瞬しゆん時じに襲いかかった魔まのネットに驚く暇ひまもなく、ヌンチャク遣いの身体は覆い尽つくされていた。

「これしきの網あみ──!!」

　常人をはるかに上回る肉にく弾だん戦スペックを引き出す《忍殺》の能力を発現させ、ヌンチャク遣いは絡からみつく網を引きちぎろうとする。

　だが、この網は、引きちぎるにはあまりにも繊せん細さいで、柔やわらかかった。

　人知を超えた方法で編まれたその網目は、無限に続くフラクタル図形を成しており、包まれた者のすべての抵てい抗こうを受け流し、非線形次元へと吸収してしまうのだった。

　事実、ヌンチャク遣いの渾こん身しんの力を込めた拳こぶしも、蹴けりも、ヌンチャクの連打もまったく効果を上げず、網を織りなすフラクタル図形が動きに応じて移ろいゆくだけではないか。

　それだけではなかった。

　ヌンチャク遣いが次に気付いたのは、自分が一人ではないということだった。

　彼を捕とらえたこのネットの中に、何者かがいる。

　不条理な恐きよう怖ふを覚えながらネットの中で振り返った彼の目に入ったのは、フラクタルの波間から現れた、幽ゆう霊れいめいた半はん透とう明めいの猫ねこたちの姿だった。

　そのささやかな鉤かぎ爪づめと牙きばは、実体を備えていた。

　ネットに捕らわれたまま、為なすすべなく超ちよう自然の猫ねこ状じよう体たいに襲われるヌンチャク遣いの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

「《猫のゆりかご》」

　ネット遣いの少女は、そう言ってあくびをした。魔ま剣けんの名前である。

　背後に浮かび上がるヴィジョンは、互たがいの足の裏と裏を合わせる二人の女の姿。

「さよなら──おやすみなさい」

　猫たちが《忍殺》をがりがりと囓かじり始めると、嬲なぶり殺される魔剣から流れ込む力に、少女は快感のため息を漏もらした。




　痙けい攣れんする手をこじ開けて鎧通しジラハ・ボツクを奪うばい取ると、虹にじ色いろをした小さな魔剣は逃のがれようと手の中でのたうち回った。

　短い死し闘とうの果てにジラハ・ボックを破った眼鏡めがねの男は、息を整えながら、足あし下もとで息絶えつつあるパーカーの男を見下ろした。唯ゆい一いつ無二の相棒を奪われた魔ま剣けん遣つかいの哀かなしげな目は、もうほとんど何も見えていないようだった。

「とどめが要いるか」

「た、頼たのむ」

　パーカー男は掠かすれた声を絞しぼり出した。両の鼻び孔こうからおびただしい血が流れ、口くち許もとを染めている。憔しよう悴すいした顔は思いがけず若い。よく見ればまだ少年である。

「そ、そいつ、《夢の蛇ドリームスネーク》ってんだ──大事に、してやってくれよ」

　少年の懇こん願がんに、眼鏡の男はただ頷うなずいた。

　今まで何本もの魔剣遣いを斃たおし、魔剣を奪ってきたが、この少年のように、自分が死んだあとの魔剣を案じる者は少なくなかった。

　眼鏡の男は《夢の蛇》を封ふう印いん鞘ざやに納めると、己おのれの魔剣──《理解アンダースタンド》と名付けられたローマの直ちよつ剣けん、グラディウスを持ち上げ、少年の心臓を突つき刺さした。少年は喘あえいで、死んだ。

「殺したな」

　深い悲しみを孕はらんだ声に振り向くと、大おお振ぶりの湾わん刀とうを持った長ちよう髪はつの老人が立っていた。

　コピシュ──古代エジプトの片かた刃ばの剣で、その刀身はクランク状に曲がっている。

「いい子だった……いい子だったのに」

　老人の日焼けした肌はだに涙の雫しずくがこぼれ落ち、灰色の髭ひげの中へ消えていく。大おお柄がらな男だった。まくり上げたシャツの袖そでから突き出した腕うでは、太い縄なわをよりあわせたような筋肉で張り詰つめ、老いてなお衰おとろえた気配を見せていない。

「《ヱヂプト》が仇かたきを取らせて貰もらうぞ──〈火神結社〉」

　老人は銘な乗のってコピシュを構えた。

　折れ曲がった刃にびっしりと刻まれた聖刻文字ヒエログリフは蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめき、今にも刀身から外へと溢あふれ出しそうだ。《ヱヂプト》──見る者を惑まどわすその刃は、いつ攻こう撃げきに出るのか予想もつかない。

　そこへ、横合いからまた別の声がかかった。

「あーっ！　先越されたかあ」

　新たな声の主も〈兵器廠〉の魔剣遣いであった。

　短パンにＴシャツのラフな格好。

　最初の少年よりももう少し年上だろうが、やはりまだ若い男である。

　その手にあるのは、霧きりを纏まとった柄えの長いメイス。

　ごつごつした作りのヘッドは内側から煌こう々こうと輝かがやき、手持ちサイズの灯台のようだ。

　がっかりしたように肩かたをすくめて、コンクリートブロックの上にどさっと腰こしを下ろした。

「まあいいや、爺じいさん、さっさとくたばってよ。そしたら次は俺の番だ。早く戦いたくて、《霧む笛てき》がさっきから吼ほえっぱなしなんだよ」

　二対一──勝ったとしても連戦は避さけられまい。眼鏡の男は無言であった。ただ軽く頷くと、《理解》を構えて身を沈しずめた。グラディウスの隣となりに、三〇センチほどの間かん隔かくを置いて、刀身をコピーしたような赤い光が四つ生じた。本体に追つい随ずいして動く光の刃は、遣つかい手の構えに応じてぴたりとフォーメーションを組んだ。コピシュ遣いの老人が、涙なみだの跡あともそのままに、歯を剝むいて笑った。負ける気はないようだった。




　戦せん闘とうと破は壊かいと略りやく奪だつが繰くり広げられる工場の敷しき地ち内を、吏玖と心花は駆かけていた。

「こっちです！　吏玖さん！」

「確かなのか？」

「間ま違ちがいありません！」

　吏玖の問いに、確信に満ちて心花が答える。

「この子があっちに行きたがってるんです。自分に傷をつけた相手がいるって」

「わかった。でも先走らないで。後ろにいてくれ」

「でも──」

「僕の背中を護まもってくれ」

「──わかりました！」

　吏玖が言い直した指示に、心花はようやく納なつ得とくしたように頷いた。

〈兵器廠〉とも別行動を取って、吏玖と心花は二人きりである。

　鳴り続けるサイレンの下、迎げい撃げきに出てきた〈火神結社〉の魔剣遣いや奴僕ヘンチマンたちは、血に飢うえた〈兵器廠〉の遣い手たちと激しい戦闘を展開していた。

　周囲一帯に、敵味方、大勢の魔剣遣いが入り混じっているのが知覚できる。

　吏玖たちが敵に見つかったことも一度や二度ではなかったが、幸いと言っていいのか、吏玖や心花と比べてはるかに好戦的な〈兵器廠〉の剣けん士したちは、頼まれなくても横から割り込んで、勝手に戦いを始めてしまうのだった。

　このノロマ、惰だ弱じやく者、グズグズしてるから獲え物ものを掠さらわれるのよ──と、そのたびに《夜来たる》に罵ののしられながらも、なんとか戦闘を回かい避ひしてこられたのは僥ぎよう倖こうであろう。吏玖の中には、《夜来たる》と同様にそれを残念がる気持ちが確かにあったが、戦闘衝しよう動どうに負けないだけの理性はまだ保っていた。

　──心花ちゃんが一いつ緒しよにいるからかもしれないな。

　傍かたわらで油断なく周りを見回している心花を見て、吏玖は思う。

　護るべき相手がすぐそこにいるというのは影えい響きよう力が大きい気がした。正直、吏玖独りだったら──つまり、《夜来たる》とふたりきりだったら、〈兵器廠〉と〈火神結社〉のチャンバラパーティに参加する誘ゆう惑わくに屈くつしていたかもしれない。

　もっとも当の心花も、さっきからそわそわうずうずしているのが明白だった。

《象られた力》も、戦いたくて仕方がないのだ。

　今二人は、建物の間を縫ぬって延のびるレールに沿って進んでいた。

「何か来ます」

　心花の言葉と同時に、吏玖もレールを伝わってくる震しん動どうを感じていた。

　震動はすぐに大きくなり、急速に近づいてきた。物もの陰かげに身を隠した二人のそばを騒そう々ぞうしく通り過ぎていったのは、巨きよ大だいな台車を何輌りようも引いた輸送機関車だった。運転席らしきものは見あたらない。自動制せい御ぎよなのだろうか。台車には大量の鉄板や鉄骨が満まん載さいされていた。

　人ひと里ざと離はなれたこのばかでかい敷地。地上にいても聞こえる、足下深くを流れる水の音。専用線を敷しいて運用している輸送用の列車。はじめはいったい何の工場なのかと思っていたが、吏玖にもだいたい見当がついてきた。ここは、製鉄所なのだ。

　製鉄所を偽ぎ装そうした秘密基地──考えてみれば、〈火神結社〉の拠きよ点てんとしてこれ以上ぴったりなものはあるまい。

　無人列車が通り過ぎ、二人は線路上を歩き出した。

　炎ほのおを上げる煙えん突とつ状のタワーの下、灯あかり一つ無い真っ暗なトンネルを抜ぬけたとき、心花が声を上げた。

「あっ、吏玖さん、あれ！」

　輝く組くみ紐ひもの右手が前方斜ななめ上を指した。

　鉄で組み上げられた古城のような構造物──敷地内で最も大きくそびえ立つその中腹に、明るく照らされたヘリポートが見えた。そこに翼つばさを休めているのは、墨緒を攫さらって飛び去った、あのタンデムローターの黒いヘリコプターではないか。

　吏玖と心花は顔を見合わせて、足を速めた。
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　ずしん、ずしん、と重い震動が、一定のリズムで足裏から伝わってくる。

　まるで巨きよ人じんの鍛冶かじ屋やが鉄かな床とこの上に絶え間なく鎚つちを振ふり下ろしているようだ。

　汗あせが滴したたる。空気が熱い。

　吏玖と心花がいるのは、灼しやく熱ねつした金属の川の上に渡された鉄の足場である。

　足場も、溶よう接せつされた手すりも、等しく熱を持っている。

　ヘリポートのあった構造物の中はほとんどがらんどうの広大な空間で、深く掘ほり抜かれた地下を、白くなるまで熱せられた鉄がのろのろと流れていた。下方からの輻ふく射しやに赤く照らされて、巨大な機械が壁へき面めんや頭上を重々しく横切っていく。垂れ下がったチェーンの揺れるかすかな音が、広大な空間に反はん響きようしている。金属溜だまりの放つ光以外に照明はほとんどなく、周囲の大半は暗くら闇やみに沈み、その全ぜん貌ぼうを摑つかむことはできなかった。

「近づいてます。すぐそこです」

「ああ。僕にもわかるようになった」

　構造物の中に入った途と端たん、それまで隠かくされていた魔剣の存在が吏玖の知覚に飛び込んできた。そこにあることに気付いてすらいなかった壁かべが取り払はらわれたかのように出現したのは、《凍いて月づき》、《清焰》、そしてもう一本の未知の魔剣だった。

〝まだ遭あったことのない奴やつね。なかなか刃は応ごたえがありそう……ふふふ、楽しみじゃない〟

　手すりの上を綱つな渡わたりのように歩きながら、《夜来たる》が言った。

　ヘリに乗っていたはずの《凍月》たちを知覚できなかったのと同じように、この構造物にも何らかの手段で魔剣の気配を隠いん蔽ぺいする措そ置ちが施ほどこされているようだ。

　──そういえば、最初に遭ったとき、才さい森もりは魔ま術じゆつがどうとか言ってたっけ。

〈火神結社〉がとても古い組織だとも言っていた。魔剣の取り扱あつかいに関しても、吏玖たちの知らない技術を色々と持っているのだろう。

《夜来たる》のもたらすレーダー風の知覚の中を、三本の魔剣が近づきつつある。目的のある動きだ。間違いなく、相手もこちらの存在に気付いている。

　外で暴れ回っている魔剣たちと比べると、《凍月》や《清焰》がいかに強力な魔剣であるかがわかる。強者のオーラとでもいうべきか、存在するだけで華はながあるのだ。

　実戦においては、魔ま剣けん遣つかいの技ぎ倆りようも大きく関かかわるから、決してそれが勝敗を分ける決定的な要因ではないが──魔剣としての格の違いがはっきりと感じ取れた。

　空くう洞どうの中心、ビルほどもある巨大な溶よう鉱こう炉ろを取り囲む骨組フレームに、鉄の階段がへばりついていた。立ち昇のぼる陽炎かげろうで揺らめいて見える鋼板を一歩一歩踏ふみしめて一番上まで辿たどり着くと、煮にえたぎる坩堝るつぼを見下ろす半円形のプラットフォームに出た。

　四人の男女がそこで待ち構えていた。

「墨緒さん！」

「吏玖くん！　心花ちゃんも──！」

　二人の顔を見ると墨緒の表情はぱっと明るくなった。

　しかし今の状じよう況きようを思い出してか、すぐに不安の雲が顔を覆おおう。

　墨緒は拘こう束そくされてはいなかったが、自力で逃にげるのは難しそうだった。すぐそばに立っているのは、才森と竜りん胆どう、それにスーツに銀ぎん髪ぱつの白人男性だ。

　──この男が、もう一人の遣い手か。

　今のところ三人の手に魔剣はないが、ひとたび魔剣を抜いた遣い手の前では、一いつ般ぱん人の抵てい抗こうなどなんの役にも立ちはしない。身体からだを鍛きたえているわけでもない墨緒ではなおさらだ。

「墨緒さん、いま助けます！」

　踏み出そうとする心花を、吏玖は手で制止した。

　心花の不満そうな目を感じつつ呼びかける。

「才森」

　才森は顔を上げて、吏玖の視線を受け止めた。

「どうしてこんなことを？」

「どうして、とは？」

　答える声は腹が立つほど平静だ。

「僕に話したことは、どこまで本当だったんだよ、才森」

「噓うそはついていなかったつもりだが」

「何を──」

「私は最初から〈火神結社〉の人間として動いていた。君も承知していたはずだ」

「だけど、墨緒さんに手を出す必要はなかっただろ!?」

　吏玖は思わず声を荒あらげる。

「《夜来たる》が欲しければ、また僕に戦いを挑いどめばよかったんだ！」

「私はそれでもよかったんだ」

「えっ？」

「いや…………」

　才森は躊躇ためらうように言葉を切った。

「あー、もう。なにをうだうだ言ってんだか」

　代わりに口を挟はさんだのは竜胆だった。

「いい、早はや瀬せ吏玖。あんたの魔剣、回収しようと思えばいつだってできたのよ。才森こいつはやる気がなかったみたいだけどね、わたしにかかれば秒よ、秒」

「…………」

「……あ、秒ってのは、秒殺するって意味で」

「いや、わかってるよ」

　ちょっと不安そうになって説明する竜胆を、吏玖は遮さえぎった。

「じゃあ、なんでやらなかったんだよ？」

「私から説明しよう」

　銀髪の男が口を開いた。

「私はホルスト・ゾーンタークだ。早瀬吏玖、君の魔剣《夜来たる》は、取り扱いに注意を要する極きわめて危険な魔剣なのだ」

〝お、わかってるじゃない。そうそう、危険よ！　危険な魔剣なのよ、私！〟

　誉ほめ言葉と受け取ったのか、《夜来たる》は誇ほこらしげに胸を張っている。

「危険？　どう危険なんだ？」

「君の魔剣は、非常に大規模な虐殺ジエノサイドを引き起こす可能性が極めて高い」

「ジェノサイド？」

「君がこれまで殺あやめてきた一人二人という数ではない。何百万人もの犠ぎ牲せい者しやが出るだろう」

「ええ!?」

　真しん剣けんな顔でそんなことを言われて、思わず大声を出してしまった。

　視界の隅すみで、竜胆が一いつ瞬しゆんびくりとしてから、悔くやしそうな顔をするのが見えた気がした。

「え……？　何それ？　どういう冗じよう談だんだよ？」

「冗談ではない。何百万というのは少なめの推定だ。実際には何千万、何億……いや、人類の根絶という事態すらあり得ると考えている」

「そんな馬ば鹿かな」

「とはいえ、唐とう突とつに言われても納なつ得とくはできないだろう。君の身内には説明しておいた。彼女の口から聞くといい」

　吏玖が墨緒に目を移すと、墨緒は困ったような顔で見返してきた。

「墨緒さん？」

「丸投げされるとは思わなかったな。えーとね、冗談じゃないみたいよ」

「そうなんだ、すごいね」

「すごいよね」

　吏玖と墨緒は棒読みで頷うなずきあった。

「魔剣の殺し合いが儀ぎ式しき魔ま術じゆつっぽいって話は聞いてるんだっけ？」

「うん」

　確か、才森がそう言っていた。

「その儀式魔術──刕り蠱こって言うらしいんだけどね、人間に対する呪じゆ詛そらしいの。魔剣同士の戦いが終わったとき、つまり勝ち残った一本が決定したとき、その最後の魔剣が人間に仇あだなす最さい凶きようの一本になるんだって」

　──呪詛。

　吏玖の脳のう裏りに、《夜来たる》の第二刃じん格かくの言葉が蘇よみがえる。

　蚩尤の詛──彼女はそんな言葉で、魔剣が戦う理由を語っていた。

「その呪詛ってのは、蚩し尤ゆうってやつと関係ある？」

「──ええ」

　驚おどろいた顔で墨緒は答えた。

「刕蠱はまさに、その蚩尤によって仕し掛かけられたものだって──少なくとも、この人たちはそう考えてるみたい」

「事実だ。我々の結社は長い長い間、刕蠱の成じよう就じゆを防ぐために活動してきた。〈火神結社〉は、魔剣の脅きよう威いから人類を護まもっている。何千年もの刕蠱によって溜め込まれ続けた魔ま力りよくと怨おん念ねんは、最終的に人類へ牙きばを剝むく。刕蠱が完全に成就すれば、呪じゆ殺さつの対象となるのは人類すべてだ。我々はそれを防ぐためにはいかなる手段も執とってきたし、今後もそうするだろう」

　話の腰こしを折られて、墨緒は不満そうに言った。

「そうやって口を挟むなら、説明丸投げにしないでほしいな……。ま、ともかく、この人たちは真剣みたいよ」

「でも、最後の一本になるまでって、ずいぶん先の話じゃないの？　現に今も外でたくさん魔剣が暴れてるし、〈火神結社〉が自分たちで魔剣を保管してるんだったら、その呪のろいの進行を防ぐことはできるわけじゃない？」

「話によると、魔剣の中でも君の魔剣は別格みたい。《夜来たる》が折られるか、他ほかの、同じように別格の魔剣を折るかすると、うっかり刕蠱が成就しちゃう可能性があるって」

「別格ってどういうこと？」

「《夜来たる》は、刕蠱が始まった時点で創つくられた最初の魔剣の一本らしいの」

「最初の……？」

「興味深い話ね」

　突とつ然ぜん、新しい声が響ひびき渡わたった。

　吏玖たちのいるプラットフォームから十数メートル離はなれた壁へき面めんの開口部から姿を現したのは、鋳流である。二人の護衛の持つ盾たては傷だらけで、鋳流自身の白いパーカーも返り血で点々と染め上げられている。何本の魔剣を折ったのだろう、鋳流の目はうっとりと潤うるみ、その手の《虚数》も力に満ちあふれて脈打つかに見えた。

　鋳流は足場の先せん端たんまで来ると、下を流れる鉄の川を見下ろし、不満そうに口を尖とがらせた。

「何よ、そっちにつながってないじゃない。道間違っちゃったわ」

　そう言うと、ふわりと腰を下ろし、奈な落らくの上でニーソックスの脚あしをぶらぶらさせながら、話の続きを催さい促そくした。

「教えてよ。最初の魔剣って、どういうこと？」

「おまえは？」

「鋳流。〈兵器廠〉を率いてるわ」

　ゾーンタークの問いに対して簡潔に答えると、鋳流は細い指先で竜胆を指した。

「あなた、めらちゃんね。あなたにはお礼を言わないと」

「はァ？　馴なれ馴なれしい……何言ってんの？」

　竜胆の不ふ審しんげな顔ににっこり笑いかけて、鋳流は言った。

「いるるのビルに襲撃あそびに来たでしょ」

「それが？」

「おみやげ、持ち帰ってくれたから」

「何それ？　わけわかんないこと言わないでくれる？　空っぽだったわよ。奴僕ヘンチマンが何人かいただけじゃない。一応連れて帰ったけど、全員もうダメになってたし」

「それよ。わかんない？」

「…………？」

「素す直なおな子ねえ。お仕事、向いてないんじゃない？」

　竜胆が言い返そうとした口を閉じた。

　何かに思い至ったのか、訝いぶかしげだった顔が青ざめていく。

「…………発信器か？」

「そんなところね。道案内、ご苦労様。めらちゃんのおかげで、直接お礼に来られたのよ」

「ぐっ…………」

　竜胆が屈くつ辱じよくに歯は嚙がみするのに微笑ほほえみかけてから、不意に関心を失ったように、鋳流は視線を外した。

「それから、あなたが──なんて言ったっけ、あんまり面おも白しろくない子」

　面白くない子、と言われたのは才森である。

「でも、あなたの魔ま剣けんは冷たくて、デザートによさそうよね」

　自分のことを言われても平然としていた才森は、魔剣についてのコメントには、一瞬不快そうに眉まゆを寄せた。

「そして──何さん？」

「ゾーンタークだ」

「あなたが〈火神結社〉の親玉？」

「まさか。私は一いつ介かいの鍛匠マイスターに過ぎない。〈火神結社〉は巨きよ大だいだ。おまえたちのような、ならず者の集まりと比べられては困る」

「あら、じゃああなたと喋しやべっててもしょうがないのね。上の人呼んでくれる？」

　嫌いやみったらしくそう言って、鋳流は含ふくみ笑いをした。

「ごめんなさい、邪じや魔まして。おとなしく座ってるから、墨緒お姉さん、お話の続き聞かせて？」

「え、私!?」

　突然話を振ふられてうろたえる墨緒である。

「え、ええと、そうね。私もさっき聞かされたばかりなんだけど──刕蠱は、魔剣の力と遣つかい手の怨念を濃のう縮しゆくしていくように作られた呪いの仕組み。長い年月の中で、今生き残っている魔剣には、相当な魔力が溜ため込まれてるはず。心配なのは、破は滅めつが訪おとずれるのがいつなのかわからないことよ。コップの水がいっぱいになるように、溜め込まれた魔力が限界に達していたとしたら、どんなきっかけで溢あふれ出すかわからない。そして、刕蠱の進行度を最も大きく左右するのは、鍛冶かじ神蚩尤が鍛うった最初の魔剣たちらしいの」

「蚩尤って、腕うでがいっぱいある、獣けものみたいなやつ？」

「伝説では確かにそう言われてるけど……」

　墨緒は混乱したように吏玖と鋳流を見比べた。

「あなたたち、なんでそんなに蚩尤に詳くわしいの？」

「別に詳しくないわ。でも──」

　鋳流は途と中ちゆうで言葉を切った。その後に続く言葉を吏玖は予想できた。

　──でも、見たもの。

　吏玖の脳裏に浮うかぶのは、車中での四者会談で見たあのヴィジョンだ。

「《夜来たる》を折ると、その刕蠱とやらが成就して、人類が滅ほろぶかもって話？　ふうん……。最初に遭あったとき、折らなくてよかった──と、思うべきなのかな？」

　独り言じみた鋳流の問いに答える者はいない。

（おまえはどう思う？）

　吏玖がそう訊たずねると、《夜来たる》は首を傾かしげた。

〝人類滅めつ亡ぼうねえ。よくわかんない。私は興味ないけど〟

（そう言ってくれて安心したよ）

〝人間が死のうが生きようが、私どうでもいいし──〟

（……そんなことだろうと思った）

　──やれやれ。

　わかっていたことだけど、魔剣に期待する方が間ま違ちがいだったな──と思いかけたとき、《夜来たる》がぽつりと言った。

〝────私は、リクと一いつ緒しよに戦いたいだけだもん〟

（…………！）

　不意に、学校の屋上での会話が脳裏に蘇った。

　才森を交えて、弁当を食べていたときのことだ。

《夜来たる》は、あのとき言っていた。

　この場で自分が一番羨うらやましいのは、吏玖の持っている箸はしだと。

　奇き妙みような発言だと思ったが、振り返れば、《夜来たる》の言葉の意味は明白だった。

　なんの迷いも憂うれいもなく、遣い手との葛かつ藤とうもなく、道具としての本分を果たしている箸が、《夜来たる》は羨ましかったのだろう。

　あのときの吏玖には、それがわからなかった。

　しかし、同時に──理解できなくて当然だったのだ。

　なぜなら吏玖は、《夜来たる》を、ただの道具としては見ていないからだ。

《夜来たる》にとって吏玖が唯ゆい一いつ無二の遣い手であるのと同様に、吏玖にとっても、《夜来たる》は替かえの利きく存在ではなくなっていた。

　いつのころからそうなっていたのか。

　もしかすると、出で逢あった最初からそうだったのかもしれない。

《夜来たる》の言葉で、今、吏玖はようやくそれを自覚した。

（………………そっか）

　吏玖は手の中の柄つかを、ぎゅっと握にぎりしめた。

　わずかに残っていた迷いは、もう消えていた。




「さて、だいたい状じよう況きようは理解してもらえたと思う」

　ゾーンタークが前に出て言った。

「《夜来たる》が第一世代魔剣だと判明した今、これ以上刕り蠱こ進行度が上じよう昇しようする危険を冒おかすわけにはいかない。早瀬吏玖、我々はどうあっても君の魔剣を回収する必要がある」

「そう言われても、はいそうですかとは言えないよ」

《夜来たる》が不安がる前に、吏玖は自分からそう答えた。

「もしあんたたちの言うことが本当だったとしても、僕が《夜来たる》を折られなければいいんだろ？」

〝リク…………〟

「あとは、他の魔剣を折るのを我が慢まんしてれば」

〝ちょっとリク！　何言ってんのよ！〟

「そう答えると思っていた」

　ゾーンタークは重々しく言った。

「無自覚な戦せん闘とう衝しよう動どう、危機意識の消失、魔剣への盲もう目もく的てきな信しん頼らい。芹せり沢ざわ墨緒、君の被ひ保護者は、間違いなく重度の魔ま剣けん依い存ぞん症しように陥おちいっている」

「吏玖くん…………」

　ゾーンタークの言葉に墨緒が動どう揺ようを見せた。

「あなたが魔剣を渡すように彼を説得できなければ、我々は彼と戦わねばならない。魔剣を傷つけることのないように遣い手を無力化する──つまり、彼を殺すことになるだろう」

「…………！」

「我々はそれを望んでいるわけではないが、必要とあらば躊躇ためらわない。最後のチャンスだ、芹沢墨緒。彼を説得したまえ」

「はあ～～～～」

　墨緒はぐったりとうなだれてから、長い髪かみに指を通して、頭をがりがりと搔かいた。

　それから顔を上げ、吏玖を見た。

「吏玖くん」

「うん」

「聞いてのとおり、この人たち、私に吏玖くんを説得させるために誘ゆう拐かいしたみたい」

「そうみたいだね」

「にわかには信じがたい話ばかりだけど、彼らは本気で信じてる。ううん、信じてるだけじゃない。ものすごいリソースを投入してる」

「リソース？」

「お金、人間、時間、土地、エネルギー、その他諸もろ々もろ」

　墨緒は腕を上げて、今自分たちがいる広大な空間を指し示した。

「この施し設せつひとつとっても、簡単に維い持じ管理できるものじゃないのはわかるでしょ」

「うん」

「つまり、君の魔剣に対しても相当なリソースが投入されてる。何人ものエージェントを投入して君を監かん視しして、私を拉ら致ちして、吏玖くんに魔剣を手放させようとする。お金のない組織にはこんなことできない。それだけ本気なのよ。全ぜん貌ぼうの見えないほど大きな力を持った組織が、吏玖くんに魔剣を渡わたせと迫せまってる。はっきり言って、素直に言うこと聞いた方が賢明だと思う。吏玖くん、よく考えて答えてね。どうする？　君の魔剣、渡す？」

「……ごめん、渡せない」

「どうして？　理由を聞かせて？」

「もしかすると、〈火神結社〉が正しいのかもしれない。《夜来たる》は人類に破滅をもたらす呪のろわれた剣けんで、それを手放したがらない僕は悪者なのかも」

「だったら、どうして？　悪者になりたいの？」

「理り屈くつで考えちゃいけないことってあると思うんだ」

　吏玖の言葉に、墨緒は首を傾げる。

「どういうこと？」

「僕は親の顔も知らないから、想像でしかないんだけど──もし僕に、自分を必要としている小さい子供がいたとして、その子は危険だからよこせって言われたら、渡さないと思う。渡さなきゃ殺すと言われても、渡さないと思う。多分、そこは理屈じゃなくて、渡すか渡さないか、考えようともしないんじゃないかな」

　墨緒は吏玖を見つめたまま、何も言わなかった。

「人によって何が大事かは違ちがうだろうけど、なんか、そういうのってあると思うんだ」

「…………吏玖くんにとって、《夜来たる》はそれくらい大切なのね？」

「うん。約束したんだ。《夜来たる》は、僕の魔剣だから」

「なるほどね」

　ふう、とため息をついて墨緒はゾーンタークを振り返った。

「お聞きの通り、説得は失敗みたい」

　会話に黙だまって耳を傾かたむけていたゾーンタークは顔をしかめた。

「今の言い訳であなたは納なつ得とくするのか？　保護者として無責任ではないのか？」

「私はね、ゾーンタークさん」

　墨緒が遮さえぎって、続けた。

「私は吏玖を信用してるの」

「信用？　君は依存症患かん者じやを甘やかして症しよう状じようを悪化させる愚ぐを犯おかしているのだぞ」

「その依存症の話なんだけどね……」

　墨緒はゆっくりと言った。

「噓うそではないのかもしれないけど、話してないことがあるでしょう」

「何の話だ？」

「私にも考える頭はあるのよ。あなたたちのような秘密結社が、部外者である私に、すべてを正直に話すわけがない。すると、私は何をもってあなたたちが信用できるかどうかを測ればいいのか。それは、あなたたちが私に教えたいことではない。私が見るべきは、あなたたちの態度。あなたたちの行動。あなたたちが語らないこと」

　墨緒は淡たん々たんと続けた。

「あなたたちは私を誘拐した。私を助けようとした心花ちゃんを暴力で退けた。拷ごう問もんをちらつかせて私を恐きよう怖ふさせた。私を罪悪感で萎い縮しゆくさせた」

「状況の緊きん急きゆう性を鑑かんがみれば致いたし方なかった。その点は理解してもらいたい」

「限定された情報ではその真しん偽ぎも私にはわからない。確実なのはただひとつ、あなたたちが徹てつ底ていして、私を都合のいいようにコントロールしようとしてきたことよ」

　背筋を伸のばした墨緒の身体からだからは、言葉を連ねるごとに怯おびえが消えていくようだった。

「あなたたちの行動を見る限り、まっとうな集団とは思えない。そんな奴やつらに、私の大事な吏玖の身み柄がらを委ゆだねる気にはなれない。私は吏玖をずっと見てきたの。あなたたちが吏玖の監視を始めるより、ずっとずっと昔から。吏玖は戦いに魅みせられてはいるけど、決して無分別な戦いを楽しんではいない。自分が手を下した死を重荷として背負い続けている」

「墨緒さん──」

　吏玖にとっては思いがけない言葉だった。今までに自分が殺した二人の魔ま剣けん遣つかいのことは、墨緒にはほとんど話したことがない。彼らの死に様は今でもしばしば記き憶おくの中から蘇よみがえってきて吏玖を悩なやませていたが、仕方のないものと自覚し、ただ自分の中に仕し舞まい込んでいるだけだった。

　幼いころからのつきあいになる、この年上の遠い親しん戚せきは、吏玖が思っていた以上に吏玖のことをよく見ていたようだ。

「吏玖は《夜来たる》を助けて、才森さんを助けて、心花ちゃんを助けてきた。全部、魔ま剣けんと出逢ってからのことよ。吏玖が本当に魔剣によって戦せん闘とう狂きようにされてしまっていたら、才森さんの魔剣も、心花ちゃんの右手も、いまごろこの世からなくなっていたはずよ」

　墨緒の言葉を聞いて、才森がきゅっと唇くちびるを結んだのが見えた。

「吏玖は小さいころから優やさしい子だったけど、命いのち懸がけの戦いの中でも優しさを見失わなかった。何人かの窮きゆう地ちに陥った女の子が、吏玖に救われた。私はそれに賭かけることにする。あんたたちみたいなやつらに、吏玖の、吏玖の何がわかるって言うのよ!!」

　次し第だいに声は震ふるえ、最後は絶ぜつ叫きようであった。

「私にできるのは、重荷を背負う吏玖のそばで、その重荷を分かち合うことだけ。それしかできない」

「墨緒さん」

「吏玖の言うとおりよ。そんなの理屈に合わない。考えても答えは出ない。考えるようなことじゃないのね。私は吏玖を支持する。〈火神結社〉がどう言おうと、関係ない」

「黙って聞いてりゃえらそうに…………！」

　ふつふつと沸わき立つ怒いかりを吐はき出すように、竜胆が口を開いた。

「わたしたちがどれだけ頑がん張ばってるのか知りもしないで……。もう許さない。だったら試ためしてみようじゃない……早瀬吏玖が、あんたと《夜来たる》と、どっちを選ぶか……！」

　次の瞬しゆん間かん、竜胆の眼前にしゅうしゅうと音を立てて白熱する両手剣が出現した。

　その柄を両手でぐいと摑つかむや、竜胆は波打つフランベルジュの刃はを墨緒の胸むな元もとに突つきつけた。恐怖と熱気に、墨緒が顔をのけぞらせる。

「さあどうする、早瀬吏玖！　この女を殺されたくなかったら──」

　次の瞬間、吏玖の後ろから素す早ばやく飛び出した影かげがあった。

　敵の剣けん士しが三人もいるところへ、恐おそれも見せずに飛び込んだのは心花だった。

　輝かがやく組くみ紐ひもを分厚い甲かつ冑ちゆうで覆おおった右手が、上から《清焰》を叩たたきつけた。

　弾はじかれた刃は足あし下もとのコンクリートに深々と斬きり込み、蒸気をもうもうと立ち昇のぼらせる。

「こいつ……まだ焼かれ足りないの!?　今度は殺すからね!!」

「やってみなさいよ、卑ひ怯きよう者!!」

「心花ちゃん！」

「こっちは任せてください、吏玖さん！」

　ゾーンタークがかぶりを振ふった。

「そういうことなら、仕方あるまい────才森」

　才森が魔剣を引き抜ぬくと、霜しもの色をした燐りん光こうが水しぶきのように燦きらめいた。

《夜来たる》の幻げん像ぞうがふっと消えて、吏玖の知覚と身体能力が一気に増強ブーストされる。

　見物を決め込んだ鋳流の無責任な拍はく手しゆに送られて、四人の魔剣遣いの死し闘とうが始まった。
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　────殺す気で来る。




　中段に構えた《夜来たるNightfall》の切っ先が、吹ふき付ける殺気にひりひりする。

《凍いて月づき》。細く鋭するどく研とぎ澄すまされたその先せん端たんが、どのような冷たい苦痛をもたらすか、吏り玖くも《夜来たる》も既すでにその身をもって知っている。

〝ようやくまたこいつとやれるね、リク〟

　高こう揚ようした《夜来たる》の声が頭に響ひびく。

〝わくわくする。やっぱりこうやって戦うの、いいよね。余計なことに悩なやまなくて済む〟

（おまえな、少しは…………）

〝ん？〟

（……いや、そうだな）

　吏玖は思い直して、小言を吞のみ込んだ。

　自分が何者なのかという《夜来たる》の悩み──それは、魔ま剣けんという種族には本来あるはずのない思考なのだ。

　日々不安に苛さいなまれ続けている《夜来たる》が、戦せん闘とうの中で魔剣としての本分に没ぼつ頭とうできるなら──それで少しでも不安を解消できるのなら、いいじゃないか。

（そうだな、《夜来たる》。どうせ避さけられない戦いなら──楽しむといいよ）

〝言われなくてもそのつもりよ！〟

　威い勢せいのいい返事に、吏玖は思わず微笑ほほえんだ。

　急速に思考が戦闘用に組み換かわっていくのがわかる。

　迷いなく、

　恐おそれなく、

　慈じ悲ひもなく────おっと。

　──それはまだ、取っておこう。

　戦いは楽しいが、殺したいわけではないのだ。

　だが、才さい森もりは、どうやらそうは考えていない。

　半はん眼がんに冷たい殺気を漲みなぎらせて、隙すきのない足取りで歩み寄ってくる。

「なあ、才森」

　ゆっくりと足を運びながら、吏玖は呼びかけた。

「本当にやるのか？」

「いまさら何を言う、早はや瀬せ」

　才森が口を開いた。

「〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉はずっと穏おん便びんにことを納めようとしてきた。その申し出を君が拒きよ絶ぜつした今、取りうる選せん択たく肢しは一つだけだ」

「つまり、僕を殺す？」

「遣つかい手である君を無力化して、《夜来たる》を無傷で手に入れる」

「殺すってことだよな、それは」

「知っての通り、《凍月》も、私も、手加減が苦手だ」

　霜しもに覆おおわれたレイピアが持ち上がり、切っ先がぴたりと吏玖を指す。

「命の保証は──できない」

　──来る！

　シッ、と才森が鋭い呼気を漏もらすと同時に、喉のどを狙ねらって正面から突つき込んできた。

「うおっ!?」

　驚おどろきの声を上げる暇ひまもない。必死で傾かたむけた首の脇わきをざっくりと切り裂さいて、氷の冷たさを残していった白い刃はは、切っ先で空中に霜の残像を描えがきながら引き戻もどされて、目視できないほどの連れん撃げきを繰くり出してきた。

　転がるように避よける吏玖にまったく容よう赦しやすることなく、地上を機き銃じゆう掃そう射しやする戦闘機のごとく、次々に厳しい刺し突とつが降り注ぐ。避けられない──というか、全部当たった。かろうじて浅手ですませたものの、一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬけば致ち命めい傷しようを負わされていただろう。

「くっ、この……！」

　降り注ぐ《凍月》めがけて《夜来たる》を振ふると、才森は軽々とかわした。新たな一いち撃げきが加えられる前に、吏玖は間合いを離はなして立ち上がる。痛い！　冷たい！　体中、凍とう傷しようを伴ともなう刺し傷でずたずただ。今の一瞬の攻こう防ぼうで、これだけやられた。

〝ああ、リク……やっぱりこいつ、すっごい強い！〟

《夜来たる》の声は歓よろこびに打ち震ふるえている。

〝ブチ折ったら絶対気持ちいいよ！　早く折りたい……折りたいよう！〟

　生きて帰れるだろうか、という思いが一いつ瞬しゆん浮うかんで、すぐに消える。

　実際、才森は強い。

《虎よ、虎よTiger-Tiger》や《タンジェント》との戦闘を見てもわかるように、本来の才森の実力は吏玖を上回っている。当然だろう、〈火神結社〉のエージェントとして鍛きたえられた遣い手と、ほんの数ヶ月前に魔剣を手にした素人しろうとを比ひ較かくする方が間ま違ちがっている。最初に戦ったときに勝てたのはビギナーズラックに過ぎない。

　──じゃあ、今度はどうやって勝つ？

　前回吏玖が勝てた原因は、《夜来たる》と接せつ触しよくした《凍月》が動どう揺ようした隙を突いたことだった。また同じことができるだろうか？

（《夜来たる》。おまえ、相手の魔剣の中を覗のぞき込めるって言ってたよな？）

〝え、うん。でも、ちょっとだけだよ？〟

（その能力、どのくらい強いのか試してみよう。もしかして《虚きよ数すう》みたいに相手を支配できるんじゃないか？）

〝ええ？　そんなことできる気がしないんだけど。もしできるにしても、《凍月》に触ふれないとだめだよ。それなら折っちゃう方が早いじゃない〟

（そこをうまく、ちょうどいい力加減で……ほら、心花このかちゃんのときみたいに）

〝ムチャ言うなあ────っ！　《象られた力ジヤガーノート》はよかったけど、こいつ触れるだけで冷たいじゃない！〟

《夜来たる》に突っ込まれるのは、ちょっと新しん鮮せんな気分である。

（どっちみち、向こうもそう簡単に折らせてくれるほど下手へたじゃない。なんとか隙を作って《凍月》に触れるから、そこで試してみてくれ）

〝あーもー、わかったわよ！　できるもんならね！〟

　半分キレ気味で《夜来たる》が答えた。

「どうした？　来ないのか？」

　才森は無表情に言って、吏玖が離した間合いを遠えん慮りよ無く詰つめてくる。

「……才森さあ」

「なんだ」

「学校どうするの」

「？」

「僕が死んでも、学校には来いよ」

「何を言ってる？」

　才森が訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「香か織おりも寂さみしがるしさ」

　吏玖は話し続ける。半分は隙を作ろうとしてのことだが、半分は本心から出た言葉でもあった。

「おまえもその方がいいだろ？　僕のことはおいといても、学校は嫌きらいじゃないだろ？」

「馬ば鹿かなことを。あれは君を監かん視しするための偽いつわりの身分だ。用が済んだら立ち去るだけだ」

「それだけか？」

「それだけだ」

「でも、才森、楽しそうだったよ」

「物もの珍めずらしかっただけだ」

「学校に通うの、初めてだったのか？」

　才森は足を止めて、吏玖を睨にらみ付けた。

「私を誑たぶらかそうとするな。私は〈火神結社〉の命令に従っていただけだ。ただの潜せん入にゆう任務──それ以上でも、以下でもない」

「メイド喫きつ茶さが？　屋上で昼飯食うのが？　ジャムパンにこだわるのが？」

　吏玖の言葉に、才森の眉がぴくりと動いた。

「楽しかっただろ？　あれ全部、命令されたことか？」

「そうではない──」

「家の前で別れるとき、また学校で、って言ってただろ。そうしようぜ、才森。また──」

「黙だまれ！」

　鋭く言って、才森が足を踏ふみ込んだ。

　──今だ！

　会話を続けながら、吏玖は動きの起こりを待ち受けていた。

　吏玖が攻こう撃げきを仕し掛かけずに話しかけていれば、どこかの時点で才森は我が慢まんできなくなる。その瞬しゆん間かんを捉とらえるために、吏玖は待っていたのだ。

　突いてくる刃をめがけて、《夜来たる》を逆袈裟けさに振り上げながら踏み込む。当たらない！　才森は体たいを開いてすばやく斬ざん撃げきをかわして、手首を捻ひねりながら突き返リポストした。白いレイピアが夜色の刀身に絡からみつくような動きを見せて、切っ先を吏玖の右みぎ肘ひじに埋うめると反対側に抜けた。

「ぐああっ」

　喰くらう覚かく悟ごでいたが、痛いものは痛い。傷口から急速に広がる冷気と痺しびれが利きき腕うでに広がっていく。右みぎ腕うでが完全に使えなくなる前に手首を返して、突き返しで軸じくを外された《夜来たる》の切っ先を、《凍月》の柄つかを覆う複雑な形状の籠かご鍔つばに突っ込んだ。二つの魔剣が、そこで接触した。

　その瞬間、吏玖の意識は肉体からもぎ取られた。




（おわあっ!?）

　思わず上げた悲鳴は声にならなかった。吏玖の意識は、《夜来たる》の刀身を伝い、《凍月》の籠鍔の迷めい路ろをくぐり抜け、あっという間に才森の中へと放ほうり込まれていた。

（なんだ!?）

　どこからともなく響いた声の主は間違いなく才森である。

　吏玖の目の前に広がった光景──それは、見たことのない石造りの建物の中だった。

　たくさんの壁へき龕がんがある壁、高い天てん井じよう、すり減った床ゆか、それに何列も並んだ長なが椅い子すもすべて石造りだ。座り心地ごこちの悪そうなその椅子に、一人の少女が腰こし掛かけていた。

　少女はひどく幼い。まだ五、六歳といったところか。あどけない顔を、短く切り揃そろえられた黒くろ髪かみが縁ふち取どっている。修道衣にも似た簡素な白いローブの裾すそをかき合わせて、少女は寒さに震えていた。

　その膝ひざの上に載のっているものに、吏玖の視線が吸い寄せられた。

　霜の刃は紋もんに飾かざられたレイピアと、小さな雪ゆき狼おおかみの姿が二重写しに見えている。

　──これは、《凍月》？

　幼い手が膝の上のレイピアを大事そうに撫なでている。口くち許もとから立ち昇のぼる息が白い。

　──じゃあ、この子はひょっとして……？

　少女から目を離して、あたりをぐるりと見回した。

　教会の礼拝堂を思わせる空間だった。壁面の古びた風味からすると、かなり歴史のある建造物のようだ。はるかに高いところにある小さな明かり取りから、白々とした光が射さし込んでいる。冷たくぼんやりとしたその光が、だだっ広い聖堂をひどく寒々しく見せていた。何百人も収められそうな広い空間にいるのは、剣けんを持った少女ただ一人きりだ。前後に続く石の長椅子の列は空っぽで、他ほかには誰だれも座っていない。

（やめろ！　出て行け!!　なぜ私の中に早瀬がいる!?）

　どこかから聞こえていた声が急に鮮せん明めいになったかと思うと、才森が目の前に出現した。

「早瀬！　何をする、いますぐこれをやめて…………」

　声が立ち消え、その顔が驚きよう愕がくに彩いろどられる。

「この景色は!?」

　首を巡めぐらせて石造りの空間を横切った視線が、長椅子に腰掛けた幼い少女の上で止まった。

「これは…………私…………!?」

　──やっぱり、そうか。

　では、この情景は、才森の記き憶おくなのか。

　そのとき、光に翳かげりが生じた。

　明かり取りから射し込んでいた光が徐じよ々じよに弱くなり、みるみるうちに薄うすれて──消えた。

　石造りの聖堂を包む空気は、いつの間にか夜のそれになっていた。

　夜よ闇やみの中で、ローブの少女が──幼い才森が、不安そうに辺りを見回す。

　と、長椅子の列の先の壁に新たな光の線が生じた。

　線は広がり、両開きの大きな扉とびらの向こうから聖堂に射し込む光の扇おうぎ形がたとなった。

　戸口には何人もの男の影かげがある。ローブを着た男たちは、みな厳いかめしい顔をした老人だ。

　来い、と老人たちが呼んだ。幼い才森の目に怯おびえの色が浮うかぶ。

　来い、才森。

　来い、才森、ここへ来い。

　炉ろのもとへ。火か神しんのもとへ。

　おまえは火神の僕しもべ、火神の刃やいば、火神の贄にえなれば。

〈火神結社〉の命において、火神にその身を捧ささげよ。

　幼い才森は、《凍月》を手に立ち上がり、恐きよう怖ふに身を強こわばらせながら、長椅子の間の狭せまい通路を歩き出した。冷たい石の床を裸足はだしで踏んで、自分の身体からだを引きずるように。その口が動いて、何か呟つぶやいている。

　吏玖と才森のそばを通り過ぎるとき、囁ささやくような声が耳に入った。

　行きたくない。

　行きたくない。

　行きたくない、行きたくない、行きたくない──

　口ではそう言いながらも、幼い少女は老人たちのもとへと歩いていく。

　わかっているのだ。そうせざるを得ないことが。誰も助けてくれる人などいないことが。

　嫌いやなのに、従わざるを得ないのだ。

　魅み入いられたように才森が、その光景を見つめていた。

　幼い自分が戸口をくぐり、重い音を立てて扉がその姿を隠かくす。

　夜に満たされた聖堂の中で、才森は立ち尽つくしていた。

「…………行きたくなかった」

　そう呟いた声は、ひどくかぼそかった。

「才森」

　思わず声をかけた途と端たん、才森は吏玖に向き直った。

　満身、凄すさまじい怒いかりに満ちていた。

「なぜだ」

　斬きりつけるように才森は言った。

「なぜあんなものを見せた。私に何をしたのだ!?」

　才森が手を伸のばして吏玖を突つき飛ばすのと同時に、《凍月》の声が聖堂全体に轟とどろき渡わたった。

〝こいつの仕し業わざだ。《夜来たる》が我々の中に入り込んでいる！〟

　石造りの聖堂の情景が消え、チャンネルを切り替かえたみたいに、夜色の装しよう束ぞくに星の髪かみの少女が雪狼と激しく組み討うつヴィジョンが取って代わった。

〝何すんのよ、このバカ犬！　離はなせ！　離せってば！〟

　雪の上に少女を組み伏ふせ、その喉のど笛ぶえに嚙かみついて、《凍月》は唸うなる。

〝ついに捕つかまえたぞ！　おまえはなんだ？　その奥に何を隠している？　さあ、出てこい、《夜来たる》！　正体を現せ!!〟

〝アアアア────ッ!!〟

　がっちりと嚙みついた顎あごを荒あら々あらしく振ふって、《凍月》が《夜来たる》の喉のどを嚙み破り、何かを外へと引きずり出した。

　同時に、二本の魔ま剣けんの接せつ触しよくが破れた。

　吏玖と才森がそれぞれの魔剣を引き剝はがすと、周囲の情景が一いつ瞬しゆんで元に戻もどる。

　高らかに笑いながら、夜そのものが、ふたたび戦場のまっただ中に顕けん現げんした。
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〝狗雑鉄のらいぬの分際で我に触ふれるとは、身みの程ほど知らずめ〟

　渦うず巻まく夜を纏まとった少女を、魔ま剣けん遣つかいたちは愕がく然ぜんと見上げた。

　聞き慣れた声に、見慣れた顔の、吏玖の知らない少女。

《夜来たる》の第二刃じん格かくである。

　その場の全員が、驚愕もあらわに、突とつ然ぜん現れた異様な存在を凝ぎよう視ししていた。

　空中で液体のように夜がうねる。プラットフォーム上に並ぶ制せい御ぎよコンソールが断だん末まつ魔まの警告ビープ音を鳴らして次々に息絶えていく。溶よう鉱こう炉ろから舞まい上がった火の粉が冷えて腐ふ食しよくし、鉄の粉雪となって頰ほおを打った。

「ちょ……なにこれ……？」

　つぶやく声は墨すみ緒おのものだ。見えている──魔剣遣いですらない墨緒の目にも、この現象は見えているのだ。

　床を転がり回って組み討ちをしていた心花と竜りん胆どうも、戦いの手を止めていた。

　心花の上にのしかかり、フランベルジュの刀身の根元に手を掛かけて、腕ごと首を押し斬ぎりにしようとする竜胆を、心花が傷ついた右手で押し返そうとしていたようだ。

　全身傷だらけの二人もまた、ぽかんと口を開けて見上げている。

　満場の注目を浴びた少女は、女王然としてドレスに包まれた胸を張った。

〝遣つかい手どもが、雁がん首くび揃えて何を呆ほうけたるか。汝なんじら、疾とく戦うべし。蚩し尤ゆうの詛そ、結すべし〟

「《夜来たる》──なのか？」

　才森が疑うように言うのに、頭上の存在は妖よう艶えんな流し目をくれた。

〝如何いか様さま、然しかり。我が名は《夜来たる》。早瀬吏玖の、魔剣なり〟

〝違ちがう！〟

　別の声が叫さけんだ。姿の見えないその声もまた、《夜来たる》──ただしこちらは、吏玖が慣れ親しんだ、いつもの《夜来たる》だ。

〝《夜来たる》は私よ！　いきなり出てきて何様のつもり？　あんた、誰？　なんで私の中にいるの!?〟

「《夜来たる》、おまえか!?　意識があるのか!?」

〝なにわけのわかんないこと言ってんのよ！　リク、誰よこいつ!?〟

〝嗚呼ああ、嗚呼。憐あわれな娘むすめよ〟

　第二刃格はかぶりを振る。

〝汝は我の表層……只ただの門番、代だい替たい物ぶつに過ぎぬ。《夜来たる》はこの我ぞ。我を除いて《夜来たる》は居おらぬ〟

〝ふざけるな！　いきなり出てきて、馬ば鹿かじゃないの!?　ちょっとリク、なんとか言ってやってよ！〟

〝汝の大事な早瀬吏玖は、既すでに我を見知り越こしたるぞ〟

〝えっ!?〟

〝早瀬吏玖よ、この憐れな代役に云いうて遣やるが良い〟

〝う、うそ……噓うそよね、リク？〟

「僕が知ってるのは、おまえが《夜来たる》が気を失ってるときに出てきて、よくわからないことを好き勝手喋しやべって帰るってことだけだ」

〝詰つまらぬ。白々しい男よ〟

　第二刃格は不興げにつんと頭をそびやかした。

「おまえは一体、何なんだ？」

〝云いうておろう。我が名は《夜来たる》──人の世と、人の心に、夜をもたらすものなれば〟

　不意に、肌はだ寒ざむさを覚えた。巨きよ大だいな坩堝るつぼの上にいるというのに。《凍月》のもたらす氷雪の冷たさではなく、どこかから忍しのび込んだ隙すき間ま風かぜに胸の奥底を撫でられたような気がした。

　酷こく薄はくな表情を浮かべる少女の周りを渦巻く夜の衣ころもは一定の形を持たず、目を凝こらすと余計に暗さを増した。視界の隅すみをうろつく獣けものの影、瞼まぶたの裏に浮かぶ見知らぬ顔、しかと見定めがたい無数のイメージが脳のう裏りをかすめては消えていく。

「さっきのは、おまえの仕業か？」

　才森が斬りつけるような声で言った。

「私の過去を──ほじくり返したのは、おまえか！」

〝其それが、汝の夜なり〟
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「私の、何だと？」

〝我は蚩し尤ゆうの手で夜そのものから鍛うたれた魔剣。禁じられ、忘れられ、秘ひめられ、眠ねむりしものどもの行き着く処ところ、其れが夜なり。我と打ち合う者、己おのれの夜に出で遭あうなり〟

「私の…………夜」

　才森が呟くのに笑いかけて、《夜来たる》は囁いた。

〝忘れていたのであろう？〟

　青ざめた顔で、才森は黙だまり込んだ。

「《夜来たる》よ。蚩尤の手で鍛たれたと言ったな！」

　大声で呼びかけたのはゾーンタークだった。

「第一世代は、あと何本あるのだ。おまえと同じ、蚩尤の手になる魔剣は！」

〝汝は、この炉の火ひ守もりなりしか。目も脚あしも失わずして火守とは稀まれなり〟

　ゾーンタークを見下ろして、《夜来たる》は質問に答える。

〝識しらぬ。少なし。されど──〟

　その手がすうと持ち上がり、鋳いる流るの手にある《虚きよ数すう》を指した。

〝──もう一ひと振ふり、其そ処こに在りたり〟

「なんだと!?」

　ゾーンタークが驚きよう愕がくの目を向ける。

　鋳流は何を考えているのか、眉まゆをひそめてじっと《夜来たる》を見つめている。

《夜来たる》は興味深げにその視線を受け止めて言った。

〝なるほど汝も彼かの血脈に連なりし者。能よく似たり〟

「……血脈？　なんのこと？」

　鋳流が不ふ審しんげに問う。

〝桀けつ王おうなり〟

「…………夏かの桀王！」

　墨緒が息を吞のんだ。

「夏王朝最後の王。悪逆非道、酒池肉林の暴君──刕り蠱この標的は、桀王だったの？」

〝然しかり。我ら蚩尤の魔剣は、桀王の血を引く者の手によりてのみ振るわれる。桀王の血を絶やすためなり〟

「じゃあ、今いる魔剣遣いは全員が桀王の血脈なの？」

〝否いな。最初に鍛たれた魔剣のみ。後のちの世の紛まがい物は知らぬ。されど、紛いの魔剣どもも刕蠱の壺こ中ちゆうに在るは変わらず。魔剣が数を増せば、蚩尤の詛も益ます益ます膨ふくれ上がりたり〟

　そう言ってから、《夜来たる》は墨緒をしげしげと眺ながめた。

〝汝、血は薄うすかれど、早瀬吏玖の近親なりしか。されば、汝にも素質あり。早瀬吏玖もまた、桀王の血脈に連なりし者なれば〟

「え、僕も!?」

「え？　ええ!?　そういうことになるの!?」

　ようやく気付いた吏玖が遅おくればせながら驚おどろき、墨緒も動転した声を上げる。

「ちょ、嫌いやだよ、私。斬り合いなんて冗じよう談だんじゃない、無理無理！」

〝刻とき至り、縁えにしあらば、汝も魔剣と巡めぐり逢あおう。されど蚩尤の手になる魔剣は最も早はや少なし。桀王の末まつ裔えい全すべてが遣つかい手にはあらず〟

「──そうだったのね。ようやく……ようやく、わかった」

　鋳流は呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

「その答えを、長い間探してきたのよ。私が、一体何者であるのか」

　鋳流の声は震ふるえていた。怒りか、哀かなしみか、それとも喜びによるものか、頰を一筋の涙なみだが伝う。感かん慨がいを込めて、鋳流は呟つぶやいた。

「長かった。とても長かった。でも、ようやく……！」

《夜来たる》の方は、人間たちの動どう揺ようする姿には興味がないようだった。

　ぐるりとあたりを見回して、ふむと唸うなると、再び口を開いた。

〝この炉ろの下に、幾いく振ふりもの魔剣が埋うずもれ眠りたるぞ。紛いの魔剣には違いなかれど、中なか中なか強きよう壮そうなり。是ぜ非ひとも目覚めさせ、刕蠱に加えるべし〟

「やめろ！　それは我々が回収して封ふうじたものだ！」

　ゾーンタークが叫ぶ。

〝異な事を云う。汝らの役目は、戦うこと──只ただ只ただ、戦うことなり。それ以外に何も無し。我が彼奴きやつらを目覚めさせる故ゆえ──遠えん慮りよは要いらぬ〟

　唇くちびるを吊つり上げ、からからと哄こう笑しようしながら、《夜来たる》の第二刃格は、渦巻く夜の中へと消え去った。

　具象化した夜そのものの凄すさまじい存在感が散じると、足あし下もとにかすかな震しん動どうが走った。

　震動は徐じよ々じよに大きくなり、手すりが共鳴してびりびりと音を立てた。

〈火神結社〉基地の地下深くで、眠っていた強力な魔剣たちの封ふう印いんが解かれたのだ。




　　　　３．




「なんということだ」

　震動の中に響ひびき渡わたるゾーンタークの声は苦く渋じゆうに満ちていた。

「我々の恐おそれは現実となった。しかも、第一世代がもう一本だと？」

　首を巡らし、鋳流を睨にらみ付ける。

「──どうする気？」

　目を瞬しばたたいて涙の雫しずくを払はらい落とし、鋳流が訊たずねる。先ほどの一いつ瞬しゆんの動揺は、もはや影かげもない。

「知れたこと。二本ともここで回収する。まずは──《夜来たる》、貴様からだ」

　ゾーンタークの右手に銀の光が生まれ、鎖くさりと星球の形を成した。

「《鉄暁アイアン・サンライズ》をもって、早瀬吏玖、貴様を殺す」

　黒々と燃えたぎる美しいモーニングスターを提さげて、ゾーンタークが進み出た。

　長い銀の柄えから垂れ下がった星の鎖が揺ゆれるたびに、澄すんだ音が鳴り渡る。

「才森、やるぞ」

「は、はい」

　ゾーンタークに答える才森の声は揺れていた。

「師し匠しよう！　わたしが……」

　叫んだ竜胆が、下からぶん殴なぐられて浮うき上がる。

「ぎゃっ」

「おまえの相手はこっちだっ！」

　心花が身を起こして、よろめいた竜胆に飛びかかった。

　ふたたび組み討うちに入った二人を尻しり目めに、ゾーンタークは一歩一歩吏玖に近づいてくる。

（いけるか、《夜来たる》？）

〝だ……大だい丈じよう夫ぶ、だけど〟

　鋳流とは違ちがって、《夜来たる》はまだ動揺が激しいようだ。無理もない──自分の中にもうひとりの自分がいることを知った上に、そいつに代替物呼ばわりされたのだ。

〝リク、ねえ、リク、さっきのあれ──〟

（大丈夫）

〝え？〟

　狼ろう狽ばいしている《夜来たる》の言葉を、吏玖はそう言って遮さえぎった。

（大丈夫。僕がついてる。大丈夫だ）

　実際には吏玖にだって確信があるわけではないのだが、それでもそう言った。

（僕にとっては、おまえはおまえだけだ。何があっても、おまえは僕の魔ま剣けんだ）

　刀の柄つかを握にぎる両手に、ぎゅっと力を込める。

（だから大丈夫だよ、《夜来たる》）

〝……………………うん、リク〟

　細い声ではあったが、《夜来たる》はそう答えた。

　手のひらに当たる柄がほんのりと温かくなる。まるで握った手を握り返してきたように。

　ゾーンタークが《鉄暁》を振ふりかぶった。

　長い鎖がシャンと鳴り、星球が空気を裂さいて襲おそいかかった。

　横よこ殴なぐりに左側頭部を狙ねらってきた攻こう撃げきをのけぞってかわす。

　星球が鼻先をかすめて行き過ぎるところへ、すかさず踏ふみ込みながら斬きり上げる。

「おおっ」

　ゾーンタークの手元でくるりと柄が回った。《鉄暁》は蛇へびのように空中でくねり、軌き道どうを変えた。鎖を断たち切ろうとした刃は空を切った。

　次の瞬しゆん間かん、吏玖の右側で何かが膨れ上がり──爆ばく発はつした。

　とっさに腕うでで頭をかばったのはほとんど無意識の動作だったが、それがなければ死んでいただろう。

　熱感を伴ともなう衝しよう撃げきで吏玖の身体からだは横ざまに吹ふっ飛び、プラットフォームの端はしに並んでいた高こう炉ろの制せい御ぎよコンソールに叩たたきつけられた。

「が……はあっ」

　チャリチャリと音を立てるガラスの上に、もがきながら身を起こそうとする。

　右みぎ腕うでと右みぎ脚あしが利きかない！　赤く染まった視界に、白い光環コロナを背負って降りかかる黒い星球が映った。咄とつ嗟さに身を捻ひねると、一瞬前まで吏玖の頭があった場所に星球が着ちやく弾だんし、コンソールの筐きよう体たいを紙かみ屑くずのように叩き潰つぶした。

　霰あられじみて降りかかる細かいガラス片へんは熱で融とけて丸まっている。必死で転がって距きよ離りを取り、なんとか膝ひざ立ちになった。

（なんだ!?　今何を喰くらった!?）

〝あの球体から、すごく熱い金属の雫がいっぱい打ち出されてきた！〟

《夜来たる》の声にも驚きがあった。

〝やばいよ、リク。私は大丈夫だけど、あれ人間の身体にはすごく効く〟

（みたいだな。めちゃめちゃ痛い……）

　傷口からパチンコ玉ほどの金属の粒つぶがこぼれて足下で跳はねた。床ゆかに落ちてもまだ冷め切らずに、しゅうしゅう音を立てている。

《夜来たる》によって痛覚はある程度和やわらげられているし、受けた傷も高速で治りつつあるが、《鉄暁》のもたらしたダメージは甚じん大だいだった。吏玖の右半身のいたるところに、槍やりで突ついたような刺さし傷が穿うがたれていた。

　モーニングスターには、聖水散布器ホーリーウオータースプリンクラーの異名がある。聖職者が聖水を撒まくときに使う灌かん水すい棒ぼうに似ているからだ。その異名の通り、《鉄暁》は至近距離から、星球の内部で煮にえたぎった鉄の雫をぶちまけたのだ。

　大口径の散さん弾だん銃じゆうで撃うたれたような、指向性の爆発。頭をかばっていたから一度は助かったものの、どこに受けても致ち命めい傷しようになりうる攻撃だ。次はない──たとえ即そく死しを免まぬかれたとしても、脚あしをやられて動きが止まれば、一方的に星球を叩き込まれて終わる。

　──くそ。やりたくないけど……結局、やるしかないのか。

　敵はゾーンターク一人ではない。才森との決着もついてはいないのだ。手札カードの出し惜おしみをする贅ぜい沢たくは許されそうになかった。

（《夜来たる》）

〝なに、リク？〟

（あれをやってくれ。視覚を預ける）

《虎よ、虎よTiger-Tiger》のときと同様、《夜来たる》は今度も躊躇ためらわなかった。

　ああ──見よ、世界が描かき換かえられていく。

　瞼まぶたを閉じて、開いたとき、吏玖は人間の世界を離はなれ、魔剣の目で見ていた。




　色のない世界。魔剣の見る世界。人ならぬものの世界。

　二度と訪おとずれたくないと思っていたこの異様な場所に、吏玖は再び立っていた。

　だが、なぜだろう？　こんなに簡単なのに、なぜ躊躇っていたのだろう？

　人間の目にこだわる必要などあっただろうか。

　今の吏玖には、そんな理由は思いつかなかった。

《夜来たる》が知覚する情報が、視覚経由で吏玖の中に流れ込んでくる。

　余計なものが意識から排はい除じよされ、人間の目とは比ひ較かくにならないほど状じよう況きようの把は握あくが容易になっている。熱と震動、物体の物理的強度を評価軸じくとしたすっきりとした世界。闘とう争そうのための世界、魔剣のための世界だ。

　足の下には鋼はがねとコンクリートの分厚い板、その下では巨きよ大だいな坩堝るつぼの中で軟やわらかく融けた金属が対流している。その向こうを流れるのは半固形状の熱い鉄の川。空気に触ふれてきんきんと鳴りながら、コンベアの上をゆっくりと進む。

　吏玖のいるプラットフォーム上には吏玖を含ふくめて人体が六つ、そのうち五つが魔剣を持っている。

　やや離れた位置にやはり人体が三つあり、いずれも魔ま剣けん遣つかいだが、地形によって隔へだてられ、目下の脅きよう威いのリストでは下位に位置する。しかし《虚数》の存在感はここでも圧あつ倒とう的だった。左右に控ひかえる盾たて型の魔剣と比べても、刀身から発散される内なる力の強大さが際きわだっている。

　どこを見ても魔剣。硬かたいのも、軟やわらかいのもいるが、どれも──美味うまそうだ。

　目の前の人間が、腕を持ち上げる。鎖が張って星球が宙に浮き、軌道を変化させながら頭上を回り始めた。

《鉄暁》の弱点は一見その細く長い鎖だが、注意深く観察すると、狙うのは難しいことがわかる。美しく輝かがやく鎖はそれ自体が熱を放っており、うっかり搦からめ捕とられると刀身を焼き切られかねない。そうでなくとも、鎖は《鉄暁》の中で最も激しく動き回るパーツだった。星球の遠心力に引っ張られていると見せかけながら、手元の精せい妙みような操作によって予想もつかないトリッキーな動きを見せるのだ。

　狙うべきはあの恐るべき破は壊かい力を秘ひめた星球だ。

　傷は治りつつあるが、完全には回復していない。始末の悪いことに、《凍月》に貫つらぬかれた肘ひじの傷も回復しておらず、霜しもの冷たさが動きを阻そ害がいしている。

　必要とあらば、右腕は捨てよう。ごく自然にそう考えた。無事な左手一本で《夜来たる》を握り、身体の後ろに回す。構えは右半身を前に出した極きよく端たんな入いり身みとなる。右手は開いて突き出し、手のひらを相手に向ける。目め隠かくしを兼かねた、攻撃への盾にするためである。

　この視覚で見る、目の前の魔剣遣い──そうだ、ゾーンタークという名前があった──には、奇き妙みような違い和わ感かんがあった。

　存在が、なんだか…………薄い。

　そうだ、薄いのだ。他ほかの人間たちと同様の物理的強度を持つのに、人間としての存在感が薄まっている。《鉄暁》のぎらぎらした輝きの濃さとは対照的だった。まるでゾーンタークから《鉄暁》へと、存在のエッセンスが流れ込んでしまったように、遣つかい手と魔剣の間で存在感の濃のう度ど差がある。

　そして吏玖は気付いた。

　自分も、同じだ。

《虎よ、虎よ》と戦ったとき、《夜来たる》はここまで眩まばゆく、美しく輝いていただろうか。

　そうではなかった。モノクロの世界でもはっきりとわかるほどに、《夜来たる》の夜の色は、ますます深く、ますます鮮あざやかさを増していた。

《夜来たる》を持つ吏玖自身の存在が薄れているのと、それは対照的だった。

　すぐに思い当たる原因はただ一つだ。

「魂の半分」。

《夜来たる》の第二刃じん格かくに言われるまま捧ささげた、吏玖の魂だ。

　あのときは、なんのことやらと思っていたが、なるほど、そうか……こういうことか。

　恐おそろしい事実を暗示するこの新たな認にん識しきを、妙みように落ち着いて受け止められるのは、今の吏玖が魔剣視点でしかものを見ていないからに違いなかった。

　ゾーンタークは、吏玖よりもっと薄かった。

　つまり──「魂の半分」を捧げた吏玖よりも、ゾーンタークは多くのものを犠ぎ牲せいにしているのだ。

《鉄暁》は強い。とても強い魔剣だ。

　だが、もしかすると、その強さは──もともとの強さではなく、遣い手が犠牲を払はらうことによって底上げされた強さなのかもしれない。

　ゾーンタークは《鉄暁》をゆっくりと振りながら、側面へと回り込むように動き出した。

　相手の意図を探さぐりながら、吏玖はゾーンタークの動きに追つい随ずいする。

　一定の距離を保ったまま、時計の針が回るようにじりじりと向きを変えていくと、不意にゾーンタークの狙いがわかった。

　吏玖の背後には、才森がいる。

　ゾーンタークは、才森と共に吏玖を挟はさみ撃ちにするつもりだ。
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　気付いたが、もうどうにもできない。

　今の吏玖は背後の《凍月》の動きを察知できるが、ゾーンタークと才森、これほどの遣い手に前後から同時にかかられては無傷では済むまい。

　少なくとも《鉄暁》か《凍月》、どちらかの攻撃は喰らう。下手へたをすると両方だ。

　魔剣の冷れい徹てつな判断力が、攻撃を身体のどの部位で受ければ最もダメージを減らせるかを計算しはじめる。その思考が《夜来たる》のものなのか、自分で考えているのか、今の吏玖には区別できない。

　──右腕で《鉄暁》を受け、その間に《凍月》を折る。

　弾はじき出された答えはそれだった。

　既すでに傷ついた吏玖の右腕は、次の《鉄暁》の一いち撃げきで吹き飛ぶだろう。魔剣の再生能力といえど、そこまで酷ひどくやられた四し肢しを復活できるかどうかは未知数だ。しかし、やるしかない。右腕か、命かだ。

　ゾーンタークの足が止まった。

　背後で殺気が膨ふくれ上がった。

　星の鎖くさりがシャンと鳴った。

　円軌き道どうを描いていた《鉄暁》が、一転、直線上の軌道で宙を疾はしった。

　正面から迫せまり来る星球を、吏玖は咄嗟に右手で摑つかんだ。

「ぐうっ」

　剛ごう速そつ球きゆうで飛んできた砲ほう丸がんを素す手ででキャッチしたような衝撃──と喩たとえても、この場合は事実とそれほどかけ離れてはいない。手首と前ぜん腕わんの骨がみしりと軋きしんで、枯かれ枝のように弾けた。しかもこの砲丸は煮えたぎっている。《夜来たる》によって和らげられてなお、手のひらを灼やかれる苦痛は凄すさまじかった。悪あく臭しゆうと共に煙けむりが立ち昇のぼる。肉が焼けただれていくのをリアルタイムで感じる。ショックに耐たえながら、背後の気配に注意を凝こらす。背中に刃は先さきが突き刺さるより先に、襲おそい来るレイピアの刀身を折るのだ。

　しかし────攻こう撃げきが、来ない。

（えっ？）

　予想したタイミングで攻撃されなかったことで、一いつ瞬しゆんのうちに脳内を高速の思考が駆かけ抜ぬける。罠わなか？　フェイントか？　いや、意味がない。吏玖の防備が最も薄くなる、同時攻撃の瞬しゆん間かんを逃のがすメリットはない。

　混乱したのは吏玖だけではないようだった。ゾーンタークの顔に浮うかんでいた必殺の確信が、驚きよう愕がくへと塗ぬり替かえられていく。

　才森は何を考えているのか。攻撃しない理由は不明だが、この機会を逃すことはできない。右手の中で星球が脈打ち、今にも炸さく裂れつしそうに膨らみはじめる。一瞬の判断で、吏玖は《凍月》に備えていた《夜来たる》を持ち上げ、《鉄暁》を摑んだ右手の上から突き込んだ。

　魔ま剣けんが遣い手を傷つけることはない。《夜来たる》の刃が吏玖の手の甲こうをなんの痛みもなく貫かん通つうし、星球の表面に突き刺さっていく。球体表面に張った鉄の薄はく膜まくのかすかな抵てい抗こうを打ち破り、刀身を灼く凄まじい熱に耐えながら、対流する金属のねっとりとした感かん触しよくをかき分けて進み続け、ついに脈打つ星球の核かくに到とう達たつした。

　鉄の星を切り開く夜の刃が容よう赦しやなく核を貫き、対角線上の殻からを破って突き出ると、切っ先を洗うように融とけた鉄が噴ふん出しゆつした。《夜来たる》はあまりの熱さに喘あえぎ、身をよじっていたが、黄金の果実が砕くだけるように星球が破は裂れつし、内部に溜ため込まれた力を解放すると、その喘ぎは快感のそれに変わった。

〝ああ！　ああ！　熱い！　気持ちいい────……っ！〟

《鉄暁》は見る間に崩ほう壊かいしていった。星の鎖の光が弱まり、明めい滅めつし、黒く煤すすけて綻ほころびていく。物悲しい音を立てて鎖の環わがちぎれ、ゾーンタークの手の中で銀色の柄えが曇くもって萎しなびる。

「ば、馬ば鹿かな、こんな────がああああああ──────ッ」

　ゾーンタークの絶ぜつ叫きようが耳に快い。柄つかを伝って流れ込む熱い力の奔ほん流りゆうが傷ついた身体からだに染しみ渡わたり、吏玖は自分が吼ほえるように笑っていることに気付いた。

　思うさまこの悦よろこびに浸ひたれないことが残念だと思いながら、吏玖は次の攻撃に備えて、空中分解しつつある《鉄暁》から《夜来たる》を引き抜きつつ振ふり返った。

　才森は《凍月》を構え、今にも突つきかかろうという体勢のまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。




「し……師し匠しよう────ッ!!」

　竜胆の絶叫が、吏玖の意識を人間の世界に引き戻もどした。

　視界に色しき彩さいが戻り、感情が戻ってくる。

「ううっ」

　二つの世界の落差に思わず吏玖は声を漏もらす。

　才森の蒼そう白はくな顔から目を移すと、心花を渾こん身しんの力で押しやった竜胆が、よろよろと後じさるゾーンタークに向かって駆け寄るところだった。

　抜け殻──。一目見て、そんなイメージが頭をよぎった。

　先ほどまでの自信に満ちた態度は霧む散さんしていた。魔剣視点で感じたゾーンタークの「薄さ」を、人間としての吏玖の目でも今やはっきりと感じ取ることができた。存在そのものが、消えてなくなりそうに薄まっている。肉体を持った人間というよりも、ちょっと凝った立体映像か、あるいは人を象かたどった紙風船とすら思えてしまうほどだった。

　その場へくたくたとくずおれそうなゾーンタークを竜胆が支える。自分よりはるかに小さい竜胆の肩かたを摑んだゾーンタークの手は、水面の芦あしにしがみつく溺でき者しやのそれだった。

「師匠！　師匠！　あああ、噓うそだ！　師匠が負けるなんて、こんなの、噓だ…………！」

　半泣きでゾーンタークをかき抱いだく竜胆に目もくれずに、ゾーンタークは手を宙に伸のばした。虚うつろに見開かれた目は、空中でくるくると回る《鉄暁》の残ざん骸がいに据すえられている。

《鉄暁》は、死にかけた太陽のミニチュアのように、ときおり断だん末まつ魔まめいたプロミネンスを噴ふき上げながら、徐じよ々じよに小さく、暗くなっていった。割れた星球は、切れた鎖の環や融けたガラス片へんなどで形成された何重もの周回軌道で飾かざられていたが、星球が小さくなるにつれてその軌道も歪ゆがみ、ばらばらになって、中心核の重力井い戸どへ落ちていった。

「終わりか」

　かすれた声でゾーンタークが言った。

「では、これで終わりなのか」

　足あし下もとから伝わってくる震しん動どうが、徐々に大きくなっている。

　地下に封ふう印いんされていた魔剣が解放されたためか、あるいは〈兵器廠アーセナル〉の遣い手たちの破は壊かい活動が効果を上げているのか。

　すべての破は片へんを吞のみ込み──《鉄暁》が消える。

　線せん香こう花火の最さい期ごにも似て、小さな小さな鉄の雫しずくが、じゅう、とささやかな音を立てて、永遠にこの世から消え去った。

　ゾーンタークが魔剣に捧げたすべても、魔剣と共に無に帰した。

　持ち上げた手をぱたりと落として、ゾーンタークは棒立ちになった。

「し……師匠？」

　ゾーンタークの顔には、なんの表情も浮かんでいなかった。

　そこには絶望すら見えなかった。

　虚きよ無むだった。

　吏玖でなくとも、それを目にした者なら誰だれでも悟さとるだろう。

　ああ、この男は、もう生きてはいられないのだ──と。

　竜胆がふるふると首を振る。

「師匠……待って……待ってください、逝いかないで」

　取りすがろうとする手は空を切った。

　プラットフォーム上の固定されていない機械ががたがたと揺ゆれ始めた。

　震動する足場の上を、ゾーンタークは穏おだやかにすら見える足取りで二歩、三歩と後退し、誰かが止めようと思いつく前に、坩堝るつぼを見下ろすプラットフォームの端はしに立っていた。

「もはや私には何もない」

　呟つぶやいて、ふわりと後ろに倒たおれ込んだ。

「師匠…………!!」

　身を投げたゾーンタークは、溶よう鉱こう炉ろから噴き上がる熱風を受け、一いつ瞬しゆん浮うき上がるかに見えた。それほどに彼の存在は「薄うすく」なっていた。しかしそれも束つかの間、《鉄暁》の遣つかい手だった鍛匠マイスターの長身は、真っ逆さまに融けた鉄の中へと落ちていった。

「うわああああ────っ!!」

　竜胆の悲痛な叫さけびが広大な空間に響ひびき渡った。

　足下からの震動がさらに大きくなり、周辺の機械が激しく揺れる。

　ゾーンタークがその肉体を最後の供く物もつにしたことが引き金となったかのように、今や溶鉱炉そのものが震ふるえていた。

　いたるところで何かが壊こわれる音がしていた。空くう洞どうの上から、驚おどろくほど大きな機械が落ちてきて、下を流れる鉄の川かわ面もに飛沫しぶきを上げた。

　すべてが崩くずれていく中、振り向いた竜胆の目は、凄せい絶ぜつな怒いかりと悲しみに輝かがやいていた。

　この場の誰よりも小さな少女の怒りが、全員を燃やし尽くさんばかりだった。

「才森！」

　名前を呼ばれた才森が、びくりと反応する。

「なぜだ！　なぜ刺さなかった！」

　吏玖を指差して、竜胆は叫んだ。

「あのときこいつを殺せたのに、なぜ殺さなかったんだ!!」

《凍月》を持った手をだらりと垂らして、才森は立ち尽くしていた。

　途と方ほうに暮れたような顔をしていた。

「裏切り者め!!」

　何も答えない才森に対して、竜胆は叩たたきつけるように言った。

「おまえは裏切ったんだ、才森──師匠を、わたしたちを、裏切ったんだ」

「私……私、は…………」

「わかった、もういい、わたしの手で殺してやる────」

「やああ──ッ！」

《清焰ホーリー・フアイアー》を持ち上げて踏ふみ出した竜胆に、横合いから心花が殴なぐりかかった。

「ぐあっ!?」

　才森に気を取られていたのか、咆ほう哮こうする拳こぶしの一いち撃げきは見事に竜胆を捉とらえた。

　竜胆はひとたまりもなく床ゆかに叩きつけられた。

「がはっ……、こ、この……っ」

　血を吐はき、立ち上がろうともがくが、《象られた力》に殴られたダメージがそう簡単に回復するはずもない。それでもなんとか床から上半身を引き起こしたのは執しゆう念ねんのたまものだった。

「う……うう、うああああ──っ」

　仇かたきを目の前にして手も足も出ない悔くやしさからか、竜胆はぼろぼろと泣き出した。

「なんでだ。なんで殺したんだ。わたしにとってはたった一人の師匠だったんだぞ。絶対に許さない！　絶対にだ！　おまえら全員、わたしと《清焰》で焼き尽くしてやるからな！」

　崩壊しつつある製鉄所の中心で、竜胆は叫んだ。

「〈火神結社〉にもうおまえの居場所はないと思え、才森加か奈な子こ！」







　エピローグ







「──ここにいたのか」

　吏り玖くの言葉に、返事はない。

　学校の屋上。昼時ではあるが、誰だれもいない。今日は日曜、学校は無人である。

　フェンスに向かって立っている才さい森もりは、律りち儀ぎにも制服姿だ。

　冷たい秋風に、長い黒くろ髪かみがなびいた。




〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉基地の戦いから一昼夜が経たっていた。

　あのあと、崩ほう壊かいする製鉄所から脱だつ出しゆつした吏玖たちは、〈兵器廠アーセナル〉の車に放ほうり込まれて帰き途とについた。

　来たときよりも人数は減っていた。メイス、コピシュ、ジラハ・ボックの遣つかい手がいなくなり、ザグナルは魔ま剣けんだけがネット遣つかいの女によって持ち帰られてきた。生き残った四人は盛大に返り血を浴びていたが、失った仲間を悼いたむ様子もほとんどなく、〈火神結社〉の魔剣を折ったせいか、みなつやつやと上気していた。

　山道を降りる車の窓から振ふり返ると、無音の黒いヘリコプターが煙けむりを上げる山腹から飛び立ち、明け始めた空をいずこかへ飛び去っていった。

　吏玖は虚きよ脱だつ状態の才森を強ごう引いんに引っ張り出し、鋳いる流るのシルバーレイスに押し込んだのだが、鋳流は心ここにあらずの体ていで文句一つ言わなかった。道中もずっと黙だまったまま何事かを考えているようで、芹せり沢ざわ家の前に車が停とまり、吏玖たちが降りる段になってようやく口を開いた。

「今夜は楽しかった、吏玖。つきあってくれてありがとう」

　どう返事すべきか躊ちゆう躇ちよしている吏玖に微笑ほほえみかけて、鋳流は言った。

「いろいろなことがわかったわ。いるるも考えてみないと。また逢あいましょう。すぐに、ね」

　考え込んでいるのは、《夜来たるNightfall》も同じだった。

《鉄暁アイアン・サンライズ》を打ち破って力をたっぷりと吸い取った魔剣だったが、いつものように相手の感想も口にせず、少女の姿の幻げん像ぞうも出てこなかった。

　玄げん関かんをくぐると、墨すみ緒おと心花このかは上がり框がまちに倒たおれ込んで、しばらく動かなくなった。

　心花はともかく、墨緒の方は、誘ゆう拐かいされたショックと、目の前で人知を超こえた命いのち懸がけの斬きり合いを見せつけられたショックに打ちのめされており、精神的なダメージがかなり大きかったようだ。たっぷり三〇分はそのまま倒れていたが、やがてよろよろと立ち上がると、自分の部屋へ引きこもってしまった。

　扉とびらの外から声をかけても反応がないのでダイニングに降りてくると、テーブルの上に、炊すい飯はん器に残ったご飯で作った握にぎり飯めしがラップをかけて置かれていた。心花の分はない。自分の分はさっさと平らげて、ベッドに倒れ込んだようだ。

　才森は、だいぶ前にいなくなっていた。

　玄関を開けて振り返ったときには、もうどこにも姿が見えなかった。

　放っておけずにどさくさにまぎれて連れ帰ってはみたものの、一度は墨緒を誘拐した張本人である。どう接していいかわからなかったので、正直、ほっとする思いがなくもなかった。

　自分以外の全員が、とりあえず収まるところに収まったことを確かく認にんすると、吏玖はようやく寝ね床どこに倒れ込んで、夢も見ずに眠ねむった。

　一〇時間以上寝ねて、目を覚まし、気に掛かかるのは──やはり才森のことだった。

　──あいつ、どこに行ったんだろう。

〈火神結社〉に居場所がなくなった彼女に、行く当てはあるのだろうか。

　気になり始めると、どうしようもなかった。

《夜来たる》によれば、《凍いて月づき》の反応は、学校にあった。




「──こんなとこで何してたんだ？」

　屋上を歩み寄りながら、吏玖は訊たずねた。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、才森は答えた。

「話していた」

「誰と？」

「《凍月》と。帰る場所がなくなってしまったから」

　ぶつ切りにした言葉を投げるように、才森は言った。

「《凍月》は〈火神結社〉の魔剣だ。でも、もう結社には帰れない。だから、すまない、と──謝っていた」

「…………《凍月》は、なんて？」

「自分の仕える相手は、カナコだけだ、と」

　淡たん々たんとした話し方から感情は読み取れない。

「それは……よかった」

　吏玖がそう言うと、才森は、フェンスの金かな網あみにかけた手をぎりっと握りしめた。

「よかった、だと」

　才森は振り返った。その目は怒いかりに濡ぬれていた。

「何ひとつよくはない」

　フェンスを押しのけるようにして、吏玖との間を詰つめる。

「竜りん胆どうの言うとおりだ。私はおまえを殺すべきときに殺さなかった。そのせいで、帰る場所を失った。〈火神結社〉は、すべてだった。私の人生の、すべてだったのに」

　吏玖の服をぐいと摑つかむ。

「おまえのせいだ」

　その手は震ふるえている。

「どうすればいい！　おまえのせいだ！　おまえのせいで私はどこにも行けなくなった！」

　魔ま剣けん遣つかいとの接近で、《夜来たる》が緊きん張ちようしているのが伝わってくる。吏玖は慎しん重ちように口を開く。

「…………ごめん」

「ふざけるな！」

　才森は吏玖を突つき飛ばした。よろめいたところに足を引っかけられ、気付いたときには背中から屋上の床ゆかに叩たたきつけられていた。

　倒れた吏玖の上に、才森が馬乗りになって叫さけんだ。

「携けい帯たいは通じなくなった。セーフハウスにも入れなくなった。〈火神結社〉の影えい響きよう力が弱まり、〈兵器廠〉がこの辺り一帯を掌しよう握あくした。全部おまえのせいだ！　おまえの!!」

　感情的な言葉が迸ほとばしり出るうちに、その表情は崩くずれて、涙なみだがこぼれ落ちた。

「早はや瀬せ、いったい、どうしてくれるんだ。どうして…………！」

　やがて、才森は動きを止めた。

　俯うつむいて鼻を啜すすりながら、小さな声で言う。

「…………教えてくれ、早瀬」

「…………」

「どうしたらいい？」

「才森…………」

「〈火神結社〉には帰れない。かといって、〈兵器廠〉に身を寄せることなど考えられない。私はもう、本当に、どうしたらいいかわからない」

[image: ]

「……………………あのさ、才森」

　吏玖は自分に馬乗りになったままの才森を見上げて、そっと訊ねた。

「あのとき、なんで僕を殺さなかったんだ？」

　しばらく黙ってから、才森は答えた。

「《夜来たる》に見せられた、あれのせいだ」

「あれって……才森の、過去？」

「そうだ。《凍月》と出で逢あって間もないころの、すっかり忘れていた記き憶おくだ」

　石造りの聖堂の冷え冷えとした空気を思い返しているように、才森が自分の腕うでを抱だいた。

「《凍月》──第二世代の強力な魔剣との適性が認められた私は、〈火神結社〉の長老たちによって、最前線で戦うエージェントとして訓練されることになった。私はその第一歩となる最初の通過儀ぎ礼れいを受けるために待機していた。それが、早瀬も見たあの情景だ」

「通過儀礼？」

「恐きよう怖ふを消す処置だ。敵の刃やいばに傷つけられることを恐おそれるようでは、〈火神結社〉の役目は務まらない。訓練をスムーズにするために、最初に恐怖を感じないように処置を行なう。そう説明を受けていた。しかし──」

「しかし？」

「私は、それが怖こわくてたまらなかった」

　恥はじを告白するかのように才森は言った。

「幼い私は、怖がることは、ごく自然なことだと思っていた。それをなくすことで、自分がロボットのようになってしまうのではないかと、自分が自分でなくなるのではないかと思って、怖かった。その怖さも、儀ぎ式しきのあとは忘れてしまうのかと思うと、無む性しように怖くてしかたがなかった。だから、あの聖堂に座って、嫌いやだ、嫌だ、行きたくない、と──ずっと思っていた」

「……それで？」

「扉が開いて、炉ろのそばの長老たちが私を呼んだ。嫌だ、嫌だ、と思いながら私は立ち上がり、扉の方へ向かった。そのとき、気付いたんだ。本当に怖いのはなんなのか」

　幼い自分の味わった恐怖をふたたび見つめているように、才森は目を見開いていた。

「私が本当に怖かったのは、とてもとても嫌なのに、長老たちの命令に従わざるを得ないということだった。拒きよ否ひはできない。拒こばんだとしても意味はなかっただろう。〈火神結社〉の中で、長老たちの力はあまりにも大きい。だから、嫌だ、嫌だ、と思う心とは裏腹に、足は動いて、私を前へと運んでいった。そして──確信した。このまま〈火神結社〉にいれば、これがずっと続くのだろうと。命令されれば、やりたくないことでも、自分の意思を殺して従う人生が続くのだろうと。それを考えると恐ろしかった。そして、この恐怖すら忘れさせられてしまうのかと思うと、本当に、本当に恐ろしかった」

　一気にそこまで話しきって、ぽつりと付け加えた。

「そして、実際に──忘れていたんだ。あの記憶を見せられるまで」

　長く息を吐はいて、才森は沈しずんだ声で言った。

「君のせいだ、というのは八つ当たりだ。自分でも本当はわかっている。《夜来たる》に気付かされただけで、すべて自分のせいなんだ。〈火神結社〉に帰れなくなったのも、どうしたらいいかわからないのも──私があの恐怖を思い出したからだ」

「でも、僕がゾーンタークと戦ってるときは、もう才森もあの記憶の中からは抜ぬけ出ていたんじゃないのか？」

「ああ。だがあのとき、君の背中を《凍月》で貫つらぬこうとして、ふと疑念がよぎったんだ。私は本当にこんなことがしたいのか、と。私は君を殺したいと思っているわけではない。いつのころからか、むしろ──生きていてほしいと思うようになっていた」

「えっ？」

　思いがけぬ言葉に吏玖は驚おどろく。

「君のそばで監かん視し任務についたことで、取るに足らないことではあるが、色々と珍めずらしい思いができた。君は笑うかもしれないが、私はそれを惜おしんだんだ。それまで私の人生にはなかった生活だったから。君を殺せば、全部なくなってしまう。鷹たか野のも、君も。さっぱり何を考えているのかわからない同年代の学生たちも、屋上で食べる安いパンの味も。あのメイド喫きつ茶さとやらですら、私には面おも白しろかった。笑うだろう？」

「笑わないよ」

　才森は両手を広げて、自分の身体からだを見下ろした。

「この制服もそうだ。もうこの学校に来ることもできないのかと思うと、なんだかもったいなくてな。なんとなく袖そでを通して、ここまで来てみた。笑うだろう？」

「笑わないよ」

「そうか？　まあ──どちらでもいい。最後にここに来られてよかった」

「最後って、どういうことだよ？」

「どうもこうもない」

　才森は淡々と言った。

「私はもう、〈火神結社〉ではない。君の監視も終わりだ。これ以上ここにいる理由はないじゃないか」

「じゃあ、どこに行く気だ？」

「わからない。訊きかないでくれ」

　投げやりにも思えるその言葉に、なぜか腹が立った。ぶっきらぼうに吏玖は言った。

「なら、自分で決めろよ。ここにいたいんだろ？」

「だから、これ以上ここにいる意味がないと言ってる」

　苛いら立だったように才森が答える。

「意味ってなんだよ。才森の言ってるのって、結局〈火神結社〉の任務があるかないかが基準でしかないじゃないか」

「知った風な口を利きくな！　ならどうしろと言うんだ！　〈火神結社〉にも、〈兵器廠〉にも行けない、私の居場所はどこにもない！　ここにいていい理由がなくなったんだから、行かなきゃならないだろう！」

「なんでだよ！　自分のしたいようにすればいいじゃないか！」

　思わず怒ど鳴なってしまった。

「〈火神結社〉にも〈兵器廠〉にもつく必要なんかない。自分で決めればいいんだ。才森がこのままここにいたいなら、そうすればいい。それだけだよ。自分で生き方を決めればいいんだ」

「できない」

　才森は即そく答とうした。

「できない。嫌だ。怖い」

「え…………？」

　吏玖はまじまじと才森の顔を見た。

　吏玖の言葉に、才森は本当に驚き、怯おびえているようだった。

　硬かたい表情のまま、早口で才森は言った。

「自分で生き方を決めるなんて、どうしたらいいのかまったくわからない。できない」

「才森…………」

「嫌だ。できない。私にはできない──」

　できない、できないと繰くり返すうちに、才森自身が自分の言葉でパニックに陥おちいりつつあるようだった。

　──ああ、この娘こは、本当に真面まじ目めなんだ。

　吏玖はようやく理解した。

　意地を張って言っているのではない。いていい理由がないから、ここにいてはいけない、と──本心からそう思っているのだ。

　吏玖は口調を和やわらげて言った。

「さっき、自分で言ったじゃないか。ここにいていい理由」

「私が？」

「学校にいたいって言ってただろ。それが答えだよ」

「そんなの、私が思っているだけだ。理由にはならない」

「いいんだよ、それで」

「私には……できない」

「わかった。それじゃ、言い直すよ」

　吏玖は才森の目を見て言った。

「行かないでくれ。僕も、才森にいてほしい」

「え…………は、早瀬？」

　才森は驚いたように目を瞬しばたたいた。

「理由がないなら、僕が作るよ。ここにいてくれ。それなら理由になるだろ？」

「で、でも、なんで」

「同じ魔ま剣けん遣つかいで、クラスメイトで、友達なんだからさ」

「友達…………？」

「いや、まあ、今までは違ちがったかもしれないけど。これからそうなればいいだろ」

「……………………」

　強こわばっていた才森の身体から、徐じよ々じよに、徐々に、力が抜けていった。

　荒あらい呼吸がゆっくりと鎮しずまっていく。

「…………できると思うか、私にも？　自分で生き方を決めることが？」

「うん」

「本当に…………？」

「難しいときは、力になるよ」

「力に？　早瀬が？」

　懐かい疑ぎ的な口調で才森が言った。

「どうやってだ？」

「たいした力にはなれないかもしれないけど、うーん、たとえば……独りで泣いてるときに、こうやって胸を貸すぐらいはできるよ」

「…………馬ば鹿か」

　才森はそう言って立ち上がり、吏玖の手を引いて助け起こした。

　起き上がってズボンの尻しりを払はらう吏玖の顔に、ふっと才森の顔が近づいた。

「え」

「──ありがとう」

　耳元でそう囁ささやくと、才森は長い髪かみを吏玖の鼻先になびかせて、屋上出口へ歩いていった。

　すれ違いざまに見えたその口くち許もとには、吏玖が今まで目にしたことのない、はにかんだ素す直なおな微笑ほほえみが浮うかんでいた。




〝……あのさ、リク〟

「うわあ」

〝うわあじゃないでしょ、うわあじゃ〟

　突とつ然ぜん隣となりに現れた《夜来たる》の幻げん像ぞうは、吏玖の間の抜けた反応にぶすっと突つっ込んだ。

「しばらく静かだったからさ。どうした？」

〝全然意味わかんないんですけど〟

「何が？」

〝さっきのサイモリとの話〟

「ああ……別に、わかんなくてもいいんじゃない？　おまえは魔ま剣けんだし」

〝自分で決めろとか言ってたじゃない？　さっき〟

「え、うん」

〝リクもそうしてるの？〟

「してると思うよ……多分」

〝ふーん。ま、確かに、私が他ほかの魔剣遣いと仲良くしないでほしいって言っても、あんまり聞いてくれないよね、リク〟

「おまえの言うとおりにいちいち戦ってたら身が持たないよ」

〝リクにもできるよ〟

「できねーよ」

〝大だい丈じよう夫ぶ。私がついてる〟

「全然大丈夫じゃない」

〝おっかしいなー。リクの真似まねしたんだけどな〟

「やめてくんない、そういうの」

　あれー、変だな、と首をひねる《夜来たる》の隣となりで、吏玖は苦い顔になる。

〝ねえ。私の中にさ、もうひとり、なんか変な奴やついるでしょ〟

「…………いるな」

〝私がびっくりしてるときに、大丈夫、一いつ緒しよにいるからって私に言ってくれたよね〟

「…………言ったな」

〝それで私、すごい安心したんだけどさ〟

「そりゃよかった」

〝サイモリにも同じようなこと言ってたよね〟

「………………そう、かな」

〝もしかしてリクって、誰だれにでも同じこと言ってる？〟

「ううう、うるさいな！　こっちだって必死なんだよ」

〝ええ？〟

「もういっぱいいっぱいなんだよ！　そっとしとけよ、そういうのは！」

〝あっはっはー。必死だな──〟

　顔を真っ赤にしている吏玖に指を差してひとしきり笑ってから、《夜来たる》はしみじみと言った。

〝まー、そうね。リク、いっつも結構必死だもんね〟

「悪かったな！」

〝人を殺さないように頑がん張ばって、でも殺しちゃったり、覚えてないけど、なんか捧ささげたとか言ってたよね〟

「………………」

　吏玖の顔を覗のぞき込んで、《夜来たる》は言った。

〝魂たましいの半分、だっけ？　もうひとりの私に捧げたのって〟

「…………ああ」

〝それ、私にもくれない？〟

「ああ!?」

　吏玖は目を剝むいた。

〝だって、私もらってないもん〟

「憶おぼえてないだけだろ！　だいたい、もう半分おまえにあげたら、どうなるかわかってんのか？」

〝どうなるの？〟

「…………よくわかんないけど、僕、消えるとか死ぬとかするんじゃないかな」

〝やだ、困る〟

「だったら──」

〝いいの。言ってみただけだから〟

「はあ…………」

　吏玖は思わず脱だつ力りよくする。

〝ねえ、リク？〟

「ん？」

〝リクの魔剣は、私だよね？〟

「そうだよ」

〝もうひとりの私じゃなくて〟

「うん」

〝────どこまでも、私と一緒に来てくれる？〟

《夜来たる》の言葉に、吏玖は頷うなずいた。

「ああ。おまえと一緒に行くよ」

　そう言ってから、言葉を継ついだ。

「おまえの代わりになる魔剣はいない。おまえは僕の魔剣だ、《夜来たる》」

　それは吏玖の中から、自然に出てきた言葉だった。

　背中にふわりと抱だきつく感かん触しよくがあった。

　生身の肉体というにはおぼろげな、頼たよりない感覚ではあったが、確かに──触ふれた。

　見下ろすと、腹に回された白い二本の腕うでが見えた。

〝────私もよ、リク。私も、リクと、ずっと一緒〟

　吏玖の背中で、人間ひとならぬ者のひたむきさを込めて、《夜来たる》がそっと囁いた。





（了）









　あとがき







　こんにちは、宮みや澤ざわ伊い織おりです。おかげさまで三巻をお届けできることになりました。




　前回のあとがきでも触ふれましたが、この物語に登場する魔ま剣けんたちの銘なは、さまざまな本のタイトルから引用させてもらっています。

　もっと具体的に言えば、ＳＦ小説のタイトルです。

　たとえば吏り玖くの魔剣であり、ヒロインである《夜来たるNightfall》は、アイザック・アシモフのＳＦのタイトルから。才さい森もりの《凍いて月づき》は、グレッグ・ベアのＳＦから。《象られた力ジヤガーノート》は飛とび浩ひろ隆たかのＳＦから。という具合です（敬けい称しよう略りやく）。

　この作品中での読み方ルビは、必ずしも原典に忠実ではなく、たとえば《夜来たる》の〝Nightfall〟は英語版の原題そのままですが、《凍月》は原題が〝Heads〟で、『凍月』という素す敵てきなタイトルは日本語版独自のものです。《象られた力》に至っては、原典にない「ジャガーノート」というルビを勝手につけちゃってます（私が）。

　どうしてこういうネーミングにしたかというと、まず第一にかっこいいからです。

　かっこいい武器にかっこいい名前をつけるとかっこいい。

　おお、これは……すごいことを発見してしまった。

（得意げな顔）

　…………いや、おめーの手て柄がらじゃねーだろ、という突つっ込みが入りそうですが、はい、そうですね。

　でも、《夜来たる》って名前の、夜の色をした日本刀ってスゲーかっこよくない？　と思いついたら、やらざるを得なかった。

　そういうことって、あると思うんですよね…………（遠い目）。

　ほかにも理由はあるんですが、それは言わぬが花という気もしてきました。

　ご想像におまかせします。お口にチャック。

　関係ないけど、「お口にチャック」って聞くといつも映画『ミディアン／死者の棲む街』でクローネンバーグが演じた殺さつ人じん鬼きのマスク思い出すんですよね。あれ超ちようかっこよかった（本当に関係ない話だった）。

　それはさておき、引用元の作品に興味をお持ちになった方は、魔剣の銘で調べてみると、面おも白しろい本がざくざく出てきますので、おすすめですよ。

「なるほど、それでこの銘なのか」と思われるか、「元ネタほとんど関係ねーじゃん！」と思われるかはわかりませんけども。




　謝辞を。イラストのＣＨ＠Ｒさん。担当編集（い）さん。デザイン、校こう閲えつ、営業の皆さん。ほか、本書の出版に関かかわった多数の方々に感謝します。魔剣の銘としてタイトルをお借りした作品の著者・翻訳者の皆様には特別の感謝と敬意を。そしてこの本を手に取ってくれたあなたへ。本当にありがとうございます。

　新たな魔剣も続々登場、刕り蠱この秘密も明らかになり、〈火神結社ヴアルカン・フアランクス〉と〈兵器廠アーセナル〉が本格的に激げき突とつする中、吏玖はどう戦うのか。だんだん可愛かわいくなってくる《夜来たる》を前にして、吏玖は一体どうするつもりなのか。そういえば作者が実際に遭そう遇ぐうした「風ふ呂ろ場ばの窓から入ってきた見知らぬ少女」って一体なんだったのか。冬が来る前には、四巻お届けできると思います。それでは！
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